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アメシボ、といふ昆轟 i土，見轟のやで‘もかなり特長率r；.生活採ぷをもヲfニ

ものといへゐ． そ札！まイ也のIt.轟めよラ・ l二手生 lま空中を自在にとがまはった

"i，地主lセ1まいまはワFこりはあまリしないで〉たど水面ーといふ眠られた場所

仁之の主 7孟生治湯倣ヒして J 生セ送っ・乞ゐゐめである．いたゐ前o).沈ゃ

沼のif]I主アメシギ；の活動集皆であるし， 3義武の縁のよピみや，議：のよでさ

べも，われわれはその4中蹟を見る二とがで‘さる．戸な rのFさの小3皮一つ広

い静，かIi.水の岳に， Z主の先で、僅かの回みをクリ℃ぢ、ヲヒ静止してみる、影ゃ

あちニちで、すいすいと軽やかに滑走ムてhる優美な婆t.t，議にとっても幼

い婿からの憶力、レい草II染であるにちがびないめである．私もこれから遥

べ‘ょうとする d土苧のにめに，ヲ色の iまヒ I）に立ク〈みら fニめよ完アメジ不快の

群乞観察レ広がら，この轟には肢が・4本レかないのが、と忠 11¥ニんで、ゐTニ

少年の 8~. p そニの項よく遊ん 1＝－・・田舎の重池の：景色などを，牟しい集持を

おLフι忍、 ＂（，：＞..7＇￥－ べ・たものであ＆．

どよゐで私がアメシポを観察しようと L-.t二白めは，アメシボ、t材，特と

レ九一？の動4句集団の中の底涯の変ィιと，集団員め移動令、散止の聞に

はど、のような相互の関塚、が·~られる刀、といふ二とをと調べるためであっ fニ．

fエヒベ 1;rー？の池 1：：アメシホーが多く卓まフてくるとする．魚眼に多くの個体

がこの集由に加 lまれ広いものヒすれは〉ゐる所て底皮の増加が止む I~ ちが

ひ1正い，もレそのような底度の増炉停止が克久れゐむのとすれば＼をど れほ

ど‘のよう江内部機構を通じて行はれるものでゐゐか，モれに針レ『て個体t浮

動Jさほどのよラほ・働3をレ．てゐるものであるが，作れわれは二れιを見る

二とによって，白訴にあ、ITる動物隼団の持ヴ性質内底の一部U菌み耳元ゐ乙

kがで竺るむあらラ．ぞれ Ii動物にみげる人ロ問題ヒレて生物社会の靖遣

機能の理解のためにも，先ヲ‘明らかにする必要のめる基非.e~ 均題のーて？

であるし，主にもし麿用的！：.見るとレてる．事益動物の移動令骸原理の問題
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としく無視で主 fぶい重要性をもづものとをハーら九ゐ，絞って者ムfi7メyポを

や｝耕とした ITA'l..-ども，ぞれはl必ずレもアメシ1iてだけ l二限定さ札る問題ぐ｜ま江

かフ！：.・.. ただアメ νオくの』易会Ji.~·さにのベ fニよラ I::..水置｝といλ、一つの平高の

よ乞主 Ii. 活動の場所ヒし亡ゐふえからいク仁棲息場所のイ保持が審I~与！こ衛F

阜であるし，モ札に小~ ~、地品こもかなり多くの個体教がすみ，じかも者この相々
3ろ動主も比較的容易に観察ぐ与るといクた来、－C'.私の百的｛乙針する手近の材

料とし℃は，裁にタク〈？！？の護婦と考へられたのである．

私カぐ二の観察念狩？たのは 193ワ.1fの呑であクた 吃め時め観察とい必の

は．色々の事情のために，極めて短い期閉め聞に，レかもかf正』J制限さオH.ニ余

裕の、い℃狩づたもので‘あクたために，種々の点、・C不渇足存所が多く，機会3

へめ41.-!J,＂もクと観察 ε続 IT，費特ε補ク.C.fi'~たいと望んでゐ 1ニ．持1こ集
団の形札制与lニみ・ける鮭j存関4与lンフい引ま．之れが最も基料切問題の一

つであ々のに拘はらず二の時の観察て・ l土1i:んと‘手乞ふれるニとが、でさな

かクFこから七、みゐ。レかレ達協江がら再観察め教にむ恵まれでそ：め中・！ニ視

奉場所の様子也大.f,ト変ヲてしま？に私｜ま新らレし、安料を，吃の上追加て主

ないままで与自にいたった．だ、が野外集団の1曇怠底度維持の機構剖囲み

の動主主i査して見2ょうといβ、乙の越の試みは，少、江之とも量的研究ヒレて 1

はその営時のみならず‘現底にいたクてもま；f二Y‘の圏ぐも必んど行はねてゐ

広い説宮、℃、めるから.tことか不満足Ii.点はあづても，動物生態学lこあ、！？る ζ

の才面の新らレ＼，＼董め勺クを拓くよヒになれば掌ι考へ二心に二方観察結

果を発表する二どにレ7ニ。

年ほふ第1ま最初193ワ年lニ寄与注 1942年Iニ年ヲ三説明主多くレ新らレ

いえ紙乞ク 1ナカロヘて書きあらためたもので、あるが，之の中で‘の数学的吟味

の足 I)i:f_ I,、点や，その時以後の生態学の進歩l三よゐか見念丸二縞品、7こめi二，

194少年新らしぐ芽〈二部乞末尾につけカロへて.1942年l二番ぃ7二部令乞之

のまま第一部ヒレた品レfこが、クて．会A本ヒし℃み料l.f＂，葬「部 lま本えに者』），

:f,ニ蔀lま之の補言主に営ゐと見なしてよL、．
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まへが、主乞終るに営lん木J高原痛切支明J才L，モの予告表f_:t-iめられた

まヲ色教投並び、に；京丈動物苧私室員諸氏及び二の厨完！こ際レて種々有益

M卸注意‘乞項い f二I首持の：京ぇ裏》学蔀毛主川救授並ひいl二見古学研究室員諸民J

！こ封レて，，りから1師桂申上げる.. f;( llこれが印刷の運ぴ1こ江ク fこの！土言f

見藤吉君主稿整理委員会ゐーさ江らぬ御配慮．の脇である。己こに向委員会

に射して亭く御棒中ょげる。手 fニ裁時中及ぴ威裁の長期間 l二豆クてこの原

稿を預クて頂いた梅棒忠夫君及び奇粋を掠存して 1貢レた昆虫学河克室に

針レても〉会 Iニ）~く謝意ι姦する次第ぞある，

ー
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観察場所

証人の ；f士手持IJ:、き：郡大学ιバ合義雄物函でみつ fこ 二の手直点。薗 l主1）、5ぃ！； が

、J

<_:,, "()' いろいゐ r;A許遥の本立がみ！人 乏生や砂山王JJi:,クて 白然 ,;i）ーフヵ維

生！£＇づくてゐる内ミツマクやハナス、、オウ， みるかはハコベ.＼＂－＂才オ：ィヌノフグ、

りのJ立の韻く零に It，蝶、の姿む、葬 lA，望企争やヒ J.／＇.ナ力うぐチの可2.'-＇） ち4・軟かい

を託を〉急 l主せる。憂は一日中アフ、ラゼミやニイニイ 4どミの斉おど広宣’し〈，
」で7
) 

キニレなピの捗ナ液l二集まる汐ブ、トムシむミヤマクワ折、タι五めて， 子イ共 fご

ちが令書々と是 1)iまはクてゐるので、みる。 そこにはまたい〈フかの 3也か；、金

るの jて、 3 いのは長~40本からありr アジや司この弛の色々の遥釣が・湛えら

れてゐ，多けれども，熱－＂＜ 4 l tニ者 L、水玖に iよヒキカ、、ヘノレのオタマジヤクシの美

亭 な 行f!Jの群泳、ヵペ毎年の呑の楽レみ乞興へてく科ゐ ι，，j、主ぃ池i主忌 1ご

L重J圭i米たらすV立のものまでゐクて， やは i).'5也毎 1 ：.：..乏々の~）宣：'.f}ij が·..r，互えられ，

水 1晶；在くをイトトンボηJ弱々レ〈発ん 1ごI) ヲ｜く~かーら時蜂の幼i：：がから 7J-

らと 11子ゴよクtニヅしてゐる。 4とのような多くの7j＜..，面｜止大ていアメンボ類の

f舌動昇告であっと。若手のはじめのま1ょうすら寒いよ員に IJ:.あ ち ら かj、比二

20:，二ちらの犬－＇ ti:'. .／） 苦象l二i匹といづた具合、にイ萱かのま支ヵ〈 そ j’Lもjま

んの「告~少のす也 lニピIf見Jクカ、ゐにす2ι いけれども，段々と説くだるに

づ）＇l.1 怒るレく之の拡乞増して y レまか lこは 1J、ゎ、7］く玩の中にまで進出

してくるものさへ成はれるのであるー点、のイ土辛から i 、~＂ l;f', .reれは童数j

I~会A本としてのアメyホ♂の教の措減，は ！）a「とか、して知 l） たかク fこし， ZとすL

1二印レをづけた til司イ本の行才乞見るためからいクても， そのような 7色々も？jえ

溜 1）を在、く調べ‘ゐ伊暑があったけれどもノ長際問題ヒレてモ九士一人一C‘

短詩閣の聞にやづ〈の itゐめは碍んど不可能な乙ヒて：・ゐρ1二。特l二..＇｝..：－ I亡

事lt"tニ犬池 fζ どになると，岸i互の友♂Lのキl二ゐる数1正ど IJ:－寸や吃クヒ

でl土到底判ら江いレ，ま fニ？也の暴キ 1二ゐるものでむ，今度 l玄離れ fニ洋から
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長この拡会設孟／.；＿ i J .! I. l土、ん心な； b ため！こ，え f.lE,i·・5・ ~·hJrLょと 1;-_f.［.，，＿い

クf'ニグ） ・・c・ある d 4とhで戸、l:i:，姐J均遺｜全，体乞摘父ゐとい兵、ニと Li諦めて，

1二か 4圏内中央部の十数個のさ芦！令、に：J、ご〈観察し易い？也記・lナを還が；

ζ 

＆乙

ゐ中のものた、けは朗重ひだー〈調ベ：与二と（三しと－~量．満足レ K if4'l iどなら

モ札らの十数4固め~~み月号夕、ム置や犬~ ~ i土葬i図に示す通i)

之のキの Bム~ B6, "Be，’8瓦， Be.Bf, Cq,: Cb, Cしの9協

は聞ですぐ学jるよう lζ 一回ど広フー乙 Ij 、さいをI色 lニク C~ ：H ，長 l二 Aa,

1｛.かった，

・..：：‘ゐク司こ，

Abがほ求ば、かリ面倒に従れて引の一回ヒ f正りp 反封劇にえき t.r.H対 が

~ -5l 1:."it ;3会］：，， してみるa タ組の？也のあるを陸地の東1ii,1J,Cq., Cc~也 :J） 長撃は

6. s-本 lどかリの段に広ク〈ゐて， 乏の一手良品ぃ乎i~－曲がけ 3也志ぐフづ．ぃマ：

をl），之」乃 ψ胡に英

Abの21薗lま三〆ユ亡1.本立のψl二Jr:,1) •. 国て・見るとずく7・J，ヒ1~H のえ池に接して

ゐるよう fゴ 1ナ；;i·l,. ども J 実硲 lまえ；也の縁 l乙 l土 Jと~ ぃヨシ’の氏、みbぐみクて．

2個の法との闘をへがてる姪に広 JフてゐIこ. 1正lま図〈：‘新線己主.！手記勺レ Fこ叫

~1・8、 1ま全部喬イにの永立民主 fニ／j: ；.草本の茂みでめる e

会て，ょ牝らの3患の内部の封足感には，や 1:tリどこかとれ三・品名がワfニ前

乏れらの重ーかがアメシポの集ま 1）：才ゃ，棲息麗皮に関係すゐ可書む住

やψ ＇A費維にわたる lj:fL.- と叩，以てF•二ゐ、いてー麿‘池毎OJ 点能、

h＂＼あ 1)! 

もdf）：るの亡、，

ろま己litT ；＿，，て章句、ヶ．

Aa. ~＇.tk，及びれ 3也（第2 図）
有4

雨池とも 1まい向レ・・大5どの円ー池の5をで、める（直企Aa.J也 ／，g）ピ， Ab池・

/. 6 氷）~ 7宗主は両本ヒも之o耀Jヲ豆 30雄・であク〈，水位 iまあ〈，岸 l止ゆる

やかな4頃宗十を以〈水面 1：：.接レてゐゐィ；岸 1ニl土｝部か雑草がー生えそみる附

もみるが， ..k...1本水！事 1土土が擦のまま出くゐる． ニめよるにI干のイ頗併や草
／ー・、．． 

b生え才乞問題にするのは..アメエ／ポ刀、池か’七外へ也る場る＼伝考へてのこ

とで、あタて， ;;iJく‘僚，の J傾斜nぐ』少々ししかも－11~~基物心ぐ広 it.f·/, iにはがよる iこ

吃よ， める以は水面乞説づて ・r_Aよfr... ：と岸のよへ詫びヱるにぜよ s 割合1二系白
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Ab~止（左〉

第 2 

Aa；也（右）

図

ーデー

来と？色かう外＿，；とる〆二とが出不ゐの

で・ゐゐ ぷ il.）草i互に草が生 ('.;l茂づ

て ゐゐ場らi土，その下陸がアメシホ‘

のイ本;t,ι場 Pif1二与るとい点、点でヅJ
》ヲ
／ 

メy,jくみまf古に関イ系かまじてくる

このニ？の池.（，l)tf', ACl池 に は 3

月から4月のよ匂にかけてごマコモの

結斐が数本池の底に見らずl~ 4月中

旬に江クて方、ら l人 ょの羊の若い草

が、多数芽生，之〈三 fニitιピb,4月

1b日に之 nl本全部薗丁 l二よクてイ友.＂： flえられてレまクた。縫物園管理ょ if

A、ニの着の作業！ま，われ如,f7_,観察：者にどヲてかヘヮて，都会のいいニともあ札

Ii:', 一面また甚だ・具，舎の芝、ぃ結果になる二ともあゐのでゐるが，今の場ふ

l本とり 7ニヰL七予若レい影響をうけたといλ、程の二ともなさモうてめづfニ。 Ab

？との方Ii，池の中央にマコモの主力ごはじめカ、ら？宰山窓生し，オく晶といクて

！止セPつ局面にノ襲くむ広い帽で、壊悦l二タえされてゐゐ t－：：.＇＇け で あ ヲ た 民 生 の

環販の水面にとへ，同じ草の!i_が j正.＞？ Iまい？とかf.；：＿ リ多く頭をァ三由レてゐて，

アメンポヵJ自由 1二二骨ilレょうとーす払l土＼すぐめちこちの茎lニぶ、づづかるヒ

いった宥様にアメンボの：主活i二とク・（ Iiあまリ都，合のよ 3そう広 ti.大況では

7玉かっ Fニ，
〆

Ba ~·也（事3 図）

-..：.の池はやや樺形にi主ぃ形をしてゐて， 吃の底辺の長さ｝手釣 6求であ

る、‘水面 1主地柔から拘之♂糎低（ , 7）えl京、ほかZζI）急減併iこなクてゐる品 特

に Ca 沈ヒの境 1二たク℃ぬゐキィ7）部令 1U改新 tr-•§f. く， F忌んど室長 iこ追い位

てl）ゐ。岸l2~＇.，~，－ 1！員件。，〉音［＼ か！二 l士一帯1ニネ本什や十字1l 枠ヵ雑草がよく jま

J~ 前・こどづて！士。、なリ水面に，丸、｜まひかぶ、δ づくゐ 7ニ，J ；色 ρ 中 l土，_, ' -" 
- - 一角 川τJワ， ,, . ~ ，、．

s-;'l ＇二／工ゐ主て‘！ま捉プド植物む頭を J反主出ご 1正かク jこのて〉 ? J、シオ：の3古
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Ba也（左）」之が Cα；也（定，）

，第 3 図

動、lと針するl,f~長物 lま何ら広ウ、づ fこ

みでわるが，ぞのイ~Iノアメシボ‘ ，tfi一体

みするー場令のよりかかりに f正るもの

、む3也の中には木，：＿克クからない芽で

ゐτコた。江｜孟，この：也では， 3月の浮与 r

l) t質1て手薬類が多数繁廷レく水面 jま

縁色乞呈レてゐfこが， 4月に λ フ℃力、

らはモれが可先してレまク fこ。

Bぷ也J之ぴβc＞也

Ba.地方、ら南視Iい二 Eb,Be。≫1寄与
に江らんで‘ゐる井i二円形の沈であゐ。 4且レEb池の才ヵぐ少Lλ3い（ Bb 

池 ιの蓋迂 2.3オt, Be~色直J圭 I. b米＼両方共池 （｝＇） 中央にマコ毛かど皇室レ

てゐる点、 lまAb池と同じぐめクて，オ三面はやはリゴ零封大lニ4この局面lこ換さ

品てゐる fニいけであゐ。水際 i::_I止長主草がよく生ひ茂平てみ fこっ

Bdづ也及z，へ“Be~色（第4図〉

J縦 2水，横 ／.S'オえのセメ y トぐづくられた矩形の~乞であヴ吋f，内部の

屋面lま垂直に広づてみる n 両万とも 7コ乏が、多少、極えられ水面 1二lまウ

キクサがかえリ涼んでゐ f二番

t.・ ~ Bd＞色川地下を.＠..ゐ管l乙〆「クて ciii ~也ヒ連絡レてみて p 与とれ定通じ‘て

水が岳ポ！こ減給コ払るようにたク〈ゐるが・ Be池ぬか正之のよう 1五持、治

F各がづ lt0 tz〆てゐ ！~ いためp 時々 Bd 池より水を汲んで、 It 芸書ろによる

水Jえの 46－下を防いてみた。水4立 lま；＇t!:.の壁の上端トら；~ij ；.~く－, Ed ;'i!:.の;t.

てい約 15組下方 tこよう 1J, Be 沈み才 l土~のよ端近くまで絶えす；ョドを 3長ゐよ

ラにしてゐfニ，九fぷ！孟令ゑくいのべ、に池の池てι，イえの捕、車合lま地下を通る

管によクて jく池 ＇＼b Cα 泣から自然： Iニ行Jよれるようになクぺこゐ 1このてあ

7 

’＂；） . 

B1池j



73dS1也（;i;) Be；也（左） 手前iま

Cb.池

-11ー

Be－；也の隣！） I二地I盃を2忌ってづ〈

られた矩形のゴ也て‘あクて大きさlt. 

縦3米，横ん 6~丈 I'>!oJ .とニろがこの

池lま，水面の式部会Iニフサ毛カCゴク

v •f と需をヮてψ て，‘アえシポの活動

にl毒事を興へてゐる It:＇かI）か，私．

4 が観察するに営ヲても，弓れが邪

発に’なクて数の教へ才が不正、確に

なるめてい，乙の池から.q~t：；賞新li..1土唱

苧の結果！こは用がなし、ニヒに ιIこ．

第 4 困ー Cα3色， Cb~也及が、Cc

地（茅s.6国 ） ’

Ca. f也J Cb f也と名前iま刻 1こヲ！？にげれど、も，実I土二のニヲ l土重役レて

ゐてーヲの地と見てもよいのであゐ レかレ Ca.をCbをくらべると， Ca.の

才ll幅むずヲヒ慶・く（第 1m参照〉，添δも火争涼く広クてゐて，久余

誠氏態がちがぷ、のくら境こ：そなし、がー庭；仰の池とレ七耳五扱ふことにした

Cα3也の才It.観察英月間中定通じて．水面から従5出＇＝－？，浮ム fよりレて

みる雄物はほんの僅かレかえらおなかクたが、 Cb池の才でlま細長い池

の，咋経の所4こ蓬の結茎ゃ枯葉が』誌にかなリ横ιlまり， 7禁どが‘f失レため

ぐよ～ 10耀入 生れらの＿：~＼~！ま水面にまでi レて ~1ニ＇ ；字の紙悲特

i 二 7~1<.1事ゐ柑斜や，浮か少水面主て、の 3手、 c，草のレけいリオなどはート弓乙で細
かiこ鋭胡するよリも，むじろ落莫ぐ見て I員δたいぬ大体力、らいヮて，

Cb i止の才がta池ょ υーも洋むゆる d，々の高とむイ乱〈，あ、まけに羊も僅

車、レか生え〈ゐ 'Ii-く田て，アメンポがタトヘ出るのには異争力ぐよ3モう‘ ／，））正

式てあづ Fニ。 Cc池 J対’富.so糎ばrリのう 1;.i-e:.・:cbi止と境主＃℃ゐる t~＇,,. 
けであるが；水必 lまCbF也ょ＇J:む ！Y、レイふ〈，池の両端の部分、に p Cαj也及

vrCb:J也がらそれぞ品細い坑れぐシメタ〈，水が流れJデ邑て主〈ゐゐ・，
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来岸 IiCα池の宋岸から続い〈ゐゐs-o＊霊l土かリの高コの石，廷で，

から所々、草が水面 l こ fこれ下 1） ，ょj手 i二南端の部分、 iま， I卜さい港本が紘＇（.A か，）~＇－？
クて靖 t.＇－官会全フ〈クくゐた。

H ~'t:乞〈葬 7 国 α ，ム）

手l自で‘見るとほリ，設少量rtl革河ろをしてぬて，」三平圭が約 16本ゐゐ ι 池の

南＇＇~＇）れ末、々11 の.）通戸、 I ;t ' 

土のままヰ！こJ毒してゐる 3

との朗

図rJ 
生市川

年近／.；くる犯で三つ、、力、 ~1. てゐゐが，，他の部ノかは

ーしかレ殺の部分：の水捺にはか広り維羊が茂づて

~単語韓三盟且詰

トj$也（ 1事岸よ I)) 

第マ b図
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ゐFご. f'j近い水面，オ与1ニ南側の水面 i二iまかliI）街道物の技.）キが浮んで・み

よ本Lらは前年の憂しげ・クてみた耗水植物の;f,ゑりであクて，二の観察

を行クてゐる 3月4月lニは，これらの撞物はま ti'f包んと“新らレい差セ7

t:-.. 

7｝三面；上にはのは‘レてみ広かったのである

永面生活考ネ土令百
且

コて，観察局所の禄手も一通り判ヲ 7こーから．二れからいよいよ本選 1こ

入るこヒに 1手るま撃てゐるが，そめ前にふれらの池の水面に生活レてゐゐ

動物全体にクいて，一通りの生局主をレく会；~Iこい。生れ l土生活主簡を同

じくしてゐゐ点、からいって， 4可等IJ'17）岳亡、アメシボ頼。』生3主1二 関 稔i::.. 

持クてゐるのであら主人またア〆ンホいといヲても i護毒事、だけで、It広、

会れぞ件の種類が・3也の水面！主活者の中で‘どのような位置五占

めてゐるか乞見てあ、〈のは， 4妻息密度の問題を合めfニ志味での生活の

理併にとフて．差嘗り暗雲H玉乙とと足、i主札るからであるJ えも二の問題

にあ孟 I）汚子、入りするのは，本えの主義からえ令かけ離れゐ己ヒにもなる

レ，まfニ私自身I二む生れだけ光か広資紛の持ちふぜが"t；.いのて、〉乙二で

は極く概括自守lニ述ぺるだけで・許3れたいと思公、‘ 骨

太4本水面止活者といふものは禄めてlf.寺珠江存在とも考へら料る。

は・空車L乞 ザ 吸Lてゐゐ・lj九ピむ地よ生活者〈‘Ii江νん

もちきそん水中生活，者のJ中間て‘むない． をを4をぶ・能jJl正具へてゐても去や

生、活者i三入九るき事lこも行方、江いレ，曇するに水面生活者 1志水面生活者

といシ特F朱生、后者であるとしてお、力、江ければuら広いで‘あろう． どニ

ろがよの特殊生活者l止，一面すべtてのを胡 lオの行動相主義を横長で3る

どいふ点でもま7ニ特珠芯ので必る。，j困令のJ重類 j二づいては多少の例外も 6－， る

半面生活者の行動立話予は草 ι水面 1三止主らず．ーをを免.. ~.：·.：：.ヒも

者とれ

k:うカ、といクヲ’ー

いかιフ，

・11.uど‘も，

で主才Lii", 

~二から出港レぞ

陸の上 tこ1iひ上ゐことむ，c・3，長l:.7kのす？！こもぐ・るむのミヘか fふ

主乞オtlまいは｜よ，本揚を水晶にち3ががら，lj見出主主1ゐゐ
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7｝：，.陸空の三界－ Iニ主 f二かお生活乏して h，る中間的存在ともピヘゐのである。

と二ろで系統的iこfilA'-l凡水面生活J者Jーιれ、って毛主；f昆 虫 頻 でJ坊が・

lまはじめからド画生活者ては ／［.い．モオLtま障の上の生活者亡hクたも

のが・水のよ 1：.＂進出レ， "1との生活！こi童在、す£形態、主ヒヲたものだとい itnてゐ

どしてみーやと波等か五存地ょやまわ午れ宇aの繍，領~~Ifh Ifてゐる

どいんのも，之れは進出ぞ‘l以く三；むしi;産主庄？舌nキバア名借り生ますよそ

一， 

の生活lニ止めてゐるものど見－~~ ~が・で主る J とらに一歩ク主進んだ、もの
叱夕方収やミス..IJマキリ；めるかはケ、戸、‘ロウめように幼虫のみ広らず成

主ゑでも；1~面育、ら中へもぐ・ 1） こんで・レムク fム しかし7ド画生活者たちは水面ー

といシ持蒜空同 lニ止まク〈，陸ょのま物からは脅やかされゐニと少f正 し 水

中め生存主主乎l二6めま

蹄をヂ』j用，し〈ゐる占Dで・Jt.Jる目．しかレ水面とし、ふものが： {; ~むヒタドとを抗との

簡の界面的存在にすゲず，宅 ~t 台 4本としては， dく十ゃ佳ょのよう l！ 独立，陸

のゐゐ内主主をおたfぶい以上， 7lく面生活者ヒいクてむを喝の生活のめらゆる

管みを，水面t::.''lt-c・ Jま・はじめから終リまぐ継続するこヒが‘で、~ 1.ぶレのむ

また営ポでめフセ，二平 lこ水晶ま活者が・一面1垂よとめ縁乞にちきれずi
また一面水中への進〆全試みるーフの理由が・あらる CI宮、1まれる，この志

味iこお・いて，水面生活者のもク特殊，性九 3さにνフたようと陸上生活岩崎

1) ヒヒへ官邸bom,H.τ11.ehabits of insects as a factor 1"rz clC?.S.S占

1f ica..tlon Ann. Ent. Soc'_ Amer/c~λ. Vol. 1, 1908, Pf‘ワo-8¥.

Ward. H.B. & 0 .. ch. Whipple. Fresトwafi.色γBio/07y.トVew>Iも1k.t引き．

pp. 8ク6-880.ー

高橋長一． ァメンポLー頻の観察A水捧卒担額の水中生活の起将、．動物学雑誌。事

32Jt.米正9年.!Ci～20夏， 等参照．ダ

2）ー五む二の4中闘にl土，ミスヌマシのよ予に幼虫崎北ft7J<.中生活を送るものもえられゐ n

8）ー」ミ乙でい点、陸上：主治意ヒは，車 j二地よ生活者のみ広らす：ー豊中生活倉乞も令めた志

味のものである．
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凶作中 J主治ゴ告との閣の中’間的存点ヒしてゐ特体性ぐあ lんあるがは局者

の生活の触れふム、前ι：主活する界面的存在よレての特妹’ド主ぐあるとも

い＿，，るく”ゐtフラ。

心のような特殊的指在である水面生活者が，持l乙水面全主要 Jf_生活

空間とん泊動時閣の多く念らこに費やレ〈ゐるといJ、の Ii，い4、までも

な人 水面が綾等にとク〈の金物4重得の場所ぐあ I人まfニ3と尾や戸J号与

によアて i土石との会閉会問の4本養の場所とレ叱その：主：呑に見E接』こ再告1f

L、てゐるカ、ら lニ外広！，（ らKL、o し唱、レ令物4重4早U 、q f二前〈よ．車7正ゐ界面

的存在 lこす3、、広 L、 7ド面は．高と~＇！，白4本ヒレ〈｝主峰ょや水中 1こ針比δ れるよ

ラr；..生産性t持ク〈ゐないから，水面生活者の合物と f正ゐものも自ら水中

！こも〈．‘ク乞Jピめるので、江 ItオLlま‘

l：：眼定占 ;f'I,< ＜る。之才Liま多＜ 7fく面 1こ落下レプこ陸捧昆主類で‘あゐ o まf二

時としては戸比すゐた－－~に浮きょフた水樟昆主要員である。説者 l士制ヒレ

て，前者の $＜、lま隆雄動物にとクて獲得図鑑r；.令物であクて，水I量生活

者 lまイ色の利用し f正ぃオく面といよ、宣言閉め利用者ぐめるとともに，まに kオL

に附属したこれらf~-2 札た食物の利用者て．、もみる言撃でめゐ。といふより

Ii-むレろ乏のよう江利用されない’斉3手、Fあづたれば二号ヒ，オく1量生す古老 l止

水面1二進出レたものと考へゐ二とができょう。しがむニオもらの資源といヰ、

，みが，令のベたように多4品企縛1エど冶小動物であること l土y 水面生活

者としての資格をも十ものはp ただ．肉食動物fゴITぐみゐヒいふ結呆モヒ舎

招いてさてみるのである こ二のふと Ii.A：也の空閣の庄活右 l乙封レて，水面

i) ！＜；／εy1Hヒ主主アメ yポの－.i'童Cre.rr/sγem与ゐ古仁、本岳を3えれゐ11、弟の

耕 t二口恥入札仁，えの殺を副主してゐはい主続事乞行？手ゐオレ在、

レこれはも、レゐイ列外的広場合J二議するぐあら :7• 

蓄食 R.i/ey, C. F:;;od C!f a..7u.αtic H乏mipt色γa. Sc/ence, XLVIII‘ 

内.5ヰs-s斗ヲ. !918'‘ 
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生活者そ全みとレ Tこ特段ゲIfる．考レ L、特色てJ 舟ると考へる．、 ーフ.＇／） ~~乙

の水面生活者全体を， 、一般の用語に従ヮて一つの群来 （Com1rzun lty) 

~れは陸上や水中の群豪のように，地 I'.:.
・と呼

イま存・f-,f;,.二との少 7よい，機能的｜二もまとま ＇）のある独主世をもク 7ニ群豪

ていは五くて，イ也の岩手家力、らの九、二 lまれのよに点立 Lてゐる。
Fヨv

レl止s奇

，食者約群家て‘あるともいへる。忍半家の空閥的ィ立置からいヴても， モサLj土

7ドヰ7乞も合めた池会ィ本の群索中の， 最ょノ晋6ろ安閥位置を占めるものとも

見4故三 j’Lるんまたー陸地め才から見t'll土〉下普の地：長生活乞送ゐ小動物の

j土舎のP 車f正ゐが乎的／工延長として，吃のヒト l三一緒に合まぜゐ二ヒもでふ

る 己与にわ水面生活巷の界面的存在ヒレての性格が示されてみゐのであ

ゐぬ要すゐに水面！主；古希社会1ま，一つの若手雰とての構造iまわクてゐゐど

しても a 之J1,I土全体社会1）としての群察ではなし之のキのークぬ非公噌 λ

ヒしてム法成共同体ぐあゐ命令岳民 lニ綻へはy 乙れ lトヲの同必読告示士会~）
とof，ぶニと刀〈で3るの

とニろで P 私の観察したニの向位緩令，社会jまどのような葎頻刀動物

'ti＇らi払I}}2_づくゐ f二か。 司との主こなものはアメンーボ絹・（Gerr/dαε spp.), 

ペ、7メツk：〔Hγdromモ乙・tra.. αIboん九eαfα .Scor:r），オホミズ・スマシ

!) 三＇・tili錦司．生物の世界．弘之堂‘耳召ポd I 6年， 142員。

2） 令晶氏によ J'f.,/j,、j生存のために同じ、要点乞もづ同じ生活形の矛重類同士 Jま，

相針立することによづく 同じナ色I乳内では生活てきす：地j乱的に荏みふ

けを行止。これら棲み分けを1f.：）、返同士官， 4とのJ墓みふけεJトして相互補

ノ定的 lニー？の同イ立j土会をクくづ℃ゐる。ークの地威に l土＇ d;と札4どれちが、ク

た同位社会｝二議する迫力どよ ＇）隼まクて品会生つくる．二れか同位及夏合点土

会てある，， たた‘、レ頻縁ゎ非常l二重＜ ' ！主活形も甚だ異7よづfニ謹耕同士（ 7ニ

とへl士V南乳類と昆宝類、） ）ま，同じ地誌の中ても， ちが．クfニネ上金子ノ香どレてのp 刻々の

同位複合，社会乞弟作る。こ：..'.7>}/'?, ・cークの同イU友会系士会I；やは 1）ーヮの生活形共

同体である〈今必錦司．：主紛の世界，ク6～／守Lo真入

／ 
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( !1i!I主主主L:;_Q!_i__e:_n J虫色んfot>EE.R.）ぐ，JJ)Jb.！） アメン付買 iニiJ4瑳頴
♀） 

カピ~i?A·’t fニ。すな／;ts,+2.アメンがfd f_fd0J2~<.!5. ／？＿~全自立1 用 β尺le-

IuS），ヒメアメンボぐG竺！＿｛§＿ ~笠笠tr~ Lr.NNE ¥ 立宝生~ sp，及

τ，U『送！こ拍・へるよとがで.！＜ fよかったにめに，碍事三とはいへj玄いけれどもJ

恐ら〈オホアメンボCArぷ負担必至19.!!j誕百 UHLE尺） Iニちががない

と足、l玄れる i葎である。ニれらすべ？くの動物を通じ‘〈， 一番A田本軟か多

かクにのはヒメアメ yボ〉イトアメ Yポ｝ナミアメシぶであクて， 持tニヒメ

アメンボ：＿・1まとぴぬけてイ是非て〉？あ 1），前に最盛期に l主少レノ藁ぃ水面たらいfニ

る舶に姿ーをみらはすといクたの七主にこの虚類でゐ~fニ．オ本ミズ、スマ

シ！まト｛池ゃ Cα池 f工どの少レ大δな池l二少数棋んてみたt－：：.＇けでゐリ，

_<k:立i三sp・.むなん，7>,f差かヒメアメシぷ I二洗クて滋七してゐ fこにすさ流か

った。オホアメシ本、にいたフては2 H－；也や4ヒの池の犬池ぐ時折1麺か2

長貫之の雄え広滑走ふ、リ宏九ゐに ~－－.） にのでゐる J

）クめま』幼同位混合示士会乞措万えする謹の存在様式lまp 同イ立祉をの中て・‘

見ら九ゐよタ 1r内容釣！とイ田容れない涯同士の明確な棒みふ1r約なもすと

ちがク丸むレろ空間的1とは相互混在めが存1正念示すものであると今晶氏

』二よづて考へられてゐる。：g）弓Etilま同イ立高差令社会気持に動物の同位液会主

I〕

2) 

Jiti:.二のほハ走蛇口抹の J 檀が池jごすみ，時折水面をご馳ばまた7｝.こ中l二

むぐクてゐ 7二/;J,. .，これはむレ i？ 汀の勧i¥v ヒ誌、めら士もるのぐ，－~室、水面生浩一

造のイ中聞から除外して j;＇く

標準和名 lまアメンホ；（紅白可峰三 .8不足轟図鑑．昭和ワ主人 1648逗）で・

あるが・，一舷アメンポ類とのf昆向そ主主 itゐため，心ニて’ l主特にナミア〆ン

ぶヒο子伊古

こニ lニl司；言の労乞とら J'i1ニ同十辱主の仰ノ手怠にA季く仰樟，乞申」ニ lプゐ之た号t 

】c,y,.る

3） 今延jiヰ司 a 生物のせ界句 J2之～ i24夏司

、． 
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会の成立が，令，いものと会はれるものとの央存 f二出発してゐゐ とl、

ヰ、考ヘかう来4;;I y!;' ft-：釣の峠結色もあづ 7二件ヒムろで‘ーヮゐう也あやめ水面

生活者たちの生活湯舟托実際l二見てみるとJ ~·也全体としては花かに 3昆
在負むなものといへる力、むし ，flti-いけ札ども，ぞの生活全曇兵frのを閉めある

かは此成約朗イゑ1t,1;i、ずしむ東和予ω昆在とl土いへ江いものがゐク fニ。

先フ凋体紋の多い檀頬だけにクい〈いへ｝民イトアメ y;f（類の活動場所

l主主として池の洋に接した7ドiJijI こ ~f}_ られてゐる．持lニ H－；：也南j孝の厄囲

ひのすくノI~の水面 lこ，ニの一寸みるとナナプシの子イ去のようにむ忠、 jまれ

る知．長い誠現／手者妙、江小動物が群乞広レくよ｛，よち歩さま i:J:クてゐるのを

見る二とが℃占る命生れ1.tF杢のよ乞歩〈のとちっとむ変ら！,f い歩~ ~－c, 

ーイ本この嘉！二 l土ァドも睦む匡引が広いのかと少レ変広乳がする程であゐ‘

イトアメシ’ボの群 iニフク、.t、てヒメアメンボゐ主主回が見られ戸。この集団

',;:, ~舌動空間！主，イトアメンポ．のを胡上リも大余地のす；）才にま〈：、はり出し

てきこワ，イトアメンポゐ利用し fよい f也j或を利用レてゐるまえであゐが， tこfど

卑迅のオて‘ lま，〆ずレもイトアメン本、とほっ~ l）と境εナク乙ゐるたい丘、の

では広く イトア叫ン，ドの集団の中にヒメアメンポlまいくらで、もイit_ヘして

ゐる ρ 維ク〈ニふ点 f三けからいへは：イトアメンポ‘の活動空間 i土ヒメアメン

ボの空闘の一部i二、包若手主れてゐゐと見イ故レでむよいイ主ぐある。レかレキの

僅か広凹みや単の成、クた悲 L、水面になると，もラ ξ ニ！止イトアメンポ、の枇

リ舞信ぐ‘あクて，ヒメアメシ，1{・ Iまもぐ、リ二むうとすれば、もぐ、りこLめ広いこ

とはr；い主足、 1之：riゐ 0 Iこ，よ I｝自由広告ぃ密閉さt:jζめく二乙 i三lよ娼んど

立ち入与を占こはレないのである このような空間利用の仕才の相違はゆ主
.~.ノ

として二のニクの手重奏，体の大 .：：：~ と，運動』性のえ3 さのちがひ！二説明乞

オとめる二ヒ方ぐで、さるであらラ。繊弱広重動，性の位ぃイ卜予メシ＊‘j主投 lリト

~＼，、空間でむ充合利用信雄乞え；土；す乃！二封して，イ是オit乙滑走者τどあるヒ〆

r) 令画錦司．生物の世界。 13つ～＇／ 31頁。
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アメンボ、はも？と虞々とした空間生垂水す＆。レかレモオ17ど、けではまど瓦トア

メシボの群がイ可故池め中央までた挙レて踏み入れないのかといふ点、の説明

にはたら／正い．之札に針レては，イト戸メシボが本来物F会が追い岸辺乞好

むとし、ふ屈しにむ考へらねるいまた岸乞少し差〈舵れゐとヒメアメ Yポ、の

最も盛ん江活動空間に入 I）ニむことになリ p 安んじι令物生求めるミヒ、

もぐきないの fごとも、右へられよう 実擦の所p ヒメアメンボはイトアメシボ、

の詳の中 f二伎若黒人に滑走レて 3て，之の群生撹乱する心とがで主る IT礼

ども．逆 l二イトアメンポ、の才 lまヒメア〆.Y;t( I三針レ〈兇んど＼何等の都響む

作興へるニとがでさ与いよ去に見えゐの℃、ある。所が．二れと同じ問ィ号、が〉ま

.t乙ヒメナ〆シ＊＇とナミア〆シポとの聞にむ瓦られる‘ヒメアメシ iポ lま主主

にいづた1i1）， かf五リ岸から寄生れた併に去で：活動争責J乳乞d者Ifてはゐるが，

モオtIf大イ本2米以内の荘／主で、あクて，ぞれからさ主 Ii,！まんの僅かの個14ι

が見亭々？骨リ出ゐイ立のものである。従クてトI~泡や，ぞれ以上えさな 3也℃、は， J

中央告~ l二高九な主聞が滅される択であるが，二ょにナミアメシ；tく、の群が

悠々と j持亡する。もちろんナミちメ yボ、 v.~ 岸追いヒメの詳ゃに突進レて

〈ることは~々あり，ま fニ鴻併によヲてはヒメの鮮の中ぐ続けて活動レて

ゐるゐのむ見られるか；p 一般的lこ云ク〈，乙め 2撞の間qを周分亭J};t＇ヒメ針

イトの場会よソもノ重なりふがρ程皮がジ、fi.＜，ゐ少レ胡瞭！こ:Itlまれてゐる。

ミ，；／＇／，.1まヒ主がナミ£＇）縄滅に入~ふと乞オトニ若レ〈道けるためと L、ふよりはp

むしるj金者の行動1：..封する前右集団のJ民生えが〉ヒメ針イトの場会よりも，

ず？と点〈きいためにノ起るむのと忠 lまれる。たとへ If＇~中央にコトミが‘jt; ん

どゐ Jt.l＇場令てご、しヒメの集団はやは I)t也の周辺部！こだ、it止ゑク・てゐるし，

ふた逆 l二ヒメの集団の存在しない所℃、 l止，ナミはもっと岸追え注で〉存も頓

抵を広 t（てゐる傾向がラかがはれる。史 I二姻イ本の ~t動を見てゐ〈も，ニの

之謹 1メ＇ 3~・クク力、ると，大乏、さ曹、く．、先フ’‘逃 If‘1~·すのは，もちろ～体重の点て3

4トの］イ立 I） レか 7J いヒメの方ぞあるが；｝デミのイ~＇J てもやは 1） かなリの影響乞

() ナミアメンポの体重凡七唯S-Omj，碓 30勾！て針して， U アメシボは峰 JS.～fグ

、 府 ？， l主主／’C～12 m;r ＜：・ある．ー
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うはわ方向乞かへゐことが、多いのである。

水面会事1!1::. :__ 1主買£、むのとレて l土，受 i二オ，;f，アメンボ、と忠、l玄札る｝通が、

を場ずる， ニの謹頬 It,!{if I二むのべ、 1;:1:量i)JI手折大池 i二l～2頭出現するだけ

ぞあヲて，梧物薗内め水面生す吉，者社会て、lま免ク．、えして重要な存荘ては広ド

ヒいへ．ゐけれども，一友これが－乳l主れ－ヒ，洗石堂々たるモの套l主， 7ニヒ

v. 1頭でむ .？.＞ Tニ1）の群eトアメシ;t＇、乞 7王、すゐば、がけぐある。え体久3也のナ

ミアメ Yボ、！こしにが了-C:',！者b、空間を占宥しがカじらも，之の集令版態 l主ヒメ

アメシボ‘tこくらメ・て lまゐかに珠らでth＇.）＇ また個体数もすbと少I互いのが普

通℃あ呑が，吃れ．℃も之の群め少、レ丈予なの乞見ゐ k，きたがら之の詑全砕乞

支配する主人公とーいづ fニ感じ‘かくする p と二ろおど才 iホアメシポ！こ i~ ゐ！：：： , 内池

程度の大ささの地では， i頭ゐるだけでも大レてノ藁すぎιヒlま忠iまれた t'

4主であヲイL，もし3頭 か 斗 諌 ゐ れlピ，見f二百忌にも去、レ議忌｝;f..蕗じーがすゐ一

、にちか、.U'rζいのであゐ。二の檀頻か’.H池にJ}tはれた見守i会y 大 -c(t jナミア

メ Yホ。が、すで、にかなリ多く？持込レてゐゐa宇ぞめづてタ台然オホアメ :Y,iては

3也の守夫ぐナミの忍ヰヒ混じゐ婚に t五？てみに． νかレモ札もを問主配ヒ

レぷ、在晃点からえれlま：丁度ヒメアメンボ、がイトアメ yボ‘生白余の支配する生’

活を閉め中に包容りまたナミがヒメを包容レてゐると見ら払るのヒ同じ

よ？に，オ，士、アメジJすぐlまナミアメνオぐを白少の生浩z朗i乙包容レてゐゐと見

ゐニとがて：‘さたのである。たどオホアメンポが台余だ‘llIニ弗jされた~－此

をこもっためには， H；也Iまあまリ I：：む少3すき：宇のさえ！こ二4とふの君蕗意は

ほんの｝日現al本れたどけてJ次の日に l土もう姿を消すといったように，こ

の3也て・4ζ主主主・c・主fエかったので、 iまがいかと考へられる相レかしJム！ま小3色鮮

の比例 h二院毒る大池で2頭のミのアメシポが：＜～3同暴走lナて鴻もしてみた

の乞AA中旬象主寄与レたニヒがあゐ。モ Lにはナミアメシポの司土木な鮮が

ーせ自！こ l土＊乞由主1まんは‘かり！こJ丘、が‘クてみて，者と札之Jれの伺A本h''Jl巷手1五

fi.才向に？青クてはヰ I)F 土づて Ij.まIニ才角乞カ、へ℃清ゐ風景は p 誠ーにあ

き広い美手広眺めであク fこカペーぞれぞむよ 4みるど中央告下あたり tニlま，
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相官主いた水面が系Jさ札マこねて，ぞミに ιの2頭のオ，t、アメ Yホ；‘がか／；＿＿

υω伺1桶を以って，悠揚ぜまら立し、長大江滑走より乞Jlせてみたのであるゐ

をここLて：・.ff、l七オ本アメシボ、とナミアメンポ、の閣の地滅的関掠 lムやはりナ， 
ミ針ヒメの関係ヒ本費約に同じであるニとを，ポく考べさせら札だので‘

あクfニ．

イトアメッポからオホ 7〆・シ,f.."j::ぐの種類の示ダ1Jが；池l2lti＇ら池バ部ま

でill員るたf委占的た棲み場前金ちがへてゐゐといか心と lム.］＇~ lこも一寸の，

ベブニ通 I｝ ，体のえさ~ I:: 1t動カヒに開訴レ，之のえ主なもの程えき五主

閣を雲ポーす.1,;;1）＼：：： いったんとに基いてゐるのでめら九する k:.~也が小とく
1%.北 lどなるが＇ 17r 行動β のえさ~＇， d位クて主 f二丈5広を間乞要ぷすふ謹

婦は，之の中そ満足レて生活亡さない℃めらラといJ、ニとが、営形、君へられて

bよいことに 1よる‘実酪H去せ3ぐ、のオオ二アメンdくの j帯，在付えJ巷．も吃才L乞dちゐ

程度まて

主却：令〉私め観察レた 3也そ主水面面手責2）のλ.Jti:. )II員Iこt工らイ，ふよに－ナミ； 

アメン，ボが‘3,!./-, ・. s;.月乞通L‘‘吃継続レて 3舌動レ Tニ日数乞比べ、てみると

次の呆のよラに z正ク 7二会

この表から手1jるように， Be以下の，j、己伝池 ci止p むはやっトミ 7マメ yホニ

け もちろん要求する堂閉め暑さの内容どじては，若手品する食物量の多少とい
ごち

ふ、こヒガ正、令ま九てゐる．行動点の犬，j：とい止のもp 探索乞 ・＞止要とすゐ食物

量の多少？岩佐1ニ持ひクいえゐるであら九一般的！＝見れ lま，イネの犬ぎな

もゐ程多〈の食物を婁，，｝にしP 従 Jフ亡ま 7こえ主 t.;:.1t動カヒ本ぃ地域ヒ~：雲

ヰにすふというに胡イ急か‘存在すゐと考へら作ゐ句

2) Ab. Eb, Be~·也江どのように p 池の中央 1：：：短生レた単の J境みが‘みづ

て，寸二tffJic_ I 1、ご〈レくゐる池でほ， f事場えl二F是主れた安曙のがrtt/iid委乞吊

-v1 lo>ニとにし fニ。
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池坊科 内 CctCb B~--:CZBJ- Be 

紙面瓦（m勺｜ヱこZつ2---:;2
十

十

十

十

Ab Be. 必
一
「
。

A
一2
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0.5 

＋
’
十
十
十

0.－~ 

・4』－ー

。、，
ル
V
F
d
サ
－

t
v

3 

十

十

ナ

マ：s

十

十

守

二

＋ 
十

十で

＋

十

十

f B 

2回以上

5" 8 ＞スよ， 

R以上
10 

滞

在

日

紅 やニ
十

1± 出現也す： Cc 地位の九J~ で l土，最益」期 1二2 日 1どがゲめらは九1二 1;·'

げであワて，実瞭！＝継続レて捧んど、といへるのは2t乎/j"＿水の Cα 地以よ

じ：b－；也のナミアメシホ”は，ゑて・はやは I}j 0日以よの大~－~の 3也”で‘ある．

4是！？て買足lまれてゐゐが；この 3也1土前章でのベ‘たように Ca3也と重量史心て

みて，ア舌動主簡をこちらまで自由.t：：ゐ主tt.＇、ることがで・ぎわためと足、は札るー

また Bd池 iよBe池ヒ同じえ主主の小池であるの Lこ拘1まらず；案外58以

よもすんでみたといふの l丸一二ぬづ也ではも乙メ Yト作I）め萱直の壁をもっ

しがむ水面から避’のよRまで・ 1 s-極もJ島民延あゐので...~J! 己ょ

に入りこんどナミアメンぶlま，簡車広牢獄！こ雑私、んどみと同しいえ：

ナミア

てゐ・乞，

語尾

事ヒ 1ま外に出らfl-Mいといふ苧晴があゆ1ご7こめて：－めらう．

メシ 1iぐの定伐の問題に r;;t.寧に水面のえさ主が直持関枕するは、の、リで

広し之のが面乞朗接 l二制限するヒメアメンポ集団の将i主乞考ヘが It科

F‘’ 
lま、‘怒ら 3江 L、．ニと i誌， δ~lユ4うべ、fこニと念、ら JiJf らかで‘ゐる沙＜，何札にレ 1、z 兵立

て‘｝ナミ 7〆yボ

づ 3リレてゐるe 所b壬‘，ヒメアメンボゐ才は， .J::.のゑ！こ挙げた池でIt.

！こかく何礼む 10日以上続けて姿ε克也た二とがあ』行小主広？也iよ九3

江謹類にほ焦イ雷・1直ぐむ，イ本ゃ.ff動治の，J.. ~ぃd重類 lユとクては， J包会利

用イ賞イ直乞見出3れる二とを示レてこみるので、みる。ヒヌヒイトの甥，億毛jp ：恐

と

t;.. Jj:. 

こめ点、にクい〈！ま私はま fニ‘実証

ただあま υ水面が小β〈江りすき、、ゐと

らく 4二 ff., と同じで、あるにちカぐ、乙~江い bぐ

すゐにえる安粋乞持ク吃こ ?;Jtrいe
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ヒメアシボ、む続 ！｝ てlま棒まちくなること ii砥かである‘

~·て．ニ・ i与てい｝ー度 v ，今 ;t でのべ、｛ ::: tニ水面生活者にちぬ占有地域蘭

イ悲左足員車 l二要約し℃みよう 植物画の池の水面 lま4積額め水晶生活者に

よクて捧み少けら札てみるのイトアメシホ、ゐ独占地威rt洋よ互に捧しfニ水

面，A守に岸辺の小さい阻みや羊の聞の狭小広を閣がそうでめ Iんヒメア

メンボ lまこねら狭小κ~鵡を除いた洋i互の部会，ナ之アーメシボは兎 lニ中

央部ルモレてオ本アメシポlυ也1ば部lニ『営ゐ水面仁有itiぞれの｛憂ω也成に

いてゐる！）但レこれ以対広弛の場合てあクて，非が少し，トコぃム先

グオ本アズン;f,：‘がJtむ二ともやめ，更に小3い5色ではナミアメンポ，もク

と小三江オ〈潜り l土江れ！まヒメアメユィボ乏いA、JI頂序で，それぞいjるそと乙から

姿を消してレ －＊－.：：＞＇~ 之れは結局y ムと札ど礼の葎頬め体ぷ犬 C5 ~ ，行動

治i二俺？て要求すゐ併のを聞のぷ足！こ基因すふとおめら托るのである。紛

でこの捧み余ltJま， i戸ずしも義弟に之の境界か維持ミれてゐると nタ

’－ 
t：もめて、はtt.＜，久喜い種類jま地の持＿lQ_蔀の小コい手重類の集団の中に，

いくらでも乏の活動領域乞ひるめる二とができるのであクて，ぞれはい

はlま：オくさい通頻丹生活空間2),,)＿怒F・'l、さ i、護類め生浩堂聞が包容主丸小品、

着類の空簡のギには吏！こ1）、.：！！ [ 1逗類の主聞が包容こ？れるζい－.H二重2長的なもみである

J j 尤もふれ Ii事J%-t二模式的に見fこ関婦であづて，手許によクては，乙の中

のー蔀ふが欠除レ，または甚f;:_"{f;技力にf五る二ヒが・みる。特！こ4月下旬 iこ正

るまでは，jトアメンボl付毎んと姿を見ぜヂポ章以下の観察の擦の3也の擾み

会 tti主主ヒ Lて疑リ三者特にナミアメシボヒヒメアメシ;jくわ伺℃、行はれてゐた0

2）大きい櫨頬力三池の中央部のみJ:i..らず縁辺部をもp台司会の生浩金閣の中1ニ

取入れてゐゐとい寸ことは， g皮手の多えが亭追を手足間夕刊点室、前にレてゐる乙と

からも云へる均であって，結局大さな瑳類むj岸から全然独主しては生誌

が・困難ぜあり？を札がまた小から大への援頬の汀動方位相蓮lニ従ヲてm同バ円酌

に中央；二2閣を戎－レて行〈伊国のークとャ乞認められる。
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iJ-', lかもJにさい護頻l土小さい遥識の集団地域で，多少な比も行動上ぬま色抗をうl九

五足集約lニ1.t~象者 I~ よクて活動空間の拘眼乞う 17’てゐるといぷ、併に，草fJ:

る室浪！こ止まら’t＋い社会関係ヒレて，＇｝ ~·毒み，舟 11 王見券カ4、見ら止L
ゐ＜~j l二のよう広蘭，i車lま全7）丸曲カぐヒメアメ〉ボ‘のよう 1エd、δい壇類で‘占め

ら fl.. てみる平や d、 ~L 、 3色 Iこも，主の？ド由のj襲3 カ~·太さ L、種類の 2害2幹 l三 4雪、

ず‘ゐ fニ勺、1tゐ，オ'l,t;J;.＇；，後者 lま辱々出現守ン℃I れ、志華類乞入 1）混つ℃治動する

けれど‘も，しかもその混証1ま永続主レ広いといふf突からも不主れ℃ゐI.;>,

そこレて ζのを顧問孫l士 - ＇.） み地鼠の中で、の布蹄頬の暑とパ＇，／タヵ，管と

いった，直接 lニJi相互非常j釣的叱社会暑の相蓬に基クて重複閥・係でも

7手け K/...-Iまjまに担亘・ヵ宝態的均＊，性ゐ上にえって捧み舎でけられてみゐ，

ーが他を包蓉けれ、佑の声i，位北令的勺もじ《 1ま同A主義関尽から見 1二

主：:Jb：令部帯くム；f♀ Zonε）3）的i也i玄関掠ヒむちがってゐる.~；／＇？，..は同ー

J） イifl_レムiL!i.i_ としてアメ〉ボ科同士（オホアメンボ，ナミアメこ，t，•；ヒメ fメ

ンボ）刀閥Iの闘イ手℃あづち二九t二〈らべるとヒメアメン小、．針イトアメンボ

の関婦は．必ずレも）k_者集団η 4~.tえによク士，有f,f.：者が・活動空間の制限をラけ

てゐゐとはいへないようで‘ある。

2〕今晶錦司．生物の世界＂112,14ワ更。 .~ 't r.~r註〈／ι真 2 ）.~＜..照

3・) 王初従n[s冷j，火，ハずayflies正rοmJapαnese Toγre，々ts.IX. L /fe. 
日

Forms culd Llf e. Zοneεοi /t伺YfがNyρlphs.'r. lnt均 dLイcfion.

An.n. Zoo/ ..丘主ρ.Vol.‘i 7, No. 1. ·，，タ3~， pp. 23～Jι － 

Ima.nishi, I<. /v/ayflieSfro(ll Japanese・Torrerzな， X.L./fe 

Forms a.rid LゲeZones hf /vfayfイyNymphs. IL Eco/o;lca/ 

structure _illustrated by LlfE Zei刀eArran,7ement Mem ~ 

Coll. Sci. Kyoto Imp. Lあげ， S旨ん B.Vcコ／.x灯， No.i. Iタ＇－／－／，

pp. 1～35". 
’三

今西武』世〉見解を綜令4「札iぎ；向地社会的見広間憶はEVも（：ど貰培？註・きへ）
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j土会骨！こ唇しだが‘らもl'I員次iニ重援するこ主によクてま f二縄張υ関係生生

じてみるといふ？一見矛右した蘭イ奈のよに立ク 1二社会構造乞示すもので

ゐるがp このような関保二吃，同位援令北会にはじめて見ら才t{.i.特有な

社会開絡のーヴぐは広いかと考へられるのであるー j己もJ 私 Ii同イ主語ふ社

会カf，すぺ℃ιのよラ広関係のよ lこ成立するむので、あゐと νヰ、のでは江い s

むLん十曲氏の考ヘ！）のように，草食性のものと肉食牲のものとの混在，

あゐがは同じ草食1性や肉余性ぬもので、もp 余単ゃ礎物の種類や乏の昔11

ふがちが》、ニピiこよクモ成之する共存P まに同じ合物を原~ l二レても， 4と

の耳元 I｝；ぎや活動時聞の相盆による並存，こL与いづ f二関4号、のよ：に立つ相

互詐樹立的な地球的混A形式が，同品複各社会の基本A毒遣をづくるもの

として，より一般的な形式で、あらラ益いふことは，芯ら〈間垂t>広い℃あら

う竺考へるおすこど水面生活者社会にお、いて，之のよラな基本構造形式が；モ

の’まま dちらはれマこゐ t~ い 3 もレ＜： Iiそrhように見えるどいλ、の l人今め湯令二

の社会の持掠j性が＼あまけにも援しそのま丞表面に出すき“てゐるために外

品宅生物今)fi~ (lタeZone ）的地域開，i手 ·c~ る。 Li"fe Zone iiーヮの

［司位五土会csν1wsla1を棒み令Uる遥の分布署tの意味1＝用かられてみゐ。

乙のよう芯意味の lifeZone、！止，ハ1eげlam全はじめヒし （Nerri'a尻，

c. H. Life Zones and Crop Zones or the United States. 

U. S. Dep. A.~r‘ .B ll/ I. No. ！ο. 18デ8~ PP~ Iークs)其務。η／nneL

，長ぴ‘St6r-er(Grinバell,J. &T.I. Storer. A111’mαt L,ゲein the 

't'osemite. Ca//"fοrnふ，／タ21./-) 其ィ也一指定の多くの人々によクて用

ひられてゐる L与eZoneとはp かなり内五三を異 l二レ，生物社会構盆乞分

析する乙ど 1：：：よクて，景観を主とするま色玖少けの立宣υ，酌主体と

す与よ也J?i.分、Itの主場へ移フ 7こも Jろヒ νへ之J町

i ） 今面持司噌｝物の性界。 118へ 122~言．



ーユι一
なら β：いど考ヘゐ Jってある。ヂム iまごさ lニ， 水面生活者ー社会，J乃 ＞l ；章、すべ~ ~1寺

記とレてJそfl,.ホ；、肉食者Iこげによクて構成されてゐゐ；祉会で、める点を北J高

レてあ、いfごa
しかもその構成員が沼産物とレて婁求するむのは，ナベ‘ての者乞

通じて．水面｝ニ悲‘下した昆轟類・毛乙土ヒし’tこゐゐのである，淀づて，同じ向

イ主援各社会とはいひ弘がら，モ料 lま一般の F圭よ社会の場会とちが‘ヴ〈，

樽鼠員の聞のー，梓1ニ挙If・ゐ l二足ゐ fよけの合性の相重む江しま 7二薬物の

耳元り才や，活動時間 1三ヲいてもy 少、なくとるイトアメンポ佐姶いたアメン

t：•顛の間℃ lま．娼んといちがひが見られ f工い，，：：：，eちょラな点て＼号と :ftらはむ

しる同位札会的存在に近いのであゐが〉たたい体！／）大主さや .1t動方が若・レ

くち方子ふために． そこねらの葎類、同士！まIiに生？台地位（々lche）りを.l1二

んもレ＜ Iま同じ生態的均等t性U寺‘こす： 1ftク乞また同イ主主土舎を構威する

むのヒいへ広いのである a ところで Lめよ手 t：；..水面生活者社会の特殊フ性と

いふのも，実 l本一般向，位混合社会lこくらべ・て， 4トf宇；カ、ljI主7孟オ（， 1エ汗手九で
、

歩〉ゐヒ l，一

青、の中のP J与之5重要広普F~トが．え i傘したため l之生れ， f乙特妹，性々‘める乞いλ、，

に，阜、は3主意、を排がたいのである．え除レ 7二告~~トヒいふ、のは， :s:p ち lく e.y--'

fλwustry 2)1土相奮すユる主合者神閉会蔀ぞめり，一レかも死－~れに肉食者，即

ち令性手、タjの上位指たちの中でもp 類縁的に非常1二追いアバンポイ中周t：！.＂け

が，今tt降題！こ 3れてゐる。、レてみる‘ヒンよニオi,I土｝般向イ主－援合、社会の中ぐ

は， .ニスー告Fの社会警に該営ナゐものであり y しかも二のー蔀〈あるか）j;

一つ〉の毛士会骨 Tゴけが，水面といふ、車純j五一乎面よ l二抜き出 v"( J主、かれて

みゐ防に，今，;f:でのベ‘fニ水面生活者手土会Jの持妹、’他方ぐ；ためられた訳であフ

f二q 芯らく一般向位緩令持会にあ、い〈む，そのす十の〆食J性iffljの同イ立者乞

lfλI｝出し， レか・VZとの中の類縁的！こi乏し、むのω土色成司必 fr:Jth1i＂，その聞
<f・シ

しれI!don . 19 2ワ.p.らヨE乙io与Y・ z ltc.• ’l, c. 4 l ；，...’al .,・1 
, , 

2) Elton. C.メ：Jnima/EcolοCf.Y・ p.Sグ．
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i二や l志ソアメシ；ドヌ士、見ら札にと l有じ、ょう I王室~＇主的埠み命、け－ tl;、クて’

よいて：、ゐゐうーーの虎暴力〈・誌もめら札るので・i主fιからうか。たど一般の

場ふにl土，会，性系列の下イ立者とよ持者かど浪友レ，上イ左右のヰヲで、も，頻

縁的にi丘いものと重い。のとが一緒に生3きしてゐるために，アメンポ社

会：唇’に相営すゐ」フのA脅かう実I僚に：は存在しながらむ紘iニフさ難く， d従タ

乞まに重緩的棲み少げともいへるぞの地域関係も；今志で認‘められずに

δにのでは広からうかeぷムlま以前lこーみの樹上での咳類同士の地域関係

に，こ九に近い間停を観祭した。尤ーも之十t..fまる者種世ヒ非占有重重Ik:い．

8、，手重婚によづむの群行動性の相茎から引き起されたと足、iまれる地域

崩徐ではあクたけがンそ札乏1非占有毒重の地域手1j摘が・志有種の集団抵抗

によって妨げ、られ，両者の料用地域 Ii1蓋議レなが‘らもj広lま後者の少広

い地域に前者力ご多〈集ふすt＞~ いったJ ・ークの緯みふけ的堤泰か・：起ヲて
ゐたのである＞..；；とれはあるが l式折謂社会a性昆義とレ．てかられる蟻報社会

fど・itの持殊な勢b手びであクたのが．むしれ広い，しかレたどび見排けの

上で‘ゐク白乞も...；，とれ乞水面生活者の場合ヒの，類似a肢に lまタ私 l玄大いに興味

をひかれるのである．レかも吃の類似性ヒル、点、めは，草するに同じ・地域で

同じ食物を暑ぷする，追い類縁，本自似た生活形の隼団の聞の関係とレ〈

生じた類イ以，性であヲてみれば．モオLl土草江る見詰トけに止まらず， 地域開

イ号えとレてはむしろ本質約に同じ、基礎の上に立ヲfニ頬A以性ぐ‘はないで、.・1;

セフづ ti、．

私は今まで；水面生活者の閉ーで見られる願若広棲みよ分Lt関係金まヅ耳豆

よけいて主たため，夕張・3料たオホミヅ＼スマシ広どものーニの昆轟 lこづれては会

／）森下 iと t~fl. :.iMょに於！？る~；）（越婦、類の相互関イ糸口説いて台同 cfu昆轟学

会，会報，第9巻.~事 2 号. •Jl召和 14年， 22 ～42 異母

2）森下正Jlfj，樹上！二科、l才ふクロヤマアソ乞北通 e刀蟻との関4阜、昆晶、第

15巻、 第1号.JI召和 iも正子、 1～9翼，
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伶：ふn.ないゑまで‘るに： しかレ7ト二品同位毛主合社会It，こ）'Lら乞も会んピ

ょでE足立してぬる以上， アメシホ、、類，イトアメ yボ．の閉の此成関イ李！ご封、レ

て，ニれらの見轟の生活を間！まげμ 朗イ季で占~Iま
て～Jき、fこしn、めゐ世巷がある．

オホミッーズマシの生活空間 l)lま，大4略岸並に追い，ヒダアメンポ‘の生活

堂簡ど重なクて存在するが〉広托｝蔀のむのはナ芝アメ yホ：‘の掠占空間

ぞみる池ゐヒ何呈へむ進出するn ~皮等lま見 fニ所，多くめ場合..;j-J~.＋也的 lこ地域ー
を独占するニともなしまfニアメシポ類の地成金特に避けるヒいふニ￥も

ない。乙の局者lまp 同.L'＇令幼を婁ポレながらも t類縁の相星と関噂レた生

活形の相主乞もフニヒによリ，］司じ、地威lこすみなが・らもー忠則の世界に I

立ヲてみるように見えるア －＜.j1,）汀皮ー般の同イ立緩ふ社会！こUいて，た

とひ食牲，J}..;?il］の同位者で‘も，類縁が、車く，生活内蓉がちが‘へば、地域的

混庄が‘許主れるといJ、場合ヒ同じで、あクて，，.Jzi:面紅会会4本．とレて jま，近

縁者閣の地域的棲み令けとともに，還を縁者の地滅的混、在を令むPITの，一

般向イ主緩各社会の同イ立者~ iこ花l営する暑から成り主クてゐる乙と乞示

してゐるといへるのであるa 芯もオホ芝、yi·~ マシも，非常に教が三、え，明E暴

落集団をづ 4ゐようになれぽ，綾等i玄白身告身の紘品地域s乞もフミヒ I乙

E同かbしれ江 L、’苧柔私は．オホミヅ‘スマシの放が非常に3、えた 4月

t) ζζ でい点、のはもちるんアメシボ‘類の場令と周じ‘く成轟の主主浩史朗＂（：＇ dりる‘

動轟はいよ、までもf正〈水中生活を送リ，走熟すると岸iこよ 1),~<,i互の植物ti ピ
に砦クて p吃のイ広い個所lこ土繭乞ヲ、〈り蝉iイじナる.＊－＇ 特

ゃ荒 .lE. 弘．オオ、ミヅスマシの生活史 1：づい仁昆轟．第 t_O 着~. In?iロnlf.
曹

・ 4~.～ ；.／－＆＇ 員，

後来. ＇恒逢．マキ，ミザ！ヌマシ掛 2撞の生浩史．昆轟．第10巻．昭和 1・1年＆

3oえ～312頁．

2） オホミツヌマタはまた；アメシボ、とちがク亡尋々水中にももぐる．



。，之

tb )'.11こ，トI~也の岸主LIこをふヒメアメシボ集自今国にはさま托た約 2氷の

長δの部余にあ、いて 14kl長の,fl重1.:f..ti＇三めるかは3亨んだ‘枯葉 fことまリ，ゐ

る ~l±i-舌沸lニくるくるど舞 7). ~4多いでゐるのを観察レたふとがある。占をの蔀

令は感p;r稚の動物の入ク丈島広い，主ヅ、スマν7どIfの也界て：、ゐク fこe

辛はイ島s校二こ、に集ゑる乙とにtiクたのぐゐら示か．生れヒ仏ヒメアメンポ

集団からと』j：捻さ料fこ堂筋訟えらんで、隼まクたので・＆iら寺蛇艮に地の動

均，轄にヒメアメシポがこめ ~41凡に或はれなかづ fニ ζ 川、の l人ミ＇：／＇;z マ

νめ円3豊富bじ主クて宥動が鵠撃されゐのを詮けたためで、I永江力、クたでゐ

らう力二もちみん乙の唱でむ， 3也の他・のき手令でi主ヒメアメンポの群ヒ 3昆庭，

するミ文京マ νはか江』j見るムとがでδた．戸、、与ildま今め併，二κらを

4苛れムヒも断定で・3ないけれども，恐らくミズ、スマシヒアメレホ〉の間"C':()' 

ヌ又才が‘多数の若手乞クくヴ j－：＿ 鴻告ト1二lま，やはり相互排北約f五・絶滅iの・ふ客1J.

－.＆~＇nt· Iまれるよラになるのでは広いかと担、棒同ゐるのであるの類縁；止~

形。相違による地域的混在といづてもヌポ lま最初から骨j然としたものでは

なし量的な教のちが、ひを通ぱ，費約な関係己色ら決定さ礼〈えるといったもの
... 

ていl主1まかぐめらうか．

ヒニるで，説‘ヲてゐゐむうー種類のえ嘉t，立主L岳'i.:Sp、の生活空間l土

ヒー争て“あらう．乙の纏類 lま七メアバシボと同じ暑に入tじられてこ./.J.）.らこ，ヒ

からむ判民’I~ 犯るよ長 I ：：：•形態的 lこも手性的にもヒメアメンボ、とえ差 rr:.

< 1 1本の犬！！さまで両者はよく似てみゐので、ある。従って主のニ種類iま生

活郁乞同叫するといつ〈よく，州氏の庄物総縦端、らいへはF

両者！ま営ff－つのl可，f主主土舎にあづ〈地域主捧みかけるペ、δ胡柄マゐム

7が実理事l工広い-cIJ:，立竺と盆 Sp.Iiヒメアメシポの鮮と全然入リ3昆フτ生
活 Lてをリ，さた力、もヒメアメシポの砕聞の十の一寸注した一変り者ヒ見ても

よいイえであ？にA i. h_Q主主底 sp.ぽヒ〆アメンボにくらべ〈甚だ教がす広

1）争画錦苛．生物の邑界，タ6～｝If.CJ買
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～前々 め kメヌメンオJ、詳の中 i二1～21$.止い A士、、いヌ～き匹i孟ってゐる

程I.I主あすたから，これを以えは，このニウク〉群が、たをにs：.ンらしてゐゐと

はいよιぃ刊しれf工い：&lゐひはまたp色竺与 sp.が白ふ白身の地域i

を維持すら7こめには，あま lJr二む数的に令fJ!jでみゐ fニめ？鼠に勢方を 5忌

づて；~るヒメアメジよ通手中にま！／れ乙む以タトに l士気奇子i直 7正士号戸介で、め生活

をf営むよとが困難で、あづにヒ考へられゐ力、むしれぬ。更にま 7二彼亭が植

物閣でt 二のよラに教的 i二合弱で~クたとい品、の t;t ，披手がヒメアメシ ;t~ ＇も

レベ jま／池の葎類との閉〈犬3く地成セすみふけてゐてp雄物園はたま f':.. 

主化的生浩の本拠から遭い，か布地域の縁主乙部1－：.相嘗レてゐ fこ．ためとい
1) 

A、手情カ七ゐるひlま関係してみたのかもしれ札 しかし何札！こfせ，と

メア《ンボ集団 lまJ J盆t少数・・cはあるが金千 店 sp.の混入を詳してゐ

にといふこ乞 l土亨支でめ 1）？少な〈とお雄物屈の池といふ1］、ごい範囲1三‘

げを同麗lこする限めニの両毒の腸 lこは，毛主針穏としての地域令~j 出行

j立札℃A広かったといA・亡、とほJ云へき’うである。同じ‘止五言好5乞｛；ヲむの

は向一地成！こ共存でさないといかζ とが〉カ、 I)I二一般的喜子情であゐ・ヒレ

てむ，場合によっそ誌は＇ I 治苛らの同じでみる二とが＼かヘノヨ℃彼等を浪

令し共存さぜゐ持、国ヒなゐ可能性む，あるびーはどの苧安から誰史されは

しないであらう '/J".> 

与の章乞終るに営勺て，植物園の中ての水面生活者社会め蛇域関係、を．

j) fニkへは、垂遺並u;.・1℃，.；叫ι的 t二世埠をすみかげてゐるニ十ノーし室jf!.1_轟と大

ーす入呈執轟でもぞの4長会下点ては両者が主主令誌なしてゐる場／らおどめる t

，〈高橋奨．昆是正っか布に朗する安直的観察令晃轟世界．第24巻；え4正

ヲ与.22S-～ 23ow). 毛＇.＇. jり絶にもこ与の通誌なの~［は多く誉 it＂る ζ どが

で、さる。しかレ笠笠丘三宮p. 白身布地域力、制.~~、ヒしはい足立て l主；乙れを以

て植物園内の混私目先日月できるかどうかは縁関てあゐや
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・もう一度i~車 l二まとめてみようA 水面生活者社会1まー？の同位品霊会社会と
おめら札るもの℃あった。しかレ一般の間必複が士会とちがワ人 d.11:d土

令jま食Y怯~~fferJ のよ位者t：：：~けから’成ゐ s も、は，）まヤ都組織乞もた広い草 v

層的問イ立緩各社会であヲf二Lょの中1:::Iまさえ3スマνヒアメン t~＇k いった

よタ fム同じ毘品、類ではあるが；か広り類縁ゃ生活形乞異にするもめが合

まれてを仏心4払ら実生活協持議傾向士 Iま普通1こ Ii~也滅的！こ混在Lぅ加
ノ ー

共t<: ~主主主乞管んでみる，イ是ふ乙れらとて，：同州水面乞利用レ同一食物をぷ
める関持よ，双方が多数の集団をヲ〈る場令・，こは地域.. ＆ト寄せ念行点、可能，性

-trtl匙めら紅たのである．己れに釣して，相イ以Iニ生活形の謹類同士ぐ、ある

ァXシポ砂崩で、！ま.＂＇＊＂め大ささと行動カの大小に A号、じ‘〈，池の中央部から

3也垣部へと｝曜、の地減少劃が行！主托てゐるが，こ作らは同時に大が小を

包容すゐ前め重複約棲み令！？ともいふぺ‘き関総て、あった 0・但し向じ生法

行きのヒメア〆シr戸、ど Gerr/ssp.ヒJt'~ゑ宕が甚 t：：.少数ではあクたが：
相混在レ共存してみた．のである。

調P

乙丸らめ頭骨、のキからは，われわ枇 iま芯ほ解決すべき多《の問題が、要員、

ご粍てゐるのを見みことがでごFる， ~Ji技用地緩会d土舎にあ、ける進縁者聞の

重義的棲品会11挽4ま，進縁者の鶴め混会ヒ地威令書1)1二勤する集団の役

割，あゐかは同一生活汚もの謹織の閣の格みふ！？ヒ混存の問題骨その池わ杵

われは生物社会構造の基礎的論駒患であり躍がら．泰正明らかに 5れてゐ

ないものを，ニニにいく？方、見出すζとが、で？：！るで、あら久間イ立緩各社会

とし、五、玄紫色身も，ま t：.その内容が明確に主れてゐるといへず；見才J；：：よ

っては之の内容を武さくとること七できれ民主た小企い範囲に限定も

するニ乞む ＂（，.＂~ るめて子ある：J 生物社会の基本構造は，与晶氏のすぐれた

体芽、.J)'i7に一握、示とれてゐゐヒiまいびながら，呉株約I手色然の婚々の場各

を，支に注意、添え観撃する二とはま1)2料払わ札lまなは多くの苧突から多
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くの新らしい考ヘ乞掌ち出す二とが-C＼~るでみらうんまたモうする乙と一己

ょラ〈令占~＇オフオLわ札J土生d0祉をの構造成能め現実 1二針しにより ＿）普理

脅卒乞3症のみι こヒがで主るにちが・ひないのである。

示ムほここで、jまI 7]<J面生活者ネ士会川毒遣の形£的一面に4重力、によ，J'L，ゐこと

がで‘：！！ tニ Iニ~·tt で、あ －？ tニ。かれかれ l;j: 1正ij.，一年η各－＋静乞通防水歯科会一

構成員め点長の各時期生通じえ，之の構造がいかに変化竹之れど北の種

類の相主閣待炉、L、かに相差するか定見！J:.lナ札）；fr.よらえ正いでめらうレ，手た佐

北らを通して水面社会が、睦ょI土会や水中社会とし、がlニ結，~·、れてゐるか乞も明

らかにレ江ければ．たーらない七めら九レかレはじめにのベソこどほ 1），本篇金体

ーの自釣とする所IJ:, Z! t,. 営 ＇） ‘ニの謹の枇会構造論以外にめる点からいへ1~·：

そのえ是互に封ずる予備的叙述とレての本章ていIまy 乙;ft以よ；京入リレ ft_くて宇一

港、許ミJiゐぐあらうど息は .fl..ゐ。

一私！孟決章以下にがい乙ニれらゐ引く面庄活者たちのキ，主ヒレて己メアメン

ポ集団｛：＿フいての観察乞のベ、ゐ積』Jぐあるがi乙の種類l土植物園の水面生

五 緒川ぐlま，最むf跡捜類、てあったi率、か山ii:<. • 1~ 1.; ＜ヘトj、池℃は，

fニヒぴわブ司、のノj也手重の混入かめクfこにせよp 比較的椛梓11..＿謹集団を形

イIF ＂＇？てゐた訳ぐあるから，種北会内に品、ける集団の形成維持の厳精~見よ！

？とするぎムφ；き図ヵ、らすれば， E主扱かにぶいて甚 1~:.Ji.子都ふ-C'j;) クたといへゐ

ので必る

1) jニヒヘ Ii＇；浪浪のー去~·1ト！三集まクてみる昆晶顔全体 lま，怠頼iュ持しての同位複

が土会を形イ午フてゐると見ることが・できるがiまた妨ゅよクて lまをの物蜂時

頻 1::."Iすでも｝フめ同位緩令社会と考へるこkがで・3，さら己採焼頬のゆfゴ、

けでもいどつかの同位援会匙令乞がマニとがで守る‘〔I.m.anishi，｝ぐ，y Aiuz. 

Z~ol. 、lap. νoI. f.'i~ No. ~－ tタ3g1pp.：.之3,...,.36).



f
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lil.アメンボ類の活動，春の出現状態、

植物園の5色で‘ l土，ヒメアメンホ：、は春早くから若手·~ゐら lます。まf；樹々の茅 t -

克少のがす7寒レ、北底Li二身震ひすゐ日む貯とレてゐるけれど‘もf元暴Lさ＂＂＇£11

ι！ま・緩い l場射レに ;lkもぬるむ 3~ 中旬からす勧にかけて，それまでは朽禁
たの，，.より？ぎんでゐf白かった池6?d島」ιι 吾が2匹，ち‘：クヒ静止してみた I}1 

時々ちょいちぶγ滑ってみた以ずる生ーの套を見出すので＆：＞る．乙れらは前

与の秋叫，多会陸のよの鮮の朗から石のす，土む隙聞なとφJ
じて会 fユて・ゐらう是正冬点虫でめるOJ）次第に暖δ万三増す1二一作 池 t二現はれ

るヒメアメン;fずの教も日堆［；..1:: ：~－え℃，呑むたけ広！止の 4-月中司とむ広札ば；

ピの3也ももはや押す反押すな今盛況Jヒなるカ〈：之れから綾！ま青寄与の成るの

J) ヒメアメ〉〆ボみ越冬埠所t二つい・ζlま，また・准裳にlま観察され－（：ゐ7正いが；多必ょ記

．めよラ広場所と見守之間差ひr.n、と思1まれる‘ Bllfle.r(rタ2~ ）栄:i; .：：..の噂類 （Q. 位♀~－

主0)-q~＇地中ぞ越季初いらう主推定凶ゐゐ．．な lまナミアメシIt＇~越冬場併ヒして
-1ま，杉の皮1'＇（：見出之九はゆ報告が‘ある f昆野， 1タ21?）戸北の種類のアメシ

ボ，たどへ）j:＇＇.匂tJisと豆呼盆で、崎迂の材木の下や励下初絶叫付

ゐヒが吹芳むれて乞リ（ BtJeno. ·l9i タ〉ヤ必ま 1~薄手費助手法業の下などで
越冬する k推定さ九てゐるむのもゐる （Hoffman, Iタ24 ） 後高齢来－~・

長 But/eY,E. A. A Biolo3y Of the f!3rittsli He!fiiptera-. Heiero-

p_tera.. 1923, p. 2$"2. 

米・事鹿野忠雄，アメンポの越冬．昆嘉．第3巻，昭和千年.51頁a

e妥当襲来 Bueno, de la.おrre..Life-history and Habiなげ the勾T安否ト

Wa.terstrider，立笠庄屋忽与1§ Sαy. Ent. News. Vo/. 28, 19／グ．

pp. 20／～208. 

表来栄様 Hoff及αh.,W .. E: '!'he 11子e-l-zisfor必εofthree: species of 

Crerrids..、Ann.En.t •. Soc. Ameに Vol. 17. Jタ之告に pp.ヂノタ～

4-30. 

． 
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乞 l主瓦針 lこp イ引キど l之江レに段々と姿を消じて ~r.::< ..字月む終りの工員に

はFちんと、、之の第七見1i-くfネク〈レまλ、。ぞ才乞カぐ支尾乞終 1）産卵乞すませた

越冬威主の最放でめる．しかレみの去が全然減え失dるよリも少し前， 5

月よ旬 E真から p 彼等の産んf玉、卵ヵfら出た第11:れもの若虫カうその 11レ粒の

ような可！愛ぃ姿を水面 l三めらはしはじめ，日ととLiこ成長レてする月に入ク

てから了差規蚤が、消え失ぜにえのiゑ乞：：；ぐように，ーえ首lの姿ヒー江タて池

晶を誌はすクナミアメーン庁Jゐ起冬成虫や第1世必の若虫 lニクパわ．ニ

れヒ見んど、同じ、七、める民た t3-＇越冬成虫がはじめて活動色はじめる時期

がヒメアメシボ、よリ少レあ、＜ ti. 3 月下旬力、~4月にかけての場 1勺湾台くそ

の最初の姿乞見七土ゐ．

ニオtらのアメンポの水の面ぐ‘の泊動Ii.,峰雄相重ク；乙j持tするものわ屡

々見ら托るけれども，草独で停をぷめて3骨定すゐのが常態、である．こ札ら

の；止にヒメ 7〆ンボ、が桶ペイ本3たを吸状レえゐた斜として私が観察した

もの以，材 1二落ち fニ£i;t;J斗CChir.onomtdae〕成虫，村ツポ、科（

T伊υli4a.-e）成虫.J)ゐひ lま4との地の又足却額点生や，ウシt;等の半超短，

または ~／（＜趨類の成虫 ft ピでゐク 1ニ．ナ主アメンポ！ニヴいても同じ、ように双
!fl' 

麹類ゃ樟姐頬の一成虫をyドiiiぐ捕食‘レてゐるの乞観客早レてゐる．川、レそ

れ以外の動物でv久もレヱjく薗 J＇.：浮 t心吻乞挿入レて体液七吠dえで主るもの

であり主人すれば．どーんな檀頬て、も食物とすゐであらう乙乞 Ji＇北本の

立竺F白巴竺f》・！＿§：＿ や宝生[j_s担旦！＂Ji竺包三広と‘

1) /VJ,. ti"s (Iタ317）ぷlこよゐと，しlt//e々 退役てはザヒメア〆ンポ，ナミアメンホ；ι
等 I世バ九皐 lj:短麹世であるど L、ふが，植物園ではきt..1 世~~点嘉弘越冬

イ薗〆j本向様lニ長担型℃あフ fこ

ば. V，つ々／げ／tiS1'Heinz. OkoloJie. vnd Larvenεntwたl<lunJder 

月 ；tteleuropぷ／schenQ笠公～Ar(en(HeterDptefa). Zoo!. 

ふdirふる久 llbt.j..sシst.s. 337-37 2. （／タ37).
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ゐ l)のと主主らく同じ、と考へられる，卵｝ま水中の植ゐf二F付着ミ必てン主む

といはれてゐる♀／がj系企広が、ら手ムl主ーまY三、七の現場をi主義観察て去な

いま止でゐる．

ヒメアメシボ〉ナミアメンポともにp 水面上の活動Ii，少（；.くとも 3月

全十月の現に l土周囲の鴫ゐい持刻の尚に限られてみて，反主むなれ！ま：岸誌

によ也リタいゼ休み，あるかは水に浮ぶ植物やその破冷Iことりすが》て静

止レてゐる6五も不ムガ吐・3也々引の3径庭の見廻りの際，ひタモ l）と静主＇），返

づ f二日告（、水面を懐中電，華の光で絵ふしてゐると，心の胡ゐい光線芯急に

照らし.4・；：；れたためか，驚いたよう’に滑走乞はじめるイ団体も中には見る

ニヒがせ·~ t乙e しかレをのよラ1亙水面よ℃林んでみる個体の i判、l二， F丁

近くの岸l二上‘戸て皮をすぷ‘すものい、く材、いゐにちがμないk二私は忠、ク

℃ゐる＂ .1可ιえたら，童i前確かI＇.：ゐた個体の中，手をいくら水晶乞主がレえも

見掌らず；司とめ癖翌朝はちゃんともとのイ立童J台、滑えしてゐる乞 いA、もの

にもイ苛Eかぶづづかったからである．

乙のように蓋ヒえヒでアメジ＊・の活動紙管、が主るで皇ふとすると，々と

の移＇）行 3のE材 1］ぐ‘ある靭ゃタ才の池上個体数も，輩胡の伯仲数Iこく与

1） 尺，：／ey,C. Foοd duη：rt.! Ccipt;v；か ofthεWater-Stride.rs. 

三ι広竺均・a_Say and豆笠出在宅学担臨め （Hem.).

Ent. News ，ν。／.33, pp. 86-8?f. 

2) Bu.t /er, E. A.，バB/olo7yof th_e Brit々hHemipfo .. ra斗 ／e-tero-

・ pte ra. ・ l.otzdon.. ノタ23.p.』246.一

伊れとし た、若轟はが中を泳g，水面 iニ遣するとこれε~,tフて水上に出ゐニと

が：G針川 ：：，p.についで観察さ似ゐ三（高橋，／タ2Dプ.1921来町内
8 高橋長一，前掲，動物学雑誌．第32巻， ID～之o，要る

成来高橋良一．「アメシオ：ーJの若い幼皐のヌドヰ・の動「作．動物苧雑誌

！事33巷．大正 to年.3S._3／.，真。’
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べ‘てす‘ヤど少なぐIiづてぬゐ可有/:f.1性がみる矛ム(7－＞－；／乏屋、主J支調色lま霊閣の

池土イ函4本数にクい℃行つにさえであゐが〉毎日のi1毒金時去rjIま色々の亨i育で、

必ず・レ tJ~定！こで主ず； 11 ref宇から 1ワB寺.3oiト主での範囲にわたフてや

やまちまちに江ってゐるのでァ二ゐ閣の持刻の相重によって個体教がヨド常
も

にちがクてみるとすると自をp；調査教をやぐて向格t乙鼠扱ふ、訣1二行為、広

く広るあ、そ ;fl-が、あて主fニaそこで‘ニの程度の持動防相重によクて，実！寮の池ー

よイ団 1＊寸肢も，ど、れイ主ちがてクてゐるかを調べ、〈みると~~（｝）結果 l孟第2ゑの

『者主2表、時五向ちがひによゐヒメアjシホ淘r体教の相達、

喜晃 観， G母 -rislacusfrts 

宗 察n宇 ~~冒E ‘ 
4宮4本竜丸

白 動j 有柔 ぐOC) 〈小池鋭、言十7、

f 3月27日． J 1 斥od争 f車－養 ら.0 42 
--

rs. o o 晴 11. 0 53 
． 

3.3 0 14: 3 0 曇 悼llすさ0 吉3

17. 3 0 曇 8.5、 44 

4. 1 11. 0 0 晴 15.5 65 

17. 3 0 薄－曇 ll4.0 ケ2

r 4. 10 11. 0 0 E青 15.0 65 唱長

I b. 0 D 晴 15. 0 Iア2・"i'・
、

－、
来 Cα＋Cb+~c ~~4宙A4'.教

通： lιとなクだ。これ℃、えると，～乙2・耳寺~＇） ,,7）見詰でやはり少 tはぢ'JJ'ふよ

うにも見；える－けれど手， -t:のちがりはえレたものでもよ正し またそこの

少片のちがzひとい品、のも，安｝ま妻とfl7fによるちがひといよ、よ 1)lま，

むしろその時々のえ緩や銑温p もしくはそ白地の偶然的ti事情が・影響



-3グー

I，.てゐ主らしく思Ii料ゐので、める.：) 
3て， 3月下旬より5月下旬まて吻闘を通じ、＜， 2穫の7メシボ‘の起4

E見虫が池のよに kぬように増え実またどのよラに滅ク〈行ヮたかを壷閣

の4回4本数によクてJ示すど，第g図の通 l)I乙広タf二．足も二の国一ぐ、lま， Aa池

から Cc.池主での（ほしBf弛Ii.除〈〉イ固持者生を総・計レた教に H地の教

とがけを示した怒らーづータめ5也にクい亡のイ固林教の3両手l土葬3ゑによ

ケて見て T真きたい．第B図から矢口ら料るように，ヒメ，ナミ両アメ〉ポ‘と

も， 3月よリ4月にかけての札温の急激1エよ昇I二クれてイ団体数り営レて

セリ，＿4. .EJ 12, 13冒 頭、〈平均気這 j3°C守 14"c，最高筑3孟～20°C前後〉

に1［－？て，特に瀞若江λ増加をιてみ久しかしこ Ji乞頂点として以後

は大体ゑ滅の....：... i舎を迫＇＇~ E月の終りには， δ主にものベγ二通1）越冬成虫

l止Fちんど・套乞消レてレまちてゐる。とニろで；乙み曲録にクいて？主意し広

げれば拡らないことは，ニれが越冬成虫のH宇期釣な消長を示してゐるとい

ふことは周蓬か1まいにしてもp ー面にあ、いて之のイ圏d本数の多少にほ，観

察五宇の援L暴ィ蕗ィ手．ヵ影響かいかなt)I三繊1）ミふれ℃ゐるにちがひないといふ二

とであゐ 0 tニ主へば3月下旬から4月上旬にかけて，小泌総、討のイ固持教が‘

観察時の説、温の高低と割令によ＜~行レた増減のJ土宗をしてゐる二 ＇＞：：：. fl.. ピ

ti. Jl月らかに 7メンボ‘の池への現lまれ方が，表象司式響、のかd可に港、じ〈も

がってゐることを示レてゐるe レかレ宅とうかどいクて山形の曲認会体の

11 Gぷ工立；~ r三2学年にづいて観察主化ζぬ，る防ぐ、Ii，前その他凡堂、天候持

にit；三のアメシボiま虞ぃ水面を去フて，J事や岩ゃ桂物1:.1本乞恋着さ4ど，またlま

物体のよによ 1），めゐひIi)1阜商lこもぐ I｝、ニ主＼天11美が胃穆ーするど再び、もとの水面誌

に琉はかるが；ぞ冷現lま札方l土偶件！こよリまた之の幡、41..J曇tfrのか拘によ1），ゎ

JJ;. I）＿の浸透がーまさめられる。 （Riley,c. Responses cザthelei.ヲe

Wa.terstr/der，空竺丘三 ζ也 f浜ES仇／， to Co_rdoct and L戸t.

Ann .. Ent. Sゥc.Ameに， 凶／． ／叱 pp. 231-2S'9, ／グ之／，）．
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形がぞのまま氏Zえの素手管によづ℃ヲくゅよrf＇ら払たもので広いことは，

少広くとも乳混lニクいくは，ょの丹生に握、ずるよう ti.変北の北才iホレてみ

ない点、やp また同じ銑混の下ても時期t手よクて樋4本教がず、いるーちがλ、i弘

からも怒猿さオ乙るのぞめる。宴すゐ l乙二の曲線i土越冬レたアメンボが冬B氏

よリ賞めて活動を鵡紺レ，次第l三宅れが出掛クてくる日本ぐ iま撃をれて

行く樹林むまじ了遂にI本会部が死滅するにしイfこるまぐの，文時の教の変

4ι乞示レてゐるも o5と考、ら九るの亡、めク℃，第J象ィ店売イキの影響はどの時々

の娠態iニ港、じ、て曲線l二多少のよ、れを輿〈てゐるものど見る ιヒがでさゐ。

しかレニオt以外！とJ国さとJlてすくっこ苛4少lこt官、ふこaどj;J:，小池総、計とトi地とで

ヒメアメシポの酌掃の形カず非常にちがづてゐる二とである。もちろんちがづ

てゐるとばレヲ f二併で， 3月】下旬以後増かロ→極大→滅少といλ、経路を

たどづ〈ゐる点、では同じで‘あ 1) また橡大の時期もほぼ一致じてゐる11

J 才色ども，会体ヒレての山の否るが，小池総計て lま割合、にゆるやかにもちょ

づてゐるのに針して，付地で1ま極太期！こ乏、にとぴよ9，またs急激！こ総合主レ

Jてゐるといふ掲蓬えがゐるのは何とレても，熊祝する誌に 1~4tti 、 Ii. いろ こめ

ちがぴが・託手の影響によづてぐきたもので広いこ主 l土，ど 3にのベγこ乙

とからも判るb，また乙めよLづの曲線が向じ、持期，同じ著し象環境の下で

晃られたむので‘めるミとからも明らか Cあるが，占と科でlま－1料可によクマミー

乙のちが‘引が、あらiまれたのでめらうおごこ ftらのちが‘ぴに朗イ糸してぬゐ

与思：！ま九る f柄 1丸 j守v才が：犬ε ！£~也f クからえ‘が、力、れに曲線であり，

池;tIま小さい池Uくづ方、l二出現レr二個イ本教の裕計f玉、とい点、差異である。

果レてヒメアメシポめ婦長以，池毎l二．もレ ＜Iま池め久~~のちが、ひによう

＜.昔日差レてみるのであら ：； 'it＇，もしなラとすると＇ .ljと払）士一－14叫可主主て、あら

うか。乙札ら乞解決するためには，ーラフ、クの池の柑d本数曲線を吟味

してみる暗雲があるカ.：：， .2iとれと共に池に現！土才'ltニノ｛圏外の生存日・数 E 雌雄

の客1／ふそめ他i乙ワレてむ一通り確かめてあ‘〈ニとが；笠ましい町ミ二て‘）：0をえ

基礎的制ゑ者の問題担、ら調べ＼ヲいで池毎のイ間体数の比較にまで及んで
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4t主f二いと定・与、J

区越冬アメン;1;.tJ消防法えて行く状態、

占芝九之：‘北の7メシポゐ生存日数，あゐひは地iから池へめ移動のボ俸をfl

ゐfニめiニlま，一匹』岳の4固体が亘剥ぞきゐ標識が、凶器であゐ。私！ま々との

ためにセノレベ、タトをアズシポ‘体の一部！こ塗る二とにし f九二の埜紳は盆υ

広いレ，また一度づくと割合にと札難し、からであゐ。標説をク1子る場所

ヒレては，虫体の前助背と中脚， d愛月却の腿＊をえらんfごが〉 ζ れらの告尚三

に少レの盆粋をぬゲ7ニJ立では，アメンボゐ行動｝二 Jまい主さかの-M1t'切立
l./"fi ..恥ク1二%またよから眺めてすーぐ見J;t.けがタく kl,、8、イ受賞もあクに．

fJ.. lま盆耕Ji，赤，台．黄緩め由包を用v.tニカ＇~乙れらの色と塗るまFふとの紐
令必を色合と変べる己とiニよクて，カぽリ多＜ i?) ,j@ ,f;f.ぐも1匹 i匹を易々と E差

別するよヒがせ主る北む実榛l二営つての孟距離からの見ふけの容易ごとU、

あ有、からい」、と，白色が最も有効ぐbクて，。黄．赤がニれに次さ：緑色は注

意す札lま見のがすあ、宅れはなレにじでも，少し埼ぃ字F会など迎.－，ま， 1'［乞追

っ‘17広い位確かに様識イ固体かどヲか棄しがかI）になる湯、舎があフた。印レ

乞ク！？る隙lむj、形の求、い網乞用ひ，アメシオぐを手早〈抑ひょげ、てよとの場で・塗

特をて主 l九フ lナlltゐとすぐむとの湯前1こ放してやフ f~o アメシボを拘る、瞭，手
同事が君、いと会群乞撹乱レ，，f食ヵ、らの観察に不都令乞来、すゐ、吃れもある裁で‘

あづたが・＇， ！｝；＇レ要領よくやリとへすれlま二地のア〆νぷ‘をタぢんど・驚か主す勺こ

すんた二~レをクけらねたイ間体l人再ーが放さねた瞬胡 t＝.、！？，え急ぜで逃 If・・0手

ごうとするように滑走する民ぞdもから後1i地のものと金ボ同じで，食物全

求めたソ峰雄重1五タて滑走レたリレて，色合な笠乞若手レんでゐるかめよう？

める．，北のアメシボも標識個体lニ針レて，特別の行動忌示すニヒルTf-しこの

手呈度の進来るみ差異などI;t ， アメンボの世界にとク -CI止〆何~iえきの針象になら

ないむののようであクた‘しかし人間の!'IP.＜からみるとp 二れらの色フさアメー

シボ、lま執I二不思議な存在ぐあク7らあるものは滑走の度，：...場lニ輝〈白い
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苛d少江模様ι敏速／.；＿ ~茸i♂謹動1こ 4半クーζ織り出レて行く，あるもの i主宰玉‘め

よう立赤 ν星を手子中 lこ背員クて， ~It がら想像でつくリ出された別世界の生

物である．矛ムイま乙れらの色ヒ I）どごりの手lまらレいアメシホたちが，川正L、

人々 、b好奇fi1.:,・、乞吃之クて P41電！まれめ憂主回を見はしないで、あらうかと，少し

It'＇かり！こ J爵己になクJェ4!2.-c、ある．

標識をはじ‘めたのは会月 26B，ぞれから 5月4臼までの閥に.・Bf悼の

もの乞除じてヒメアメンポ1主4匹，決ミアメンポ3・2匹が私の戸籍簿j二払

った．正＇:h、池lこあら）まれたアポンiポの中で印レカごクけら托f正かクたものむ

か広 1ノタレ。～毎日新らレゆらはれるイ層枠全部1二までは，到ふ手が史らな

かクfこからであるd しかし Gれでむ換てのベる読者、にタい〈のp 大体、の採まを

手4表 標 識 個 体 紋

町工作＼AbLBa Iれ jBdjBeCa 
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炉ゐ上には道支べないと忠、はれる．標識の目 k:'.＜；との耳キ令の櫓裁教はδ5

め患の通リであゐ‘

様裁掴イ本i主日が経ヲlこク品て次ミと池月、主宰乞消レ〈汀ク f乙，乙の中lこ

Iiえんで給ったものもあらう， bゐひjj_~＇1 （］） 沌，へ移等しにものむかはり

あゐでめらラ..bにか〈ミオじらを一緒に合めた也のヒレてヒメア〆シオごの

消失点態仁最初の操裁個体紋に歩Iする洗存イ園林教の百ふ宰でff..すと

第？図のようになる．之の聞で瓦るb相番多数ゐ伺絡が＇10日以上台二九

らの s也 I~或、づてゐ fニこと l之江り，市l二 lま i ヶ月以上むニ ι~－££$岳写ヲヴ‘！？

てゐたもののあるニヒも、知る.：；.｝：がで色る。必もこの二とは書記g図の純、

冬アメシポ為曲線が、5月の草きりまで、続レてゐることからも涯、保主れ奇型

であるが，今第9図生見る二主によクてこ，少広く正も』都のアメーンボ＼は越

冬イ周体の活動期商品lまじめよソ番号りi主く主℃、.~L緩い〈活動じて dらだ乙

どをミニ lこ確かめ＆ょとがで3た訳ぐ、ある．ぷlまヒメ 7メシボ弘主主の活動

開始カご一挙叫す！まflるので広＜，季節の進むに従が lま.. ""? J t:.ヲと冬眠よ.＇｝覚

めて3也のイ宇間1二カロはクてfj－つ1ニ乙とは第B図の山の形からも想、イ象コ料るー

レ，まに~マと印しのづけUふい僧体が池I＇.：新らレく現Aは礼乞くるよヒl乞

よクても知る乙どがそ、主るが．閉じよ長に池から婆を消すのわ一匹戸匹k漸

次瓦えがく ff.＂／て行くので‘ゐる乙とを第8図，第ヲ函から知ゐ乙とがで‘さ

るで鳴ら久と己hTlどこ ζ に｝っす妙訟のほ標識イ国~本の消失辛炉、4月の

中旬にお右L在、！二えき＜ rよってゐる乙とて’あづた第2図の己刀時期乞見

てみると．成瑳｛自体数曲線は山の］要点、をす5:＂；~第に減少期に入る併で‘は
あるカえた札にしても第ヲ図に克る涯の急ω威少はレてゐないし，吃北に

よく見るヒ等9 図の~、滅少tt4 月 fo日， 11Bといよ、P 個持教曲線がま

t：.・ょ昇ーしてゐる最中lこすで‘l二是色づ叉みるの℃ある。乙札iま←ノ体どう説明

をク lナた広らよいのであらうか ニのよデ lニ標識個A本の消失孝治三給4面

持教の滅少と祥クてゐfぷいといλ、己とはF バ可む標識をク.lttこ也いぞはいこ！

i丸之れよ iノ以前の呼期に 1人りも ほど擦裁個体が滅少してゐ刻、前方、



-'l-5"-

らも.f1Jゐことで‘あク乏ヲ

♂動予その，他の点、から

いクても標識個体に祥

事1jの障害が興へらjιて

ゐるヒlま考へられないの

である。ぞ ~'1ンでは，ある

Zλ は雌五む〉相主がζJも

に関イ系レてはゐ広いでJと

らろカコ両者のイ可れかが．

4也のむのより早〈活動を

間企ぢ lノ今皐〈』死滅するわ

のとすればi橡誠個体b

この性のイ国広を多く舎

んでゐた3号合にl土中

、途で急に消滅すゐこと

もあ1)4与るk考へられる

のである。と二ろで標識

個体の雌雄を調べ、〈み

ーると，之、nlま手5若えも通

I) fこたじづfニ．

乙の表て‘みると， 3月

の五メアメシポl土一見合

のれく少し多く：＞
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ミlま♀の方か多いように見える。しがし善主計約 jこニのイ直をロ与味じてみ

、対、．
3月の梧議イ白停の中に l士，峰雄のまと訴’を行l主JSカ、クたものが〉しLくぷ含ま

れてゐるaてぐζれら乞除い Tニ或 1）にづいての＇~仕とてある”
iノ
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ゐヒ，峰雄のf重論比 so:J""oからの繍差 R 即ち3Fl 8.S-c;ゐ， 4月 11.3 

9久 5月0ザらの値l土，イ可品む平均値の平均誤差の3倍以内であクて，

ニれではピめ場会会 l峰雄の数J法1J4:--1三ちがひかあるとは L、へ花い。もち．

ろん各巧の標識4団体会，体（偏差 ；？.S~，） Iこクいても二の点／j.同じで‘ゐる，

なIJ:..,4月の標識伺・4本に，モれまでVに印レをつけられてゐた4J0の生主戎、

りを加へて，ぞの企計にクい〈の雌雄の比を見守こみると，それは L/-8（よλ6
うゐ）: 1./-S （ヂS>.'-f..t,,ル）ヒ ／~<J て｛平均誤差ゴ二·1＆＞ゆ），やはり1雌広庄の比lま1:

1 CJ).事lふであぶ）同じように 5月48の標識イ団体とそれ迄の標識イ固体の生
． 

3 戎。りをご均ローへた会計！こク l~ ても， 2 0 (.5.？，ιゆ ）： 18(47.10ゐ），守主主力誤

差8.！竹久 峰雄の教のちが別式ff.いど見てよい。 Lてみψ ！：：： 3月下旬， 4

月.s月上旬を通じι，ヒメアメシ，tぐの鴻ょのイ薗仲の 1性比 IJ., Iま l~f' 1 : 1を

ずフヒ維持レ七ゐゐと見ら札ゐのそ：めクて．その池への出現は，峰雄どちら－
1U陪..＿ nじJi ~， 

’カ〈字いといδ‘ふともなく，閉じよヲセヴ背丈-:C~fくといほ fJ. I｝札 lまfJ.らないこ

とになクた e もちるんこの性比lま標識イ固体記、けについて調ベたものでめる

かど，標識l土地上の仕意の個体にクいて行び時.g1Jの選J華乞.qf.ぐるてみ立ぃ訳℃・

あるかな，ふの害11，舎は， f色にJfi/..,)j;/1.. h越冬4団体全体にクいてあては手ゐと考

ベてよいであら九 rt:Ii. 同じようにナミアメンポの棒ままイ圏イポヨ~＞itf...t三づいても
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峰雄比！.t"f:1 .-C'J6ると見る己 fとかで、さゐ。これから考へゐヒ，標語比4担体力ぐ4

月中旬 l'.:.1色lこ消失すゐのは，何む峰雄によるちがかから来たものではなy

といλ、二とにはる。

どユるく雌雄によるちがひ以外に，なほ二の芝、消失！こクい℃考へられ

ゐ二ヒがめゐ．高こまいま峰雄を関 l主ず，早ぇ也3見したものi主早ぇ寄令が輩き

て先に消火するといクた二とがあゐのかもし件ず；また寒いB寺期に出現レ

たものは， H愛くなづてか与の事L候マに豹する i量産、が不充，かく占とのため早く

套を消すと νか乙とも一程、あり吃うど、からでめゐ‘しかレ第9国乞見ゐt:,

3月に印レ乞づけたもの・=b.4月9.10日1こ印レ乞クけたものも，同じよ

ラに4月中旬には急減レ℃ゐるので‘めクて，たとひ後者には之.h以前からの

出現者カJ委主令，含まれてみゐ可能性はあるにぜよ，今いクT二寿命一定説や，

出況時期 l乙、よゐ生理的性質ヵちがひぜ！れ可どしてむ説叫し~rt 江いものが・

みるので、ある白

要するに，第8，タ自の示す戸frIま.4 ft.I.ψ匂にはヒメアメンボ．群・全体どし

てイ固体数の久増加企来した， しかしモれにも拘はらず；小兵でゐた一喜~0)
アメシボlま，ニの H寺期にいたって急に套全消してしまフたといβ、.：.とで

ある．そしてこの消失は札象ィ最ィ牛の不通主によ~ものでないニとはもとよ 1)'

雌雄の性貨の相蓬に基くものでむなItfl, rt· ＇，またアメシホ．、の書~ゃ時期的

tt.生理的，性質の受ロイ可によるもーのでむないニとになクた。レてみると，この消

失Jj:＇軍に消失イ固体の， ・lfi）からのみ取リよIfゐべ、きて、だしむレろ会持州国

体数増加と結びるフた，若手とレ亡の内部的学f青の変化の中に，々との原因

・ーが見也さ札ゐのぐは1まいかと考へられゐのである，乙れを碓かめゐ Tこめに

はねれがれは，｝づづ）の3也のアメシボ沼平にクいて，そのイ国体教のちとと，

モ札I二持点、芸者穫のイI引停の変Mι乞とりあへず吟味する防委にせまられゐ。

吃レてこの吟味 l久同持に δ主の3也畠の消長朕態の相違如汗といふ問題

に針して解答を寝へゐこヒにもなゐぐあらう。
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v ヒメアメンポ棲息密度の増減
が；むzよフて相違するこヒ

ヒメフいシよ泊イネ数消長のーフーヮの池にクいての資粋Ii，すでに第

3：表！こ挙け＇t:.i亀I）であゐ。オつ札われは己札によってもj もちろん池毎の

消長司元態の相主を見ゐニとがで＇！：：－ 6~訣で、ゐゐが，レかレ 3也の大 3 さが、ま

ちまちである以上，車 ff,. る掴イ：~数その ~J;. では，池同士め豆半1f-]j犬懲の比

較カど困難で、ある。たとへ Ii＇＇，ニヲの池で同じ、教のアメンポド、見られたと

してむ，小さい池℃、は室、集してをソ，えさし、地ぐ、l止まl主、、らであるとい品、乙

ども考へられる。従クて二の場会は，ぞれどれの池のj各室、怒度一軍イ立オく

画面積l却するイ園球Lーによク亡相互を比較すゐ才がむレろむレい。

乙ねによクて，われわれは池毎の群集点態、乞壷接比較で‘3るばかりでな

く，ークのー池での 3所長抵港、をも周持lこ見る乙とがで3るヵ、らである。

之ι て‘少，之れぞオt；‘の 3也のプ｝く面！盃穏 1-f~米営』j lこ封す：るヒ〆アメ ν

本、のイ固イ本4支．をま十算レて＇ ti:とれ之．、れの3也のヒメ才メシホ

｝こよクて与とれ芳ミ、ど、のようによ曽沸》レ℃ゐゐカ、を四示するヒ品存jO図のi盈リ

に1.；：.ク7ニ＠二才乙で見ゐと p やはり；最が！こ考へた通り，与との増j庇の祇様、は池

によづてす、：ゐぶ、んちかλ、ょとが、ヂ1］るので、ゐる。 Lかレちが‘品、といったが；/-fてご；

ぞ札は会f誌でソニらめfぶもの’Cはf工い J 大体いくつかの池毎に同じ減旬の増

減のイ土才七示してゐるのであク-c＇これらの似た増減の北方のものをーま

ヒめ lニレて，若干の裂にふける乙ともで3るのでみる。第10図でみると，

与との型 1ま犬きく令け〈；犬Jこのベる三クになるσ

♂第工型向 H 3也， Bα， Cα , Be: う也

二れらの池てのは， 3月よ I)5月1：：わfこる越冬イ団体の出現期のほほ‘全体

を通じ（ヒメfメシポlよ安全あらはしてはるる。しかレ棲息を：度戸店、から L、

ふヒ，ぞれは毎日非常にA忌い品大整、の主ま持続三れてみて， K Tミ4.fl12, 13 

Bにだ、けy Cα3也乞除いてか広 I｝高い碓に広〆フ〈ゐゐ，広tlBe？也でti4
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fr1日 1::_Iさjf之！こ底ノえん〈増加し亡ぬゐがLこ料iま私が故意＇＜ Iこア糸ンボ‘を

前T七レく移，し入オit:. h..めでめゐ。 1王ぜこん江 ζ とをしたかヒい＂＂＇－＇ i式毛

れu.宮、ノ主主二うして人工的に高めた場，~Iニ，ぞのままう t ＜.. 氷続きするか・
ど守かを見たがづたrらであるがJ図でえる盆り，数日に bて吃み底l撃

はまたもど通1)Iこ良づくしま－＜＇.）だ砂 jも.：；＿， ::_ A't, i主義でめ FぞるようなBe地以

持掠事f毒 t ：；. ~.J 基い屯ゐ JJ t: I恵 i事 ；／：＇L. ゐ－~すゐ κ 二の製jま，ヒメ Tメンボの長
期にわたる出現」と， .J2:；今期間内め大都会ε遜υ‘〈めイ昼、志度よち持続rよって

持株ヅ、け.~kl ℃ゐるので・あゐ‘

話事豆型 Cc. Ct>., Bd, Aa池

ニの亜！で1.t,_ 3舟下旬から4月上骨にかけ♂〈早 4もか広 1）高L、患度l二重レて

ιま？fhて，ぞれJから縫の窓度i三あまリイ民すもぜてま F二主手かとい？でそ

れ以上顕著1二高まゐニともなく，乏のまま越冬描恥唱：期主で主主いてゐ

る．第工更では4月12H前後に語、教広忠度増加が認‘めら粍てゐるのに，

ごの裂ではそ九さプ、も太しく自主っ超定、lまない今た t:.・・Aα地で、lま3月君。日力、

与4.Rヲ自主で少し窓友が低下してゐおのがj主宰乞かくが，ぞれ！主3FJ3os

L之私か：故意、l二4靖之耳元4 てし主クfιfニめlこ匙－？t.二二とと a、iまれる告書をする

にこの躍の長期i二がfニゐ高密度め持続といふ，＃， I~ あ、いて，他ど直方11する己

き＝ができる，

I# E型 Be, Bh, Ab－｝也

この霊！の池で 1:t..3 fl布、らどL月上旬にか！？τつま，全然志，住者がゐないか．

あるf;IJJ.ゐても主主い主主小 l匹から2匹レか見ら料h.か？にのに拘はち宇；

4.Fl 12 BJ異から乏、i之島患が増仏毛れヵ、ら設はかf';.t）蓄しい変動はある

けれど‘も九体！三名、いて高t＇・＇患度のままで；響、くの朗は経遇してゐる。このよ

j に換半期ーに突和としミ密度が高まづてゐる点にあ‘いてp この型は前ニ者

の何一九とも明らかに匿事ljがτ、きるのであゐ。
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さてy わ礼わ礼Jiふさに， H池と t）、池紅、ま十とで、ヒメアメ Y,t,・:1固体数消長
入 ＼

目天棒、が‘ずみタちがヨ、ニとを見たので‘あフたが〉者との擦考へたよラに，午のちが、

ひはやは 1)1）、池同士の聞にでι存在レてみた訳亡、ぬる。付池の曲線l土，こ』ぬ．

ちが、ひ lニよクて余けらかた~フの霊！の中p そのーク L第工型） f:4~表すゐむの

でわるこよか、判クfニレp また小池鋭、計の曲線乏のものは，突はこ件ら三ワの!rt
の浪舎によづて作 1）上 tf.、られた，曲線で‘める ρ とも9乙ニぐヂ1}：授とするにい

たつにしかし；そ孔ではこれらの曲線のぜ‘の仰ぐか乞川、ω は，－A料税

意味するのであら、ラヵュ地の，個体裁乞力、ぞ＼その消長＆見るニヒ lとよヲて私、冬〆

掴林会体とレての婿期的の’盛義乞明らかにぞきると考へ7こ乙’とも，弛1ニ主クて乙

のように型！のちがぴカ〈認めら料るものとすれ1式甚だ不都合江ζ とになづてく

てるのでは1ζいか乙礼 1:trニt！.＇ヒメアメシボ.il)j義ふだ‘ITc7)問題では芯い。ー般『

！こ，多〈の動勧の湿度調査に嘗クても，もレこのよう／工現象が存在レてゐゐも

のとすれば〉ー告の場前の調査から得られた患度縛長曲線の意義1；；るもめも，

l頗る’佳レいと考へなl川ιはいたtらT.(＼，、場会も起ク〈〈るにちが‘ひ！！ ＼／＇、であらラ．

乙め点からレク〈札われわれはこ乙で〉こニの型のもが、ひのよクて来るPlr-t;.,it., 

・今に考へ〈みる舛委にぜまられJ;J.のである

ー私lま3さiニ， H池と小池絡針の曲線の粕蓬乞見た持，二の三つの曲線

が； j司じ：Ji宇期．同じ‘札象f震境の下ぐ得ら北fニ以上，唱との禄lEl.を報J象イ藤井の柑

達l二ぶめる訳l之l土ゆかhいと逓ベブこ。レかレ一歩進んで巻へれば： JI・メシボ

のま給する札管は水面lこすぐオ毒触レた鼻暑であυ，たとトび 1.s-＊の高併で観

測した坑温が判じイ直企示レて，も，アメシボh土活坑幸えの渇度1ま，水温の差異に

議‘じ‘て池毎にかなり異なク〈ゐるといよ、可能性も考へられゐ。その上，たとひ

表面だ‘！？にぜよ，ア〆シボ示、肢の｝蔀を以・pJくdトニ接融レてゐる以よ，7jく溢の相

重が；アメンホ：‘の集会紙管、lこ易響乞及｜ます：可能性lま光会に毒届、されてむ’よいで、

あらう．員E度消長の型ーの相茎は，あゐびlまニうレた3也毎(7l7ド温の担i童1こ基ぷの

ではなレぞめらうが。

ニの号事想、1二射して第6表の水温表の示す結果は会ff..：吾史的である，広る
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i手らえ長 診モれど才乙の3也のァド温柔

月 観 ヨミ 年し ァド と4事i=~ （。＇C)
i買＇I ー 品

持 英主 専 I 型 第 豆、霊L 茅耳！製

四 安j イl柔 ｛セ〉 Cα 'H 13~ Be-Cb c;c 、Aa Bd A,G Bb -Be. 

•• ~2/a- ’1ら耳．寄J.O4ト 靖 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 一
3. 22 12. ,3() 司責 一 一 一 一

J〆

一 一 ー 一 ← 一
3. 23 11. 06 薄曇 16.5 一 』2.S11.s ro.s 12‘。 11.0 一 一., 
-3. 2<-1- 16.30 曇 一 ー 『 一 一 一 ー 一 一
3.26 12. O(!J 小雪 j.(J タ..s ヲ.0(O.O IO.li タ.5 タ.o 9 . .S- 一 ?;S- rr.o 

:/. 2グ is. oo 耳青 fλ0 一 一 iミ.014..0 16,0 IS:.O /II-. .s-13.！.「1$:.1「13.C Jゴ：よ
3. 2タ 12. 30  耳青 1:i,o 1/.$ 11.s-11.s ff.S I色.o.’ー 9..S-12.0 9'.S ／んO 12.a 

. .j. 30 ///-. 3 D t..11育11.0 l/ • .S 一 l/.S 12.0 13.0 /2.S" /2.5" 11.s 12.s-11 . .r 13.0 

3. 31 ,q._ 3 0 薄曇 /2.0 10.0 9.S ヲ.t" 9.0 10.s 11.0 匁f タ.s 9.S ?.S' t。.s-‘

i/-: f Jゲ.30  1簿曇 11/..0 12‘s /3.0 13.~ 13'て0t手、s 1/.0 12.S 14.~「 1J:o 1¢ • .S-

4. 2 ／グ.60 H青10.0 ／んr一 /I,ど.o13.S 1t.o /(,S /,f".O 14..S-t工ε13.S 1¢..S-

曇
， 

ii-. 3 13. 30 ・－！！. ｛ ー 一 ～ 一 一 -・ 一
¥. 6 16. 0 0 薄曇 IS:.O 10.5 12.θ 1/.0 11.0 12.0 12.~【 12.() 1/.0 12.s・ fi.O 12.S 

4. 8 1.5. 3 a 小雨 10.S-10.S 一 )2.0 11 • .5' lO.S-11.0 12.0 ）／..よ 11..5' ー 一
J.j._ 9 Jグ.00 H青 9..S- 一 一 1.3.~「 一 -一 14.o 一 /4.5' ー 』

〆4.fo 16. 00 E青!S".O JぷO1-7.0 IS,$" 16.S P./..O 18.S t’7.S 16.0 19. 0 tι。18.o 

zl-, .11 16. 00 耳青 2o;S /[/.$" 一 一 fゴ：。 fヂ；f ｝ 一一 ， 一宮

挙.12. l'l. 0 0 H青13.S 13.0 17.0 16.S 3色.$13.S IS'. O 16.~「 16.o //,.0 IS:S-16 0 

. 4. 1・3 Iι.00 H青24.0 116.0 20.0 1-p.S !9..S /6.(> ／タ.s 一
生 IS 16. 3:0 曇 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一
4.16 .I .S-. 0 0 薄曇 21.S' /.6.S 19.s「.20.S 2/.0 』’~s 19. 0 21 • .t ;20,0 2/.$" /fl..！.「20.~「

.JI.. 24 IS. r;;o 曇 ts>S 1'7.S 20.0 20」「:i<>.O ／タf／！只022,0 ／手~~「 r22.o 20 . .t 2人。
生28' ti. 0 0 晴 20.0 19.0 20.0 20.0 20.S 2/.」「 ＝将.o18.~「 w.s 2/.0 :21.s 2／.~「’

ゴ：－~ 17.00 靖 /£0 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一、 一

：）~ と“わ ii われは同じ回，同じ、 j時刻と 1.t （；、へ， 7｝く混l土地l公安七ヵ、fζJ）にち

iか、フ〈ゐる乙と乞見出す。 υかレをのをが‘ひlま7／同じ・忠度型に属すゐ昔也同士の

：間ぞも事長若l二見られるのでめづ〈，癌度型の相蓬に港：ずる 7)<溢型lの相輩と
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l ~点、むのはがここで‘lま及ッて見出 L 得ない：＇／）でめ久すJJ: Iまち，底度世xjAヨー

蓬のよフ〈ヰとる的lまp やは 1）はじ、めに考へたように弟象維持以外の点、l二；Jとめ

広1tiu主、＇I,主，らないーことになる。

われわれなと札て、ば；也ι坂建ーをもう γ度見λみようJ最初l二誌がづくの

まJ•:t. 工裂r.二属すゐ池が， Be 池を！令いてすべ‘〈抱のfト池より七割与にえさー

くぐ H~也テ 0 Inう Ba~也 12 m2; Ca.＞也2I m2 ), レかむ者との形が＜；b7也や

Cc$也めよわこ（.：：. fl-.らの池て・ It面積の荘、℃ lま~ Iiどおクてゐない !Jれど
JIL 

ii ）知長く lJ'..I;、といわ点ていある sζ;/11二〈ら〈ると者主主更の3也~Be ＞－也，－Bb

池，Ab池）1人池そのものが瓦来小3じよに．地のや央部J二lまマオ毛 1正どの

藍が3、、クレυと生主〈みて．水面といク℃は僅かに虫色の周縁に4とづて環縦に

氏、ι作てみるたけて、めタ 7ニ．第E型の音色て.Jt面積からレヲても，水1岳の舟も

水からνっとも，い lまIf前ェ者のす河的批倍、てみづて，長これ在｝＜二5くもなけ

札 l民また水言語ヘ婦も第E型 程 吠4毛Jなじのである9 二二らみたりに解決

の提炉‘一・？v＇そfん．で‘み‘δ うlニE、1止作る

．，茅工型酌 J也の~！面d吉がメ二さ〈，形が4回長＜ 1.正L、－i::いλ、二とl止，ヒメアメシ

ボ｝こと．‘んfま胡イ急カt‘J';iゐのて‘‘b一らラガ、b、ポムは主きに7ドd号：主；孟希の4妻みdテlヂ
鵡4草のz真ていタ七昆メアメシ正主、ゐ生活空閉バナミアメ yぷにくらべてすごりと池

包却に庁よクてやるふド生誕べ‘た e 吃＃ 1ま坊輸大さ丘地で、の誌で、，池がず

？と，J、ごく江ると池山、部も池lIL奇Z.tなし産、〈ヒメアメン本め！主？岳を問！こu
クて Lまλ＼冬とJ乞lま丁産油会:14>-が池辺部に，本自営する労長況になづてレま中

かのよすで·Jうる。もちろんよれほ地め形によっ立ちが丘、吉夫であク~··，同じ面積

でも形の円以池-c・ 1.土 y 十克にビメアメンヰでの｝｝~止活空閣が、戎ゥれる場舎で
む，知長い池てい｜士両岸の池逗都に梅営する善F，かが中央てJ接続レ，ヒ〆ず〆シ

ホ’：.＊生活空間である池 11.；＿，＇蔀わ〈、消失する。私か今： Be池乞暗いた葬I~の3色
の井通性質として J学「＇(r：：.，池の大ど‘い己と及び・4局長えないこととし、J、ニヴの

点lι これらの池がその池1¥S年iニヒメア〆ンオどの必まり活動レ 1i.l• 本面乞戎ー

した~－ t, 1 I主1時間的！こlま余毒城、じた池でJりるといか可能性的すめであ
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h.私など実際！こ二れらの池について犠寄与レデニ舟をも，をの通1）でみフTニ．乙

れらのま也吟ヒメアメシボ‘は岸逗進七特lニ岸じまえた越紛の陰や，ま7ご之の

鴎迭の滞0:1<.雄物や枯死3した沈オくj 喜重ァk植物の減？をの浮んで~る部会干し

豪むよく集会し，また之の迫；緋乞主、な詰動場所とレてゐた，池(J)l:.炉来蔀I二

3曹υ出ゐもの右全然J快b、訣ぞはなかっとが〉誌との裁J;t・品、r;.＜，治主E部て・さ

へ仏之今ような休み場所ゃ特F会初I互い部会！.：，.はほんの僅かレ方、見られTr..

かクIユ仏 7度之tij会，農も1池の中のkメアメン・，t.・・にとづて極｛ ~.子車 tf..Pff!!_'1す

がぎ明され， u革命都知主主.h.て見J会てられみるどいつに米態、山に

ので＇.11>.ゐ．川、レ乙のような見捨てられた場付といλ、めは，必ずレも菌

定的なもめぐあうたといふのそ·rttt:t ＇~ 場所,;7）.利用の仕方は J’ヒメアメンボ

台身ム個体絃／？＞ ~ti伊f1：ょっ＇（~；，量約－（~•• .:Cゐf:;0 己れについ叫 e 後

でまf三五五ベる様。であるかえ個枠教の少1エい婚に.rt. 池泣訴の－~ニ倒的に
たいげしか活動レなか升こヒメアメン氷もイ直体教のよ嘗すとともにψ 求第に

地逗部一挙f二研ろがクて狩3，与ま〈‘の.1r--1iJ用主聞も次第に利扇空間！こ

変1Lレ"l.1t..-:>.1:::... 乙千らの~~~利用主閣と t·, v5、のも持寄楼芝、不可能な場所

℃咋 1;.＜，舜 r：；.：‘ヒメアメン土日にとて予て. IまUめから建みつくのにはあまり

ぜ遣ではないといふ程度のものにすfιvったのである0 ti't;＇らこのよう

1$~事工裂の池では，たとひそめ一部長トの場所にじメアメシボが高い接怠
忠慶に差したとレ〈む， ιの枇の部：会t'.2It，い＜ Gても新らレいイ臨本乞 t反

容すゐ余此が長会れてゐぉ訣℃、あっh 池め＋妻？色底度曲線（又ii：個体数曲

線jが極火今4査をネしf二時で4んま閥的にl牟金枠と Lでま行、まがヒメアメ y

if；・I＇.：よ？之省色わされるに .fl］らす；ιヲと底産が増加レて五差支へたい程度

の余私LをA辛ク〈ゐ7ことJtらおるのぞある 0 -1旦レ，同じ第工宝島形i¥凶底度曲

目録金者二してはみるものの， Be iltだ‘Itゆえ会権特がちが、クてゐる。この池

Ii 夢II'M曲線ぬBd泌と向 v.:.~ でゐタて大さ与も，j、とど，？也ゐ内部の点
態からレってむ；池坊夢工翌Jの池のよ与にまjr~ト i三よクてヒメア〆ンボi二 ζつて
の好通不好皐の変4ヒ1:>l富んぞみな l＿＇のぞある俊之 ;/1.,~ニ kA今 lまらすよ；ミの
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f也か第I起の曲線乞J示Lにといふ、の lま初私lまこ..；／’Lを4えの捕手令による人ニ乙的

nAz1昌J愛;r;Lの点目与来にちがか広いと／号、々．前lニ‘心ベf二通＿.I）ニのj也iま．ー白一

切 Bd. 池から汲み出－－~ A:ιたが乞ぶちEfj.けられて， ,re;托によクて水位乞池の

をきのよ端．にすれすれにまでイ呆持3オLてゐるωてめる。二二ぐはヒメアメシポ

は寿日，埠み場前乞力、主まは主抗，あ＇；；！：. 1_7に成が・出すのにはあクらへ向3に

水位iま高かクfこ．ニ企L刀＇°， Bと：：也Jコi宰（W.,.；き？産をLず二？とイ広いま」 I:;f宗7ニ七t'1元原、

自て.f:,Iんま fニ前 l二三己レ 7二ようにたとひ人工的にヒメア〆ンボ‘乞移レ入托て~＿；.

聞も 7f.くるとの底度4こ帰づ、てしまヅた4子、困てあら金と信ず、るのであ五九縫っ：

℃二の3也の曲線ヵピ第工霊l乞示すといヴた防ぐ，己れは也ともとさう広喜べ‘

きものではなし‘怒らく荷主耳型に入るベ色もめが，人為の影響生ケl_tて例外

・的 l二葬工裂的仮態乞示すI二いたったものと考へるのである，

書生工型形瓦が‘，以上のペ‘たように，比較的立問的余語、に宮九ti、池への出，． 
虎乞物語クだみゐものとす札it:＇， 第耳型形式lま来してピラピあら手力三 二

の宣~＇ニ脅する Cc. Cb. Aa.. Bd池 fぶどめ諸池l;t久さd，や形咲からいタて，

d可礼も石との会本語力包メアメン~t”の生活空間ーとレての池辺部のイl筆件定号とな

へてゐる。しかもこれらの水面！ニ l;j:.腐村植物の堆積が頭主のどかぜたり，

あゐかは Cc.池のよラロ l宇才わ居涯に生えた革や小濯水か’t舎好0－￥~~－会乞
d是4共レたりしてみるそして美暗号ヒメアメンボ、lま多少~.7.>差二生 d6ilァ早くから
ζ れらの不面めといの部会にぜも活動しく thゐの乞認・めるふとむとで・！！ 7二のであ

ゐ．わ.nわれはニれらの3也二なヒメアメンオぐにとって，tι会体が生子遁な棲t皇、・

主義'ifo·，こ広クてゐたものでめるヒ言忍める二とが’で3 ゐ。でt~、ければまた；ニ才し,., 
らの？也が早期から多くめヒメアメ以ポを引戸つ lJ，高ぃ溜~~；，号J宇でさる訳

もT手かったで、あらう”と二みで手ムカご一番ー興味をひかれJゐのはj也の主也でヒメ

ア〆ン，がの車産が之、よ昇レてゐる斗月 12日項にも．二の第耳亜！の3也だけは

えレで鯨若な増加を示3ずi大体からいって，惇 1i・・一定の恵庭乞す＼少とイ手

持レてゐ fニヒいλ、点、やめる e 第工型の曲線のft-す所では，ミの項ヒメアメン

ポ越冬個4本の活動の最盛期に入つに二ど！J.疑ひない。第工裂の池て‘lま7)く
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面グノ余裕。があったため，増加した；活動個体E:ii主容すゐ乙とカぐぐ・2t二＠

，：しかレ第五型の3也の恋度が己の足寺あま l）高まらなかヲrらといふふとはF 心

れらの池でははじめ刀、らあまソ者度が畠〈弘リすきχ 乞ソ，~札以I工会イ薗

4ホ乞もはや状容する二とがで2t.正カ、づとこーとを示すもの．て；‘！ま広いれぞラ

位すればわれわれ Ii:，ヨZろ第耳型曲線にあ、いて，もはや之AL-Gの；；'-t色ι針

して純子ロレ，ヂ¥i司犬態i二i童レ 1ニ恋度ーの瓶患を認、めるニとがぐ3るのでめる。

乙のように第 II~ め：也℃は，もはやヒiアメンポ~丈容力φ限界 1：：.蓬レて

ゐる也のとすると，新らレく増加し化活動個体に針する新らレいは｜ナロヒレ

てお 7j三面がニミ lこ凶穿と広クセくんでみら久事工型の池はそのーとレ亡役

立ちァその忠皮曲悲の急ょ尋！ま二のにめに一段と晶めら才L-1二二どでむあら久

しがレをれと央 lニヲ全然和らレい水面，今までヒメアメシポにとクく利用償伎

を認、められ江刀、った池立でが？二の緊怠f工事笠l二港、へて長（fらレく活動堂問

主しこ登場することも考へられるのであゐ。場f.i1L霊ト力曲線乞与す沈といA、

めが正じくこれに該哲すゐもめて、あら示。この31！に成するBe.Bb, Ab~61士

何才Lも．イ重かの曲橋ヒ p しかも狭小1t-壌点の水面しか持たないこヒ！こより

てJヒメアメンポの生活にとってかなソ不利転環境を形成レてゐる。そして実

際己二には最ト初のうち l主必の虚かじカ品位するものはみなかヲたのである．

ヒ二ろが4月中旬にfi.クて低かに乙作らの池カピ高密度l二1i-クえどいふの｜ま..t 

t）もな｜主主ず之、に増加レたヒメアメンホ；、にぶってと乙に弘らしい生活空間が、

開拓とれた乙ヒ七意味してゐる．たとひ4主む力 1こめふけ壬都会で、lt・広かったと

しくむ.~也の場付が満員て、、ゐる以ょ彼等 l主ヰむ広くよふで辛J色し f正ければ白

仰向、ったとも‘いへるであら九乙れら第皿型の池が、ぬ手同l犬患の第五型の

池；1ユオくい近接してゐるといふ、ことも，｝部のヒメアメンポを乙のよ今たムヒむt

j早五五い生活l乙入らιる上 l二持〆コで子力が、あクf二にtーがひ江いのであゐ．

辛E型の池への止むを得だ：＇Vt号泣ヒ軌芝、ーにすゐ見参lまF 極物画内に設け

らすιた多くの水槽lニあ、いてもまた見る ιとが、で主た aこれらの水槽は多矩形ぬ

ものもあれば‘円形のものゃあり．セメント裂のも分もあ才色 tt＇陶器：梨の水労瓦て J
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九向υてゐゐものもあ、l｝，を之のaj:>Iこ色々の水生極：持乞裁会告すゐためi工水Eこ

とたへくゐたものであるが〉乏のえささ iえ瓶してiJ、さく，円形の瓶で域多え骨

量4壬p.s-ネii'＇也、 1），， 少し久さなまE芳らの婚で長i豆 l米台、i・ E来位のものが多

かクt：..二件らの水面．特l二小さーぃ水瓶のやなど‘l二I主，はじめの中lま勿論、土匹

のとメアメ ；：；I示、も見苦らぷかヲfこ品そめるが＞4尽中旬 l三本クてヒメアメルポ

11ぐえ増加す－ヒヒも 1二， ζ；のまラ1手iト氷晶tこも乱'U＂乙んで《会ものが， 'h'IJ.

‘・
’1）現 1主九たのぐみクた，疋sむふれらはあま l）－長ぐyこよ lご仕みて2いてゐたとは考

「らJ(Lf［..いe といλ、のはあ」るB現 lま礼℃，たの次の－El消え， S乙fこ弓えの 'EUニ堤！ま

，れる量こいつfこふとが‘辱々 見ら,ft,tニ力、らぞある． しかレFニヒv.定住するまでには

豆ら広かワた l之ぜよp ニのような小水面玄亡‘が；活動堂節ヒレて利用さ牝,tこと

L＇：品、こを tえよLの脅持のアメνボの世界i三百いにいかに墨書時人口のは lft::7が

婁ぷ主れζゐ；fこかどレふ、ょとを正写像するに難く広いのでhる，

わ札われiは以ょによって．ヒ〆アメジポ出現抵患に見られた三クd:i聖のよ

ヴて求る所乞 I~［ ll'了解で、主る，越冬イ眉枠が活動乞 Jまじめt~ I向、りの浜に

Iまをの個体教も少芯くタ与とれらは割合に生活t 都ふのよい地にば、かり集まっ

た．このI三め二れらの池で、lまはびめから舵和紙蕗1::l在い高垣度の点態、がA皐

たれた（事亙聾）入ヒニろが‘ヒメアメシボ、のi主7t1二とク〈み.t;11iF.会のよくな

L、池 －？： I丸はじ、めの中 lま落。〈ものがヰ常lこ歩広した f~綾I二江リヨとの附主主

会，f-本め活動イ固体教が堆い度活に好都ふtr_池fよけでは到底増-t;oレた人ロ

乞~長怠で、きなくなってから iまじめて，こふじも多くの植4本が殺到し拭に車産

が島まゐょう仁 f正つι く~Iri 型入受 Iご z池の面墳が属ら毛0内部 I~ 穏々
事与なっ九像杵の場舶をま2トヲ地マt，若手ゐ約l乙｝ま多 t の．アメシ－~·折、集会レ晶

密度lこなっても池全体としくははじめから1終りまでぬ忠産η妖懲を維持

レ，たた＇".g~常7正入口増加の舟守t:::"tj やや高い鹿麦 iこ遣する葎1主である k見る

二kがて、さるのでーあるく穿工型〉。

以上のような現象セ見る時，われわれは動物の輩、患調査ヒいヮr二鈎で
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阜にめる一つのJ義的の結果・7こV’から之のF付近全体。恋ノ支のゑィι乞推定す

るのは，巣は甚だ危験rぶ乙ヒぐめるのに説付くぬぐゐる。』ヲの場併ヘ動

物が集まるのは，草に孤立レ 7二吃 ~｝ 場併の紙委t-1＇賓4壷に慮、U ℃集まるムで‘jま
fよい．むレろそのF付近の他の場対との鴫4車位置にあ、い〈，相針的ーに生湯に

最し好都合江前乞えら li~7 とするのむあらう， しかもこのように集まる・二と・

によク乞起る底度の串まリ fj:~遂には波塁手の骨子主ない場所、仏彼等乞推
しゃゐのでめる。ゐるかは，たとか話通広場所で冶クて丸める程度以よ窓

産が高まれーはず，持支~自身0起し fこをのぶう 1ぷ恋度の高まリによク〈，その場却

で、の主主治の’史遺さ乞支ク乏しまみ、とvいヘム之ζでイトまて・見捨くら札て

みた，よリ不温な場所F，今度；はむレる括まレぃ場怖とレ吃波書宇の目長I二股

ずるのかも知れf,f.いので必る。之れはともかくとレても，ー？の場所のfj；扮

の棲息、密度lま，ぞの附i庄の枯の場所の替E，皇、宏、反のdロ荷によって影響:iうIf

変化すゐもの＼亡、ある二とは与後の底度調査1ニ営三て"i{,分留意レなけれlj;''f；： ら、

広い ζ とでみらラレ，また梧l官、場怖の遭不通乞い品、F寄与 1：：：仏軍にある持期 1ニ

_A也よ 1)J留度炉、息かづたどか，（e:.,力、ーフに主力、い点、Tゴ17で／;t，簡皐じ次められ広い

ものであゐ二ともイ呼せ考今広ければ五らがi、であらう．

d、

VJ. ，~池内の部ふによるヒメアメンボ
出現状態の初進

イわ）＇Uつれはすで、！こ池lニよってヒメアメシぶ．の出足鬼伝接、が・担重ん宅九らが

丈別レて三つの型になゐニと金交ロクた．心外らl土ヒメアメシぷ、自身の場所17)i塁
手Xど．乏の，密度のdロイ苛によフ〈，いは lどヒメアメシポ白らの働会によクて作リ

五、げられたもので・あクたが，その根底！こは彼等の選択する場付のイl象ィ宇和初

が：関係レてゐ fこ訳でめる0 1::二らで・宅の中均等工型の曲線といる、百万 ll，ぞれ

f重！身ぢークの型企なすもの ・C'はある IJ托ども，えA求をの型を生んt：.・3砂訟の紙態

：が7布部的lこ多掠℃JゐりJ宇期によりまた地ゐ蔀ft-.によフ七，ヒメデメンボ！が
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多メ集合する前もあ 1）去にfニ沼1-vピ集まらない所之F布！？て，モ札ら全体と
一＼、

してこよにはじ、ゐてイ広尾E去の~としての車工重！の曲線が、づくりよげ、ら北 fこ
訣モ、あっ Tニ。レ℃みるヒニ此らの池の内部の各部令吃セれぞれ草 ~.rz＋レて，

与との z炉心岨ノi本数？員長を相互に比較すれl土、二丁;Iちが‘クピ池向土乞比較

したH寺と同じよう f正型5う宇目皇z均三乙乙でもまた見られゐのではないかと

J考へる二とが、で、主ゐのでh~る。’レ了力一、レー才から考へゐ左，ちがった池同土と

一つの池の内部とでは本．貸的｛こちが、クた面を持ってゐる。前者jま相互に

陸地によクて隔てられ切離主オLてゐるのに針して，後者lま水面 I＇.：：よって相

互に連続レてみるといれき、 Cめる”与とじてヒメアメンヰくは， fこ邑ひ陸地には

てA上リこ fr...~主力支るこL とカども色るにせよ，やはり 7J<.面 dぅ才が、よリ白由にあち己

ちま脅えし移動できる訣ぐ治ゐから，ーヲの、池の中の部ふ的な集団ヒいよ、

ものが：来して隔車産された池同士の集団ヒ問しい混象主示すかどうかとい

ふことも，実1.t甚rど興味ゐる問題乞提供する乙とに江るので、あゐ。二托

をつ5進めて行ItIれあるひは動物の隼団的まヒまリといんものが，とめよ

ラj工1t.生貨をオ寺づてゐ5るもので、あるかといシ問題にークの質料t:：｛：是供するニ

とにだんヵ、むしA〆ιない
＼ 

＇：＞＇）...下科lまH:r也の資粋「こついて調べ、℃みるこtにする。 p他の第工型の地の

育料ぐ、む同じ、訣℃’めゐが；ーを「私ら｜ま H~，也に比べるとすみと大主ごものさく，ヒ
メアメシボ1圏イ本数も分、Is.1.-1 tこり，そとの中をあまリ手切かくふけると，」巴ー岳の

一寸した動3によるちが‘ひまでJまるを‘重大なちが‘（） ℃、あるかのように鼠J及jま

n 1;t"r，；：：＿らなくはるあ、そ払がある。それで乙乙ではy 少レ位、細か1：：内手全ふけ

て札えレTこ差支へないf三‘！？の個A本拡や池のえさ3をもっ H$也f三、け乞イ列とし

て身えよげ‘ることにレたのである。

私は毎日の観察の障害，ぞれそこれ．のイ団体の存在場所を図の上に記録レて

ゐ、いたふ生ってp これらの毎日の国乞1工らべて見九！ど，集団の形や犬δさ

が変化I/'(_:f:Jく戒態乞，一酉亡、了解できるのであるが，最扱かの校長ム

池をいくクか！ニ図上で、亘書1jレ，々とfl-ぞれの亘書1］の中の個体数によって，部・
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第ii園 日 池 の 匡 劃

よ）遷劃lま第11国のように岸lこぞう2求｝場の水面ι織にiまほー23民間隔で

’MづてA-r-フfこ。乙の岸1三全長 2米幅のf意欲の水面ヒぃぶのは，前にむぬぐ

γニ孟 1），， ヒメガシポば活畳間ヒレて最むよく利用さ才Z;-(.d'J ~ 7.焔 で あυ，
ー

：それより池の中山、に近づ・くと，もヨ生乙はナミアメンボめ勢方固であクて， fヒ

竺：ヰアメ 3ノボ－、はほんの僅か〈終教に針する之～30；ら）レ U、見営らIt.いのてゐるの

ん更に，ぞの環付式首ろ水面乞横lこ屋切るのiニ之求間隔乞以〈した．理由とい卒、の

;n人ヒメアメシボの－－－：－;1、集団の拡が、りカぐ文体£米以内の範囲にあるものが

：多〈，乙の毘童1）内の個体群 l土審J~1ニ安定レ fこ蝋港にある℃、めらラと考へら
メJれだからぐある．ょぬように匿知られたそれをど払の墨書1］にお17ゐ日々の個

？林数度ィιは，第12図に示す通りで‘めるJ
九ぞ第.1＂.？ 図で見るi直I), H F也のヒメア三ンオごは，はじめの中lまSt.12の

J附＂'1立1－：.主とレて活動レてゐたのでゐタたかど記、んだん日が経ちイ団体教が

増し七くると共に， Aとの場所にも次第lこ活動するよみに江 I),4月12・ 百ヵぐ＼

.:iif：＇.綾は，多〈のおふ！こ多くの個体が兎ら、れる ιとになづたので、ある． 乙の

り／12といふのは，宅の中！こ＼ジクシがヤの株が植え忘れ，その！両．イ買い！士

穿ーの朽撃が水中に堆積レfこI),;J<.面iニ浮ん7よりレてをリ）見ヒメアがシボL

：抗生活lこ，蔀舎のよい湯舶に t~ ク〈みたがj 彼等Ii や lまリここ l二最初のJ喜
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回乞づくり，人口が単：：；－，ニワれて／虐のもラ少レ帰仲のある場所へむ次

々と王鬼伝れるにいたクたのである．ふ匿事＇Jt7）出 Jfl~批態 ι 前！このベ、にふ

’l、 ~-tiの裂と針比主ぜてみると，先グ·st: 1.2 1±第瓦型！こ該営レ， St.4.ゲ， F

などは第五型と葬耳型との回中間霊！に， St.18,J少ぱ第E望！に営るもぷ亀る

・二と"t｛℃3るであらうの広 l孟St.2やSt.14 などはタ最初ゐキ lヰ会見~Us妻む
ものも f正し綾1二11：クてもほんゐ僅かレ台、ヒメアメンポ）i現 lまれてゐだい，

t.r~·：. ム九む第E 裂のー亜型と見殺してよいていあら九ムれらの場前！；；！：，第E
型g他のよ亮般にくらべ、合もクと保件が忠く，維づて他て2・少しlま！かり人口

過剰の場令でも 9・乙二にはあまり寄リフかないと考へら，Jiるめぐみる。 ぞ

九カミ極端にな’オt..）ま， St.'1ゃst.1_6のよラに，もlまや4与野、姿を男Jせないか，

もしくは耳寺たま 1匹力、2匹一寸立寄る必の手呈度になク℃レまう訳でみる。

垢もこれ’らの場前.tj，進〈に垂／£る池の場併左の比較からヒメアぷジポ1こと

フての捜イ直 l三乏レいといがだけで‘みって9 池によ lp場併が、Zlj J乞＼J：：＂，.ニふも

ヒメアメンボめ岩手c、3巳躍するかも失Dれ江い。

以上によク．てわれわれは，ーフの池m市部でも，争はU部ふによってヒ

メアメンボゐ忠境批態が・異なI人工度ちがフfニ地問士：i>_間男、見ら北るのど同

？じ、ような出現型の相蓬が存在するニとを読tめJることがで去~－~ H~也広ピのよ
う広大；きな池全体とし℃見られた，第工霊Icl:> 型とい晶、のも，要するに地の告·~~
による事E型，手E型！広ど切手！ゃ．めるひ jま池』ぱ奇~1~ と、、の..;J／：三活動地域aを含
めた，全イ本州昆舎から成I｝立フてゐfニ訳をある..勿ま合同じ葬工型の昔、録と

いづた併で， f也！こよってI第五型の蔀会の多いものもあらラレ，葬E型の昔iすみ

の多い？也p あ．るひ l土 ~1：.）吉動t也虫説。刀多 1 、？也、むあらうか、らy その曲言去の形ψ，

全体としての程度の高さは I体ずしも閉じではな〈，第耳豆や者主E型！への

移行型を示す3也ι見 tシオフらめら会が〉とl二庁、〈二A-1,,1ニよクて，出現司浦、の

型に関する限I｝； ーヲーっ独立しだ小dL、池と，丈~ ！£池の部4ト部みとの

間l二，若しいちがひは広いことを魚崎乙どカどで、主たのである＇ ~うすると， f也、

のやめ蔀合部分、とい点、むのは，ヒメアメンポにとクて）111々 の小さい池lこ相蛍
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・.fゐだITの独立 1／主を具へてゐみわののよラ l二も考へられて〈る句呆レてとメア

メンぶの！主活にあ、いては水面によ，..；； ~c. つなが l) i呈続する部今去jiかといる、もの

カど，完全に相主 L~ 隔離々てゐる小池同士と同じだ‘けの独立3佳子j寺づた生治主

節目なゥ主ゐゐのであらうか。これは甚だ興味あム問屋互と芝、1:Lriる。

乙の問題を lまづ 31ノミす f~ め／－； Ii 政政へずヒメアメシボ集団のふ布訳態
司ー

とぞの大ささ形及 τ，（~とれらの問のイ国J本3ぅ動3 を見てみる引委がある。 k:: .：：..－ゐ

てい集団の合布縦響、といA、のは第 12由民主え体手ごれてゐる通I｝であ；）て，

－~也内の集団は lぽてしもーヴのものの広太ヒヨとの分離によクてクくられゐもの

ではな〈，人口がます.c共 i二会然か l;T」ま r~れた数個付！こJい集団が借主的

にク 4られるイ噌向が、うかカぐl主オLるのである。 7二kニv.4月12,13田主夏の St.

ク， ＆＇. タ， ICJの集団のよヲに豊続レたー集団のように見えるもので弘美l需

には i犠 I） 会ふニづの匿劃の集団の聞にま刀 ~－i, 回があった円またさラ℃江くて

むゅはじめ引の集団 f三万たものが両かη4京大 l三よクてークに港：令レセしまクた

ヒいλ、1貨のもので、あクたりする、もちろんムつの匡劃内の集団が掠大してニつ

の匿111にまたがるとい必こ，とも，骨いのでは1ましたとへ1£‘St.13のイ圏4本など

はSt.12の隼面が拡大してはみ出レて3たものでゐるが，しかL丈体十二あ、

いて，人口が増すと共に池内ゐあちιちに独主の小集団が多くぐ色るとい占、傾

向 lオ否定レ難いのである．こぬことは，前にのべた，先フ冷子i車広場所1ニヒメア‘

メンホ‘刷業会レ，二こか、飽和紙態1二重すると化みやや劣クに保持の場員1rにも

集まクてくるをいJ、ニヒ乞示レてゐるものであゐが，ニのよラ！こ増加ト T二λ
ロがークの集団の問団への拡大によクゼリ文容さオLるよりも，も、しろ4i色の蔀が

1：：新らし い集団が形嵐コれるニとによってi比率δれるイ場向が多いといふ、ニ

ヒは J零すゐに池の部：か部分ヒレふものが；ヒメアメンポにとっζfκゐー

続さのものではなしゃlむノみる程度一つク、、クある長囲iニ限定‘さ払p 相互ー

に独立レたを聞と L亡の噴値をJ寺クてゐることを示すに外広らないと l宮、は

ねる。とニろで乙のよう広？也グ〉善~iトの独立性といふニとは，モ Jもを・九の邦

余1こあ、lナる集団の独立 J世によク〈託、められたものであク fこが，栗田の独立



ーτらも一

性といλ、ミとは.1.~ t：.＇車！こ・余布1-i天智、やその出来才のJ久主的て、あるといよt

jごf三げでは，まだそれv乞牙〈詑中るイi長井としては不え，かのようにも忠、lま比る合，

何故！~ ら，集団が、独立し℃ゐる7ニ坊に！丸その集団長 l土ゐる程度その集団の・
申だ•1t ~ 世界とレ，みゐ期間をこに定位してゐるニとが¢婁と考へられどる点、

らて‘ゐ？て，え針にすべ二〈の緬イキが全然｝所I二ぷち定まくこ k広く，絶えず二

ちらの集団か’らあちらの集団主ヒ馳せ担っ込ゐるよう f手乙とであ作lま＇~ 1展
.-t) Iニ集田は集団とい℃之の形か詰忍、められるものとレくも；ぞれが相互lニ絃

立してゐ’ゐ止は承認ι難いどしt；.け托lまkら疋レで‘あらう そ昼れで·1tH~色／

のヒドの集団に百！？る4間体の動ろは果レてど予でゐそ，Tこ刀：払が池の縁に

主）τ三躍もめたど‘lナのニとからいへば．ー集団の4薗Aホ｜ま3bdトゃ1t/守閣の

ー明℃壮，弓とラやたらばあちら乙ちらに出歩くニともffく，犬／県高との集団の中

7よけを之の活動領域ヒレ℃ゐゐもののようであった。レヵ、レー相体の動主主ー

丹念l工瓦とイけ主ラと思へiま；.~宇！三，j可回 1:: :I) f) tこクてえ：托がイー集団の申1乙ti.'1ナ

定ィ孟レ〈ゐるかどラかを晃よラと思へ1<1;・・.，やはり之れぞ‘北め相応に標識j乞ク 1主

てお〈ミとがは喜きであク作。レかしらの池C寝入が標識をつけるニとか亡、＇.~｝こ
のほ，僅かのイ薗イ本にすぎ‘たかク fニのぐ・，これ，7よけでは~t三、不満足だめぐある

民むに’かく百々ぬ動主の：－）71）とごしてニオちを：表示レ乞みよz.第ワ表力ぐ二れて’

あクて，毎日の鏡 、
第ワ 表 H地内における伺体の動3

察時に足られた

存在地置kA笥＇＊＇

毎に示レてゐる．

、乙の：表1さホ2

jtてゐる通lんこ

れら教頭の標識

偲 枠7)うち，門b.

除認’＂r:l少B下もザ 阿川内b.2門α.1 ，，.’Iα2 門c.1 
｛♀1・（1j-) （.♀I （合）（♀）

月日
4. ・1-1 .st.ワ st.ワ St. /2. "St.12 st.斗

4. 12 st. J包 St，ワ st.12 st~ ￥ 

’4. 13 st.12 st.8 S土＇.1
、4. 1ら 一 st. 12 

4-. 
同．

24 『． st.. J./. 

問c.2 
i合．｝

st. lf. 

S乙f之

2, Ma..1, Mc.1 Tiどめイ自体Ii,;J，、！J.くとも 2白か5日，同じ‘匿童Ijの中ヵ：

もしくはまのi蒋リの亘書！！の中｝乙引続いて？帯在し七ゐゐ。す江iまち｝集団内m値
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，，，本lま，車l二短い時間内局みならず；；数百にわにづても江！ま之の集団内に止まヲて

みるよいλ、傾向はうかがはれるのぐ・}J＇ク－（， k:の4固体の動3-Iま！ぽす・しそJ，でたらめ

1工むのではないと b吐、乙とが、わかる．どニろc，ミ ζtこ少レ註意、定ひくのは Mb.l,

Mc.1，阿c.21£ ど‘の遠距離への移動でめク〈，これらゆ St.ヮからst.12.-St. 

4から St.J 1, 12 ヘヰたはその進といよ、反LI~ 1 全車、かIt離才i:t.ニ射の集団ヘ〉ち

を精Yクρ〈移韓、レてみゐ．払Jj:~きにー池内の和らレぃ事由か，金不離れた蔀

4かに准：立的にで、主るニと乞めぺ‘fこが． ζの教1e体の移動説、態lま，正にそのよ

ラ1エ絃立的阜商の弟点機構のー端を，示すむのとして興味1覚えゐのぞあゐふ

｝：，＇吃かく－~.R民よリ賞め地内に織、ぴ、こんf乙ヒメアメンボ Iま母子i車広場併が見嘗

九j;f；を乙 iこ本ぇ定住レよヲtすゐてあらラしかレ二のよタ 1;1函棒がふえ密

度があまれiま；主活に種々のヲミ都会k覚えjその一部会1ま全然別の蔀余ヘ移

転する。ニれらが集ま札・）：f二乙に新らレい集団が形成fさ料，包の集団員！まニ

こが高麗度i：遣すゐまで、｜まそ二に妄位すゐどいづ 1ご訴え態で之れど札の禁固 jま
、勺J

栓立してゐゐので・はないで、めらラb＇~ レかレ最初に好通広場付tえらぷと l、千二

所c，唱との重揮に lま自らある範囲が限定コ札~－cゐらう。はる方、遠〈ヘピfこク
fニ場怖でめれ1i，－いかに待通な場所であらうとわもはやニれらのヒメアメン＊＇

, Iニヒクてi草択の可能性の限界乞二えゐニとにがるであらラ力、与ぐあゐ．維クて、

モふこ l土ヒメアメン，すよグヲ生活場所をさめる擦のーヴの地域の拡がりがやはり

存在すゐと考へら:f'l，之の中でill買えよ手虫色ニ等地といクにJI！語序！こ集団l主形嵐

δ れτこ行えのぞ！止ないてめらうカ：ニのように考べ1られyこ地域1ニ針レ人私は

少、リに「底農地成J＇ヒいβ品格乞興ヘ1こいと忠吟、。二の地成の抗力tリは・今

ほえ確に定めゐ乙とはで~1；.いけれと・ti,H池珪主のメこごえとであれば， Ji::.:/) 

中lま全蔀之の－f也j瓦内に包含されゐと更J－（＿ょいと忠はれる A さ5の何ι－：1やMc.

1. Mc. 2 ts.ーといの個体力移動拭況が、これをホレ〈ゐゐ，pらであゐ J匙クモ

4ーの意味 iミあ、 Ifる←つのよ也風即ち一車産地域J内のものヒレての， H~；色の~·か的

-,d：，集団は，之の成賓が＇Jうゐ涯度そこ乙Tこ定位する点にあ、いて－／，言、独占乙してゐるが

しかもそれぞ＇.flの集聞は，互に他のま一回 η程度とゐ問掃において形成ぜられ，



一ι8-
' ， 

〆
〆

維持王北てみらといぶ·P.~ で‘ iム相互 iニ結 ｛，＼＇令ク〈ぶるといλ、乙とが、でさえう

よの’よタな集団の相互嗣持、に£、いι私 lま3也♂J部少同士の間ヒ，ちがクfニ

－~也開士の間どの、類似酌斗、レる常かり凶のぞあるe 昇μた集団の形成維
持久 1止しの隼回の宏皮との関係に率、いてこタlまれるといよ、予と l九七ともとちがよ

った池同士のヒメアメシポ出Jfl型の比較から導三出主れた結t命亡めヲた。

恐らく小池同士の閣にも，少のべγニ地域性の周縁lま存在すると忠はれ，第

専裂の出現裂九之のー底度地域内ヒL;;i、ィ保持ヤlニ万11る長ち好通ω也l乙

広いて九ブ丸られるりみ七あら与 しかレその地域の拡がりj範囲l主やはij

々との中の個体の動主主通してでなけオLは適確には掴めなト.1ftクて：乙の点lと

クいての問題）士一店、次の章以ヤにタ長レたいと思去、民高と払lまそどれとし〈も〉

3也の館料品のヒメア〆ンボ集団相互ゐ間！乙，初雌ごれ川地同士の聞と

同じ、関絡が見られゐといふ己と比ヒメアメンポ集団の形成 l二とク叱水

面走塁きて引かミま ft.てゐると万、みないーとかいふのは本管的江ちがひ乞もたらす

むめ君、はなく，むレろモのよ芝草堂閣の強制酌限定が行｝ま北：たくても，波等

台ら地，或~－~u.νセレ，白ら集団のえさしさ彩をと決定するL働3のある二とをな二してゐ

る。之心く乙の点 l.t，ぞれそ為の隼国fこ志 1-t·~波さ~{7),j画材えの定位が：示村宜主性

にあ小〈，益々確かめらオLるのである。 ~I む，吃め独立惜の程度｝ま，周囲乞 F空白
七句、乙まれた地のが〉より高いれはむ；・－かとも想、恥μ付仰がかI二

はまだ．ぞれぞれの小3也にあ、いてヒメrメシボ、がど才i1il.定イ主・・v，ピι位移動レ

てゐたかといか点が明らかに2f.色てみない訳ぐ・あるから；’Zたの章にb'1い℃

乙の賓粋を調べ・るニとにしたい．
1. 

＇白
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1.ヒメアメシぶの池から池への移動
ヒメアメ y;fぐが二ヲぬ池のキ1二本く定4主する4填向があゐかどうかとい品、乙ヒは

前章にのどすこ池の殺主主性の程農を安りるよに重要てあるばカ、リでな生，まIニさ妻ー

勿海毎の出Jfl'ffl!.の相量rこま？レてi持久作説明が本営i三正レいかどうかを手口るよ

にもよ切であるs何故たら，もしもヒメアヌンボが｝池にあまり定住する乙・ヒな

し絶え才、先から池ヘヒ移転ば、がりレてゐ手ものヒす乱ぽ，第E型め地tr.＇位

和紙患に主主レt-;.t：.めヒ事I託宣の池の虫E友tr：：畠まるヒい点、説明も少し任じくな

ゐ．もーレ定住牲が7五 ft れJi＇~·佐和戒態、であ ·i;0 となからうと，ヒメアメンぶは

いくらで・む t也＇d；：色へ移動するぐあらるい主rニ沈ザヒメア〆シよ、！こヒって婿車ぜ

日、利手通此かいA二とも．やiまりあゐ程友討死二 i二被寄が迭の〈かとj

rによづ℃判断さ料ることだ、から℃・もめるe

もヒもとヒメアメジボか‘水面 Tよけの滑走者ぜあづて，．水を離札ては行動 -c·~,ti.
い合のとすれば〉与のよ与な問題む起る余地が江い．と二ろ炉実障害にl土，ヒメ

アメジ，~·の能tnニし℃ i土，水i旦 f!: 雄れ Tニかなり i主 L、前主で移動す争一二ヒがで色
初である。英薗ぞはこの種類が，最も追い水面から＃哩むはーなれた渇前で見

出~·；れ1:; 1!'1 が報告とれてゐる在七・あづて~） ；~，·~·埴物園 0）諸池のように互 1二接
送レてゐるi池同士の閣ではy；移動しようとすれl土文レ 1：：.困難もなレl乙移動で

,, . 、F

Zる1:l ちが、がだい。ぞとのよラ江水を離札ての~t動みためには，ヒメアメYポに絡朔

、1) B1..1.tl色［， Edv.;.チ.rd.A. A /3ioloiy o十if.栓 Brきi::h H€ぬptera- He-

teroptそこTO.・、． p. 2$2~ 

r；.ほ．わが閣で・乙種名 l主主r.;B月七、あるが，富士山頒定ロ烏返附11L3IオtJQ_よリ力、戸

り車生れた五島佑そこ＼ Gerri：：.~ sp..ーが6.FJの雨天ぬ 8-1二多数知範してゐ f二乙とが、

報告とれてみる（岩国主役、普士山須走ロ馬返F位進め守岳ーアメシ.t：・＇二きえき

て。；昆義．串2巻．混和＇＿ 2まr:.134真）.
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と比上宮＇1°すといふニつの；方法乞行ふ、能力乞：真へもゐゐからであふ 9

路朔はむちるん，誕冬成虫のよう r？芹趨呈！の4国体だIf1~限らがちゐるが，

ね観察レけ舟℃！丸山i¥J3豆琳め恥ゐ守乞弱々 Vれ l回

の純朔l二10米Jc,I;, '&¥ ・1 t化れ以よぎ准ぶもみん苧1），また＇2.・v3材絶朔レ 1=:_
／ 

後ι皮地よlこ F牢 t），セがから再夕、認が宅づ℃向ザ経E亘書量生進む~ ~＇、点、ニぞ乞
繰り返し℃浮動するもめ·4~~ ヲ 1手。 ｛ ti＇！.；附ι！こιょ，遠S亘書生への移動ミ／こめ
には，苑鞠が最む有力f正才法である二とは最かのない所ぜあゐd とζゐ＂（：＇.， $也

から洋へはひょクtc~·，またーヨの池から隣M池六移っωすゐよ＼t正捧
距離の移動に棟、しん地上乞矛ffじてゐる4国体む，約れわH，..は曇今見ゐ己主が

七きるゆ～地上歩行の方法はこL皐！）ゐふ℃i一づ lま普通の旬留を』与 1），もラ〕づ

i才批躍ぐ‘ある占‘
戸

i韮む 1）のて、ゐるカ；：； t也土のじ；~r~ らず：？Jく面℃、も乙の；ト5去によクて能ぴ‘上クて
ゐゐのを晃ることが馨々あゐ．レ，エたプド岳で己れをもうかし静かに符ヘ，~·普通の
ー滑えにだるま疋ぜある。地ょでは i回：7)跳 躍 て3ふ4緩から10糎 1.:ftt、1).:t.J前

進 I...7 こJ乞乞続けるとかなリ敏速に移動てき，：~｝五も地ょ歩｛？の瞭 l乱調留
と跳躍乞え豆｝こ混へながら進む場合む見ら九る．

旬匂ひ4更j1Jなことは，乙托によクでかなりの急、斜面むよぢ盛ること均ぐで5る

忠て、あって，二、ろ示、去で・4掛から陸上へ登ゐ・／"ti1) が多いようでゐ1oi~Bd造年どど

は外へj初出ゐためには，水面油断約15維の垂直のセメント壁をよぢ啓る』婚があ

る民私は2婦のとメアメンボ示多0)11手間を菅じでこの難字業巳成功いみを；目撃Lた二

切とあるJ方、レこのようfょ壁εJ与，)IJ3d吃は，. ~也の池にくら？？〈脱出が妻宅てな
いことは確かぞゐる。

-!-C，以上のよラ l二ヒメアメンi引が也から池ヘーの移動能点f二、！flま元みに持

づてゐる。 t＝.~王能力lまあづてもタ k ~t 乞ょく活用レ，絶え玄瀞動乞くり返し℃；ゐ
ゆと1£限、らJi.cぃ訣ーであクモ，ニオιを見るためにはやは＇）標裁たづけに個体がー－

t2 We~eη H~，旦わわ1~ie・ der Hem；ρt~re－ιBer／，ι／タ30ぷ1/0.；~点．



フてゐ 1J:,が、らもR需色えず池力、ら池へと移動ば‘かlノし、でゐるt；ので、l士ス正〈，むレ司

ろ苧，J青さへ許dば：＿フの：也に定イ主レようとする』佐貸乞奥ザ＼てゐゐように考よら

れ

ち芯カ占らも，／；f.ll fl手期によってl室、｜乙多数州国A本カぐ最初・の池から姿を消してゐ

人工移転を行クにやの及び·.Bf~也の個体を除〈．
峰雄の引を記録レu.かクたもの， ／ 

ゐゐ。ま fニ4月に F砕し乞つけた個体It,3月の標識個体よりl久乎均して滞た

回数l士少たいけれども，そ才Lにしてたやはりある程度同じ、地に定位しようと

すゐ傾向lまうかが三、ことがでさる。し-cみると hメアメシ示、j土，移動能力1・I持

3 6, 

又6

10 

.3 
1 

ヲの池にどれ位5t柱しすこか乞調べゐ吟暑がある。今宮多くの埠書記，1固体のキ，

B刃ぐ、づくも吃のは最初の池に止まつ，てみに相4本牛乞奉示するヒ事 Eゑ

最初の波に引続さ滞在した楳議個砕談ー
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この長を見るとy

t~酒4，ギの中， 3月

31 E1 I二tJ'.-）王最初

ゐfご‘乙と lこ1工る u 、

甚た川いむのはJ

E月4白にいたる

の3也1三見られたも

のf±45頭で、あっ

す‘iこーフの3也lニイ主

みづい〈ゐたので

3月に印し乞ヲ lナ

も， 4可処べむ行力、

ずこ刀心之の中の半

・までのi箇月以上
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ゐのな興味あゐ併とあっ〈会たどへは、4月・12日巧豆 16白五周1二lム3月ぶ

樺裁個体も4月の棒読個体む共lニ残存教カぐ波減じてゐるのてみる（:f,8表）
われわれはニ乙にイザ等方、ヒメアメ；,j（，二とクて骨子止しからぬ苧態が書生しJ'S.

こと乞想像できるのセごみJらが，この時期ヒ［；）＿.i、のj士：正1－－くヒ三アメ．シボ》古島教，

恵庭が最丈l二主主しf二蹄期であクてみれ－iえニゐ活動教p: llf.）量の丘二昇と一春みヒメγ

メy,f.:'17)~也からの消失の聞にはJ ーワの因果関係が存必ずるのでは1￥’いかと白づ、

から君へられで・くるのせある。 •·:t; 包 Uと4体kレての活動教の滞加Eいふこど1本i

札象その必の無機的環境保件の好転をζ之示ぜ，七れが芝、I：：＇，君、イじし fニものヒは

こ寸考ヘ難いaぞれ；1二む拘lまらず一部、のヒメアメンポが最初から’佐みグいをゐ

fこ池をこの時期に広づて芝、l二晃すてて姿を婚したとts.，）；、ことは，活動車主の増収

あゐが1ま掻度の上昇そのものが＼二九らー蔀の告のの消失の原、国1二なづたもの

と考べるよリ，j也lこ）主一寸考ヘ義カピないぐあぷ九：私｝主主主に第1iI~·~ぅ S也ヵ後期

l主百17ふ荘、注曲線の乏・ょ昇が；者~It型耐銑1ニ飽が成替、 l二査し〈ゐ1ニだめに
』

匙クIこものでめらうーをてみベ守こが．ヒメアメンポピ定位性のめゐユと1J:・；早期l二み、

I）る二ゐ飽和欣港、がえ体向「成［員lこ～よクて持続さ札たであらう二とを示すと

＼ヒから 4月中旬の定佳慢の急減失J人ニヵH寺期I二新らレい個林が池ヒ多〈入り

ニんだ‘fニめ従求の成員’の一部ポタトに姥ひい出3と渇を停止く 1!-:;>f，こに会示すも

のではf手いお二ベ~$.で不ムはp ヒメアスンJょが鼠i二満員になクてゐる；也を遊 lt:s ：一
新らレし、池に入る4っかどう羽、といA、二占二 i こは~＇1設触点本刀、。た t1: れど.，も，今、

の，fi，、から見れほ被告f／ま満員が也と難 ¥.J持~1J に避け；.；二とも ft- く絶ぴ、よみj 之

のAもlj！こみまーでゐた梱維の一部おど止も、なく池の池に手持見て底度の~衡を持
続するといづ，fこ機構が狩l刻化てゐるのてはtit、て、あらうb三 レかレこの問題ll:,-:-

Jまか与一一つ，づVの池の定位買3出先株態主瓦て司令味レ注し七掛るζ とにしよ九

• 

, ーさて；：古色から$¢への移動とい？ fこ怖で，；孟ヒしくど‘の3也からどゐ宇也への鵡で〆

移動力－：＂frlまれ7二かとい品、問題がここに与をりてみゐη ご．れはヒメアメニイJがどの♂

範囲、乃地域内で好適む也乞童択する～かといクたよ也成性の問遭ピむ岡崎‘レて



J 一？・3，ー

くる訳でJある。七乙ろて」クのた二から？月央レFニ棒読個体な三井t量産；jの拾で全蔀

見ヲがクギ〈九るとこの点、甚戸時都品t：：切このであるけれどむ，実謄はその中の

ー齢仰が字転先で見属されたにす付ぃーニ品トタにl~ ）-n夫個体ゐ中1三
弾死ルてレまつ，たものがか、tr.リ舎ま托てゐ仇あらうためと足、rtti.る〈特lこ活動 4

の検期今いては〉ぬぐある力℃乙の他y向観察レた池、が樟酬の全地鮮

のれーさ除lニすぎ咲ネ調査のた池がすく、主此あフた1）｝ またあちこちI；やは

•J ）事調委の小池が骨量存レてゐ 7ニ u i,, t=. z~め，己れらのf也へ移転じそしまヲたc~ の
lムもはや晃伴す喧7f>なかクIごとし＇.1J-¥1.晴むえいに関イ京レてゐるふとと；¥Y、l忘れゐ』

ノ〆／

之ムで資粁としーては甚だ不
第9裳； ヒメデメシ本ぬ3也から池への移動

充分であるが，とにかど地問J •• r:－♂ 』 ー「で
！ ～ I " .移動の頻度

的廟徐々ー端材料1:. : l 移動問先 1♀令・.・・ ?'' l計
めに，'¥1［づたもの！＝.＂（｝ にづい

て移動の微量E乞表_,f.：レてみ

ようJ第タ表が吃μである．

4二件表lによると総、計3・1

自の移動,?91Jが車体さがてゐ

るが~»1 ｝ その中 Ca十C1.P

Cc _OJ揚令が最も、多くJ全

体の3少の2:i在ぇ£占めそ

の他 Gt+C-b,~Bd~ B~ ， -

Bα，Be.相互間1：：若予の移

動力三尾ら一れrでゐゐ． 二れらの

ヌ」「
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一ーか Cb .・ l ;4 - ヨ 2 I 9 I 
→・cα・ ... l.5 2 2l?I 

石一一.IG－ ~J
四回目ー－・ー・ーー，－－同－－ーーーで＝士ーーーーー－，ーー－；

戸． 
1 ） ニれらめ移動頻度の·~1こは．同じ相＃：.-c·2固またよホそオL以よ移動レたむのも会まれてみ一

る。今もレ診動イ留邦の教lf-'lt:を計算するd と，ぞお給、教は少レ滅ヲてj観察レたもの企部七、

2 5"東〈♀尺会12，♀舎不明叫）と防.Ca~世 PCb弛の移重カ~,15'1] lニヒ 1）也、して

見~~叱その桜島1~-1本教は t3 （♀：？， 1;-3，.♀合不明♀〕である；
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の沈 11 皆，相棒返しす亡、f手らかでみるゑから見℃む，また主Fきち1 と 4~ 一二の、失うJ二移 i
j官危ィ J

動刀ぐ符はオl＜ゐる点、 1］、ら云づて：［；，二オi..5-，全体がヒメアメシボ．にとクてので佑成

の中－，ニ包含3れてゐるものと見倣す一ιとがて、さよ久一これに封印乙北らの池と

少レ l止なオitニAa Ab~也との聞に l立会然移動したものが見ら :('L~てゐ立し iのであ

ワて，ミのニ6のふ池鮮は引の地域lこAまするむのと "=IJ~·られf正いニと lよ広い。
しかL二九は資杵不足のため少の前断定lま致L，華ねる．ーとこるでニらにーす興

味カどめるのは B,・C池 群 と H池との関係であク－（.＇ ζ の問lま之0求lどかりもへ

?,;-''1ごクてゐゐのに拘 lまらず、2回の移動~lffJ＇克られ，更に観察函匙のため不正
庵乞芯札て掠用レt［.かフfニBf池の標識個体ゐ静動音宇中のサ＂ 1'-こやH池ヘ移動

レてゐる伊J 乞』ーで7見出してみゐのでゐゐeζ九から毒へゐと， B,C池と H~1色と

はJilil制むには少レヘ1:.'rニク-c.Iまゐーらがiやはり｝才の底度の変化が地に響t間

柄どしてp相互に開株レ会クてゐゐもの命ように忠、lまれゐ。しかレその関徹1tB

池 C池相互間ほどは密接とl主云へなじことはp 之の移動d列の少、主主、よドからも

4量定ミれるのである

以」ユiょ互に拙立レ fニ泌同士の聞の移動にクいてでめったがi私は第7ゑIC,

互に水面lユ与クて重なクてゐるCa.池とCb地相互の移動，輝度b参考のため揚

げ〈九、いた。水面によづてi皇絡してゐる以上は相蛍頻繁に移動1fAtlま北ても

よ主そうに足、ばれるの｜こ拘itらで．われわれは生の例が案外多く広いのにかへつ

て驚かされる．もちろん総計 ・18回といふ教は非常に少なL叱 lまいへないIf札左

む，互r：；＿独立した C/t+CbどCcの闘のI移動力ぐゐれよυも多く見られてゐゐ，点。、

与云ク -C;{:J，水面によづてフながフてゐる己とが・必ずレも移動を非常に盛にい

独立性乞非常l二·1~める ι二とにはなク .-C ゐないのである。こ二こら℃われがれば前
！こ・の Jぐた H地の会f~奇？~がヒメアメルポにとヲての之れぞ九独立した生活を

‘ 聞と認、められた二とを，壁、ひ出す。 Ca.池と乙b）也之：.／またとひ3也とレ司二l土遅続ー

してゐても，ーヒメアメンポム生活空間ヒしては必ずレむ連続レてみるとはい

へない乙と，止 lごHs也の、都争l司土と同じよう江関係！こ立ってゐゐのである。

Cα池のA固4本IJ:7Jくく ca,池に， Cbf也のイ固体It不＜ Cb池に止忌らうとする。
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..::_ )L l式勿論己的ニつの北に別々の集団が形威主ιてゐるζとを示してはみ

る巧そとかではニク《び也がも勺とJiさ迫レてみたとしfそ乙北ぞれの集団力ぐ指弾

J妾レえは相批らしてレ手クl：：.＇.とじた存九ヒぷアメシ本の2(:.Jiど科の集団にあJ
サゐ足4主性は｝特どあよラじえ工るで,Vyらラ段、Jt皮等iまニつめ地乞般lこかけて台

由i二j舌動するであら均三宅オ山£漫に連続した禁固の中にみ江ヵヤら七手！止ジ

弓この一部分、1二r：.、it定位するの；Cゐらう爪またf二，とt)t~部会にt::Jナ定位する

とい＇？ f二段でt，その1活動lニはある鹿ミが：要＜＞t-Z：：：•北る℃みらラから7 －－部会とい
必ものの範骨が白ら限員之されて4るでおらうか．二ぬようfι問題がこ九力、ら生

れて〈るの ・（：：あゐk をれはむlまや興へられた池を辱イネζする定住，世l三L合こ

どから進んで，アメンオくみ、定イ主するためには白Jらどオーだけの水面乞島jえす

争かといふ問題1二手で広ク℃王てゐゐ訣てあるq私ti次め章f二万い乞ふの問題
主主！I~えよ子．二三：~しよ手.－ ：’ ~. - ••·• ~h … ／ 

2. ··：~つが池のや七の移動ー． 
ヒメアメνぷイか‘ー続三の集団のJ;める水面のヒトで丸ある場所に1::・1ナ史仕

仏当主れ以外にはあまI）＇’出ヂかf互いかどうかす 心しえうとす.；る！：［らl.f冶0足

柱箆閣のλとさはどれイ立ぞめるかといふ問題乞調ボ‘ゐためには.~クめ池の中
での個々の働体<1~動さを見けで問、江ければ立らない．そこレてこ毛これ Ii 1 £＆づ：つの

’行動を手T~I二路、グlt:Cfrくのを理想めヒするが．同 1ぺ雪体め行動乞拘日もま忌
芹 l抗ごすJニ瓦七::tr-1 の lま到底不可官Ji －（·~与しrおこ生粍では同』宇 l二多－くのイ固体

甚も調べるこどもでき広い訣てあクfこ，そ己てfムは毎日の観察時1とEpしをづけ

た樹林め存在位置を図12託金手伝て右主i ！~ 4j)_からモ角田にあ、ける位輩色比較

するよιlニょっモタ多くめイ圏A本の動主を見るふ匂二レたのである．

一先つ、最初lニ1回の観察B与の特置と与えの観察時φ位置ヒの閣の距離を池、
毎に比較υて足ょう．もしむアメ～ンJポの識さがt、たらめ？でゐったなら，各個体

め之内移動距留をの平均江文体主也のえささi二比例するであらうし，またも·1;,~ る
部会＇－ Iこアメンボ、が定必レてみるので・ゐクたなら，之の距舵lまf必ずレむ池のえさ
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~iユ比例［，. '1こえさく lまなら広いjこちが伊fぶレかもであゐ。たーだ、i.,.-.：：..的場卦.＇. 
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ι i"f3・;1ミ守タ 2.EF:あ、きとνょ、札にちが：クに時間約l＇掃の爵℃功平均拶動 E亘書量を

喝の長♂ l~~－ !Iプて国 l土示すど第 1.S国必亀t) I一二本ザ7手？なl安之の持蝿訪問時
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6 日後一，~ w~2－～ w.:.. ・8" , m ..... a.1 ~ wよ也 、·~ム・6九·li7・叶2

1w-・6～Tマ－t2 押 ー る ～w-1官 、干ci·~ro～ TV二時
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第・1:3閣を見ゐに平均移動L距鮎l土木~1本地勾長ぎが議・＊＇£幸ピ失（二丈主
くたてフてとみる ~）EL しミめ両者丹新設！ま長線的空：！正な〈亡＇1 むーレb拠物品長持え1ユ

ー、、，， ー．，

。~c~：Ch, Ge;両~tt:c:'Q)移動距離比池のぬI子封ずる：射影械とか日た
から，多少実態の長とより紘縮され〈みる事であるどこした、·；涌方と~~~＇者止御裏ぃ詑

Jぜあるから，安擦の：距離との閣の相蓮1t~i'.$ムと；問題にえri;;,1；.｛~程度ぞおゐι思lまれるi
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。一－~2~~主．ゐー『』合印象~－·< 
・!#1 3’商曹 池の長3と采舟移動Z舗をEの関掠7・.・.r 、

1立件るのである。しかレこの国iとけがは，ヒメγメーン＊~の水aゐ一都l＂＇』計ずる
定位慌を主張する紘拠ピレ七は甚fご薄弱！~｛ いはお！ずだら疋ーい。え体ミム、
国の曲線ぶお也助録的でlまbるl二ぜよF治のままさの婚すと長tザヌリキ晃氏’
ゐゐ二ιl止，~：~1三 i友平均車艇を沼かkため主思，：.，ま払ゐぬぺ~~－ヲ久長、、子容；
ではたとひ多くの揮林が短；かい範囲内iゴ定ィ主b七ゐfニとレ℃む；僅かみJ個体
が長争こ広3骨点主試み九は：乎均移動距離Jまず己主点ーさく存る筈f乞事らぐJちな

を与でもちう件、レ精宏なおかキタ〈移動腹掲産主イ母体数乞の関孫乞あら悼す乙、
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己ぷアメν内定佐性をいtゐる主す九弘之み・，I明ニ；均緩和子た
いといふニむ色める．そとニでもじでたら；f.>！.孟運動芝レ？と湯令，最初の湯舟？からーー

唱え距離ゐ：に見出瓦九る夜李ポ現J.fiiずPそゐJ径と史博善ゐ迫ζ生比ベえ.Jt1主位、の
有焦乞論す渇ζヒがで主ゐ．そとれてごまゴアメシボ．がそそ、とらめ広（機会釣 at

~d9m）華J動を行ふものとじた場会にτ

ゆ乞鮪牽にヂ引二や，アメンjj-；カでみる者

め才向心ゐみ運動対ふ加す：.~1}
械置と··~·J-~＇桝J~州お墨£

内1とおる確奉〈？泥沼論鵠.！~·求あて‘みる主＼そ私.ii 次め〉えであら ！.~－~－点るィ直u
’1 

1ニなる；＞ ., 
.. •. ' －~ ...’ p_-a.(2ι必ごと二 ミ ゾ 1吠

ァープ［2 h 九句・c<.<Y:c
.(li1-rx ~向仰に恥て護動乞行物議会会長約

-2'Pちp もしもヒメアメンボみ運動か機会的lこ行l孟才色る揚合言：4去さJn.ぷみる
Cc ｝池司5・2回の程晃容~ffづたヒすれば；同じ！アメシポ、ド之白戸自の観察院I~

Fいや最初ダ来賓匂、今左；右手本以内ー〈イ早タ池p長~fヰ活マ芝、売の場所：；七、

i)酬が長ぷ：μ併比株会的！こ運動する弱点訪物本氏線お両端
ご’.~；九.＿，.や·＇··市. .... . . ' ' 、守
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見出 ~A乞るぷ星幸 1土
• I 

p一之f之ぅ~－2· ） ニ莞ず
即ち号示土砂J，同様iミ牛点以内主、見出される嵯孝l土努まであゐJ従クて美

！事lこ，J;j:~：釦自体の位置が也の長証に投罪法九向心情体l~~＼ 1 て最初め観察耳与
の投鯨と之回回ば牒跨の、投手妹、と6聞の距離を測定レ，心のよう広測定住

を多数ゐ姐体lニクいて得たとす北1£・.，み勾べ？ェ理論A直と実際イ直との比較かど

可能になゐ。たとへl土足の測定値か・2来以内め頻度が会測え使教の33.1

弘， 4来以内の頻及炉、全線の 59~5必一一＃てみれば：，－釘画広の池停民
主Z才向におは品運動jj;.機会的であると認、めて差支へない扶℃ある？も Lも2

回目！ユおいて最初の位置め手水以内~－＇4~史以内・？”に足られた4自体教が，全
体ぷ3まいん，与久主弘一－－：：－：－苧ょ対多＇13，クオニとすれ一l札こλの場舎のbメアメ

ぷ出子重動It夕、たちbでマまなく·.－ ~J会lこ短かい距離を動くもめが多かっfニ
いかごb'4にでき－~：；めて：、ある；－－2の主葛会1L1まヒメアメ νボヒ定住1世があるといA、
可能性を見出也るであらえJ旦レ2回の観察をff,3、擦の時間的閣時lま，少広

く仁むヒメアメシ;ttの通常の霊動能カ乞以てレに池のー端から池端に達する

のに毒するでみらラ；時間以ょで、ある乙とが1必要であゐ．
ヒころぐ~擦1こ F い〈クか戸地にクいく以ょの移動距離の東度乞測定レ

t：：.結果l土第1-4図ゐよラになクtニ．この図の点線比アメ’ンボ0運動が機会
的でめジた場与のち重論雄乞示すものく同じ、泣本以内の移動て、も，池の長

ごカJちが、へIf：之の頻度もちがるてくる訳てこめ！るから？池の長δか色々 広場舎に

ヲいαれ.rc'Jiの埋ま命釣頻度乞計算レ，二北£： c-,zドの曲線に連ねたもので：~
ゐ.4水以内1;.b氷以内，－~ぅ場各lニフいても同じである， dにいくフかの池内

実測J直が乙の点、銀l二令室長すゐとすれば，アーメMボの重動iま者里会的であツたとい

必乙とになるし，この点線よりもよ才L高い樋）己求tt/t＇＇，短距艇の運動伺林寺‘

多い二ヒになる。とふろが第叫．図で克る通り美野容にはダ lまUめの場所よリ2
求以内のまF会て見出：された個体数｝土。観察の時間的周痛かず1B7 2 i=J, 4 B 

M 可礼の場岳1-:.t理論倍よりもjまるかにfo<.6回一百ゐ場会I：：やや運輸値IC
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並汝I;' ＜. ゐゐにすさ立い。長：~の能圏を犬さ〈レて 4-~長以内，あるかは 6.）長以

向、ミすればjモ己 lこ克：出された伺件数lま史l二瑳論イ直よ1j多くなクてみゐ． ζ

れ万、；；己ヨるとヒメ7メンオぐl本決レて機会的な量動、乞してゐゐ、のではな〈，むレ

ろ前互の『部分のある狭い銃一圏内に；｛iず日も51縫い叫まってみる樋向、が、あ針ニ

ヒL、vS、二とが去UられJるので吟ゐ‘ヒ乙るで‘ヒメアメンボ．の運動能力はピうであ、

らうか。もレむ被辛が普通の重量動速度で4直線運動そ行去、ものとした年ら1i.

」番長い地で、ゐゐ ca+-cb地の長よ互の長~ 21米を端から端まで移動する

－~~~：でとー《：... ~与〈ヒも 10~ト乞婁レ広いと思1まれるめーであクて身長短 1 日の兵与

額約問痛で行ヲた葬同国の観察結果l丸、ヒメヲ完〆シオ；i二とづて移動、の時間的

ー余裕がなかウーたために起クたものでな、し℃どは明らかである喝

以上のよぎ！ことメアメシボて、 l主主司会乙1ニ絞ぃ範囲の水面に何回むよま~；らみの
にとが多 tJ'>J, だといよUとーは曜か店、あるが〉与庄は乙・七Lど集団ゐみ布とゐ関係h~.＇
－問題｝こ1正一〈むるι何故江ら；以上の超距離だ、fJCI)移動イ国枠が；多いとい足、ニ

ヒ1i,地の中0ヒメアメンボhみあ色体が株会的でtr＜ーイ回針！こ続ぃ七多

，えのイ団体が集まり7狭いj~島知l二隼団が、形成持続され《ゐゐ場与！こも；起るい
また，個体のふ糾え態の判可に関ぜず制薗A利運動車包囲が最初み存在地

~＃，~中山、とするみる；定f-:.:>1：：~圏内 lニ航3れてゐ抗議ふl二持リイ写る
からである．池内川藤井カビ一様でな〈，場所によクてヒメアメシボの棲怠に

とっての直否があ礼ば， i車掌な棲怠場所に多ぐの個体ーか集中レて前者の場与

を生ずる訳℃あるが｝われわれがはじめ！こ間帯ヒした所め ，~7メンif.；ゐ運動が・
」つの集団的まえがりの中でも，な iま且つ之の一年~：：＿＇）場併にのみ限定コれてみ

るヵ、どヲがといλ、ことは，今ゐニフの場ーらのやM婚の中1二含まオtる七のでみづ

て，d国広の分布収穫の受叫すlニ関＆ず運動車包.00が限定さずLてゐるとすればjふ

ニにわれわ托は本営の意味の定信性矢見出す二とが、で3ゐのてゐι。
池内のヒメアメンぶ；会布淑穫、からいへIi・；少Ti.くとも Ca+Cb池でl土J卦布

！ま機会釣ではだしかなり集中的と思l土札る供替、であっkd すははち文主くえ

ればCα池の部φよ－ixやC包池の＃分の才l工多数例団体が：!lら札fこがj乙作中
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3月下知よ 1)4月上旬iこかげてよI手！こ著し’いー Ch池 ρすでも宇来者：の癒持樟

4おの浮ぶ部令に括l持数が多いヒい点、4場向i立認め ＇？Yiーた／） l,,字、E守主にJち、ドて，

ミのようなよ事前以外のきFふじ散在してゐゐヒメアメンポ(J)－中にも．数百にわた

づく碍んど向ー地主、l:f'ti＇代、活動し、てゐヒ個体が少 f以 ti.かづkニとから考へ

札Ji＇＇，主っさ i孟べγこ定住性むと、うし℃も託、め芯けオLばなら Ii..~ 、ょうでιゐ？

ふ ）1..-に闘待、レんータi(とレて次の亭柄iまれ興味が、ある。 4月JG，弘 1tCb

池から5ff！員のヒメアメν本、主捕へて3て乙れをCa.池 I＿こ試した。 Ca.3也！二はこ

のR宇まマ数日未ず与ヒi認め居イ主者もゐ7£かヲたのであゐ。とニろが才文レ
J’ 

t~ E頗 の 中S頭までがA翌白めや｜まリ Ca池に滞在レてゐにそのYやめlffi長Ii.

4fal'12日ど、ニかへ洲夫すゐ lこいたるまで， Cα 池及ぴ‘ニれに続＜ Ch池ふ

端の水面にわたる範聞内た＇＇ 1t1:A妻ん℃ゐた。己れから見て丸ヒメアメ Vボ、

lま一度移lj;f..きめ lまい生活にb＇げる好適 21ま多沙欠けてゐても，すぐに l.tif也の場

所内！士弱脅しない性質乞持づてゐJるもののように認、めらねるのである a

／主て， Ca+Cb地』ではこ今ょのニ1.f-，布む集中めであるしえまた之のよアメンボ、

自身l－こもえ佐，性があるらレいとい去、ζとにならたご3の移動距離’が理論

イ査よりもすうとiJ'..：＿ いといλ、ニと lま， f~ ら〈この両者が共 I：：イ重点いた結呆て、あ

らう。しかレ今布が集中的であるといク f壬前ぐ，之の欣態は日にまクー乙方、な

1） 尺；ley吠l二よれば，単江注竺旦fヂi三Ii水面上，水ill_等の国吊ゐ砕1三針する鳳告

な趨触’佐（':Ciムヤmot似たj乞示し，またお直体相互£／）閣でも趨動性による主集
、 一

君半をつくるとい止。しかレヒメアメンホ”の隼団 jま，乙のような個，？＊聞の趨角虫性l二

本る忍手とは説、められない , 

d量化fey.. c.F.C. Rむpons~εs of thε／a.TjεWat，色γ－stri'd色γ．♀笠五三LI 

主主旦1j&Sa..y, to contact and /;?ht. Atzn. Ent. So:c. Amer‘Vol. 

x工：v,1_9又！？ l°P・ えミ1-289.

ぷ〉♂こ粍らのイ固体／j:;－点lこ静止レ続けてゐるのでは／μ，頻華に之の F付近で活動して

ゐるので、あるから， Tこだ、k二趣向主性 iこよる持果であるとすゐ訣にはゆかないで、あら弘

., 
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りちか崎、可能憶もあるレy またCcS也lニづいても果じて集世釣糸:411を［....－＜：ゐ

江かったかどうかがまと、はク主りいへたい訣でゐるから，移動距離の短か

かフfこ乙どが泉~℃f司才の影響によるめのか，みるひ l主主主レてJ宇才ti'rt t.::-

イ午舟されたものか生すれ己決めるよとが‘で主主l,~ .. J,娃づ℃鬼，j孟s陛が~めら
礼ゐ』こ、いり た所ぐ・Jt_れが担者？掻しょ記の移動距維の勉少とムてゑi本幸tる

程友に存在するむのかどうかむ，主たかt主合さりし1£い叙で、める、ニれ乏命、析

するためには，先グ池内におβる毎日の姐必イト滞縦態が機会一的であク1~ 布、
集中的であクf工事、ιいよ、点、をもラ少し数量的に確かめ℃手旬、ね lま？な：~'t:互い．

このような場会iらふ布厳態が機会的ぜあるかどラかを調べ、る才法正レ乞

先ヲ”普通に考べられるのは，地をいくつかの向じ、d面積の獲量1}1乙擾初クて，め

る肩車閣Jo:.吃れぞれーの麗劃l三、あら1まれたイ国体数乞教へ，そ作がθJL, 2 ，・.~－
等の場合の頻度rを調ベ‘右方法で‘めゐ，をの頻度が、九j伝wto忽ゐ公式会康晴

:J) 

ずる乙とによヲて得られる頻度の謹、鈴4直｝二会致す托）~~.. ；を幼少布lま機会的，

でみゐと誌められる．ヒムみがふの方法r－：：あ、いく主主意を重子すゐと忠l志九るこ

とは，昼前の早にきさをどの程度lこす礼lまーいかといふ、点、であ？に霞号！をもr

しえさ〈すh-1t・，小Aい集団が多4ちらは》てみてもその集団ピして6存在

が計算 l二おいて認、めら九店丈tt.る広4とれがある．瓦野l＇.：.藍劃をふさく記 －：

れ Ii：大さな集団H－~由令されて生め持株iま夫 l太オ~~更に匿妻｝！の自のえさ b を
各個枠闘の最小前煽以下：iこd吃としてしまへぽ，乏の匿劃内（の掴体；の出ft'

/¥/ f 

1J W(n2= n!(N-n)! {'gm 

揮し， JZ= IH長劃内への出昆樋体数

N・＝、約鴎件数

l7Zロ N-n

p = J掴 4本がJ匡劃内！こλる～碓．辛．

z = 1-f;J・ 
＼今の3寄与であれ1;・p＝妥 飢 え＝1時』jの長δ

． 

－．． 

ー．

、
一．・、
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頬皮I人稜舎か布も；集中ふ布むあるかは分数少布わ差寺1;fζ 〈同じ倍 l二広ク

てレまふ。ミEt-1.；超極端！こなら1まくくもq 産劃が、これに追い必非常！二小さt:r;ti, 

l長，W布紙響、制幸激lま太いlニ失iよれ〈レまよ、あ吃れは尤必ある幸夫ぐゐる., 

占とこで私はふれらの臨主力、ら尼tiるため．全然JNの才法t考へること’Lこした d

太体色々の会布ガ天龍、をそれを‘れ特設引けるかの l士，伺棋抱亙閣の令指闘棋が

ピうなクてぬゐかといふことである．産差1J~mクて『・匿霊1｝内 tこ況はれ例理体恋文

0頻度を見ゐといふのも..-5.ト布鵡喝の如何l二港以てを耗ぞれの霞劃内への出

現妖態がちがクてくるからヒい去のTこ池ならなふい維クて，｛；レ測定て主るlfら

l.K，直接令布問痛乞滞1］定し，モれ再ピオLの間隔4阜の頻度がζ悦 t－！..、tt℃、ある力、色調

べる方が，より直接的で、もみ I），よ 1）丘確で、むある乙とになる．現みの場舎は， 4と

れぞ札め個体の，位置は銑 l二回に記録:JJ乞℃乞ν．をの間隔ゎ容易に測定で3

ゐから，この直ま妾的な方法乞4史ふのに甚だ好都合てごめった。

主て，二のように個体閣のそれぞれの閣橘値の頻度乞をの正ま用がる主義舎

に，援会余布の理論峰はどφ ょう 1~ じて立にめ.0れるてあらうれ私l主主さに，

4面本が機会企七 ff_重動を行去、場，~lご＇ Jibる櫛体力ぐ2曲目の観察併はみ、いて最初

の観察特の位置ぶりau. .6距離以内1三材確孝三向付ε見出レfニ．と二タ

て二 4'-Ji> る長.2r£捺少よ lニ，%＜例自体力~；草色合的l乙ちらよぶ：クてゐるとぜる時，ゐ

るサ国4本み，fa重から，引のi個 4本のイ；；＿置がan..ゐ簡晴以内！こめるぷ産辛Ii.争11-ジ

上主己め運動の接：ゐ？と向（..＇＇式， lipち

P= a学え〉
乞以てめらはす乙ヒ tJ'-t;.＇ さるぐあ ~~0 何故y叫 i個体が移動する 4やj lむその

移動，主に池：；；，nR，体が、出現すると．考ヘれ！久霊勤め場令をふ布め場舎でにおきザヘる

よとがで、きるからである 4と；：；..c、ふいくつかの樋体が説会的1二余布じてみるヒす
• 

オ-irま，そ'-.;flそぐれの掴林間隔がぬ以1てである場合の確辛B,a~以すてある場舎

の雁卓三一一等法

一平
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イ図
的ぷる.4～n a面州事＃－iiぐる布 b吃ゐゐ場造~・411持、閣の潤輔がら＞＇A1"の測定数生

lft.J.~ 4°2'－以下の制定粧をln.21·－－~等とら・

手＝＝＝－.R,

季刊s
m~ t"¥.. s -,...?! 

平

．，．， 
：但b .S＝ぞn-1)+cn---2 〕 ＋（12~3・〉＋．一一 ＋ 1

＝樹林瞬時む会員制定数心

とする時，ニれらの個体のが布が株会時ぐあがぽ

丹＇＿，，；＿・.{<, 

＆詰庁三

〆；e・?R.3
d
 ・1

．
 

と作ゐてあらえ保クて京湾M後記J,R.2，んと理論雄元，B，斥ーが会誌すふか

’喜子程、4こよタ亡わJiわιiま之の合婦が税金約か．どラかを知ゐ二とがで吉ゐ訟である了｝、

一、．一

_1,.) "jレA,B. c.::Dの 'f-4m絡がゐゐものとす品ば；嗣婦教はA～B~·A～c_, A～~ .. 1! 
へc.B＿－＞..！），ζ～Dのらと／.；＿る，

お 払1率二ζ引車場合長簡華fニするためがと之の暴動の場舎と碕 I.；＇｛～線砂上に伺本－

Jゆ布L℃ゐ石場告トk考久史実眼の訴扱ひの擦は此の長認に量子する，j＠体位置φ投：
践者、のみ布lこよ代，匂告帯保護U協U 九 C;t-tCb／εc池のよラ！こ知長い

地で民乙みよラ14戚4民かを行ク〈＆誤差肱少ないと患はれるレ；また量動の揚ると

孟換比唱えすゐのにも二 a)~'/J'.授手』j℃める．イ立レー般の場会．ヒして．時効又1.i止才

形ι進L、地境内のふ布生ふの涯の：言法によτpく島ゐt＝－めにはー，投棄!t、ctt.ti:.｛安藤・

のJOO体問Q）.簡馬主用内iまならなIt＼.初場与はもちWv7X.の婦がちが少てゆ．，
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ぜJレ分布が機会的で広く，軒的てみるヒすれ民会減量失i♀封ずる経雄轟の混1J

史教の事jふが，沼紛イ直よりもえ主く u.. 1)' jj__針1-=.i務リ合点相体同士がある一定

の間隔を為、いて江ら If＇ラヒする d頃向のゐる場合：－..（会歌合布.tJiの場合lニlま，乏の胡

帽のf主主以下の長コの閉j荷数の会測定数l二針する割合l主理言命値よりも小δく

なゐ筈であゐ．以ょを筒軍 l三示すと， a1< a.2くα3－－ーとする時，

議申Aト布の場合 Ri > ~· 
分散.1)-..布の場会 尺tく Fう 、

ヒ年ゐA噴向が晃ら札るであらう，混レミの渇各のR,1.l主令測史教le:針すゐ憶を、

い間隔の測定数の事1J会、乞示すものでめる．

ミのよラ江株会与布の理論他者乙 CCA.+Cb沈く.f.=2!m）及 v：℃c.~也（.i=

:! ) ミ叫 Blacん7仰 Cngs）：·’ Ashby （！タ3S）~~Giaヲ・ow(1タ3タ）似亭の・ふった材

の三フの胤，Jiltranぬndispersion, under-di’Sp的 ・・on,。νer-d/Sんゅ加
の中の0νer-』 d/spers/o九l乙営る．漏官民ぐ〉タ3グ朱・来線／タ3タ〉＊＊＊＊六1，身生虫の寄主

同lニ釘IJる会方採式として四つの様式〈完全ヨト布，中間型少布，機会J,t;布，事中身布〉を匡

i]1Jこ・れたが〉私がょに用ひた令散会布は，現時富民の克会合布瓦が中間盟ふ布のこフt

~せたもの iニ l首る

ゃ Blacl<m4n.,G. E.河studyby sおおtica/ ntefkodSザthe.i/istriblf.-

tionザspecies/n ?rass/and assoc厄乙•otzs. Ann.' Bo.t., lοnd. 

ゅI.i/.タ： pp.ケ¢れグググ， 198$".. 

来栄 Ashby,E. The fUantj・tativecuuilys/s oj veseta.bon.. A;n. Bot, 

1,.ond.νof. J./.タ~pp. ククタ－·8'02. Iタ3.S-.

例 <iraヲ叫よRAp仰ヤions帥ザ泌白rrcm,eanSoil Co/IE初ムola..

よAnim.Evol. ＼ゐf.8, pp. 323-3.S-3. Iタ3久

＊議来必a覇富喜三．寄生勃辛I亡説いて．曜、用動物学雑誌・8事9巻 fマ3-1ケ4頁胞和12年，

療事来来必捕富喜三三．京野螺蛾の卵寄生虫争の守主主相1三聞する量的府免．動物学雑誌．第51

t-. $93-406頁.JII~,fi;J 14隼．
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なσfこ＠によるで巽絡め令布点管、からの測定値！まどろでおづfこかか，、品、乙，・4

私 l:t.~10 ：長uト布＼間隔）0;)1.tJ，と忽ク九乙オLを回収、＊したも－~えが·~15国主が

事16函の、細妻、毒事である；これらの図によク乞見ると，如実，綜の指んどすべ、て

が‘えが皮録よ』jよll(7Jに出てみて 4月2.日く第10義〉ーの材J粋乞除く，他l拍

実線lまふ試し吃r.i.It.い。如実線が短かい間隔の測定4直の場合でも木破線よ

りよ才〈高いd直一〉に出てゐるどい必のは短判明鴻iこ少布してゐる樋A本が多い

ミとを；示すものであり， a結局令布が集．中釣ぜあクえニミ主乞物語ってみる．ふの

点乞もう少、じ明瞭J.：.するためふ布閥掃』乞 O～2求， 2ぺr・4本jヂ～る氷ー・ー

等の培紋に47-rt.，それぞれの階級に裁一営すゐ間隔の実剥頬度そ，会測定数1三

菱tする百ふ孝であらl主し？＝むめが第Fl国及抗、第18砲でめって，二払で足る

どさきの聞で絢実俸が寝高島4直E示ナ所めえ完成線よ』jむよ1こ出てゐたのl・.f.

F やはり短力、い間隔の梱4本同七民多方、フたため℃ある北京わかる．

3仁 Cα十 Cb~也ぷtzx·cc池でのヒラプ〆Y本ゐ砂布 l志大体ど、の司の紙

態から見℃む（4Ji 213が‘1t；ま機会的ヒ晃ら札るが） ~.t ll:＇集中的なみ布．妖

主宰をレてみたζ ヒが数量的にむ胡暗1二1正クた．と乙るで4副車内移動厳管、肱

こ札にーくらぶごてどうピヤたであらラか04薗A本の移動では短時離のものが多 P

かタたとい品、こどは，銃に判ってゐゐこと℃ある怠ぐこの短距継ヒい点、d"j"}J三

、lit-：布の1雲寺主的広のヒ車！こ相；聴すJi;J';よけぬむのてあるか めるびは宅こ件以上に定．

4主i性が検ーいてゐるものかどラか主いかのが問題乞して鶏5れ℃ゐゐ訣である。

F斤て矢相枠簡；；！~時間需ヵ~·6i,i,長ゴ以下品場与の比寿じ震動距鑑が同 r
長主以下の場舎の比辛と在比べてみると〈第（o定及び‘脅えは，他国j，両方

a(z./.-a) 
ともそれが機会的存揚合ヵ泊三己努ーよりはみ、ζとは今まで、のA去、た通け

てあゐカて己の両者の宇ぐit. 短距能向的治；市間隔の頻えが示す皐の~よ1)
はか。特lこ燃のH手指綿~！·｛~討議ぶ~ll~尚三米以内の移動
頻 度l;J:，令移動4伎の.$＂4%{Cd+Cも池〕及ぴ‘.$7%(Cc地）であゐのi二針！，，，

伺じ距離内分令府現時の頻度段、最高41 c/o ぐc~十 Cb~也〉及び＇53 °！（）ぐCc地）：
平均28'.4悌 Cc況＋Cb地7込τA凶31°/o (Cc地J.~とめつ－＜. ｝時毒の差1主力、与りー
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瀬若である。即ち，長垂直接離の移動綱絡め多レム！：： I土，軍に会布が集中的存f';_,

めIf号、1）ではfよいこと金鳴らかLこ示レてゐるま友ぜごめマて，やはりヒメアメシ辻ご

は号令布振態の如将｝功、かはらす・毛れぞれめ存’庇鴻前から花よあまり移動

し本予とし1まい定イ主t肢をこ.1'-ベ"'G・ゐるこ：.~生物語ヴτこみゐ．ふの湯各ゐ定往のタ
範囲ヒレ品、のは第PY.t宮鴎ぐ見るt2.業以内のむゐが機会的診動め理論イ車

主｝主ゐかに乙え〈甚1；，.・多数を占め事記り9少（k：：＇も i自給でははじ、め(7)場付か

ら2求以どお能れよはほし悲 L傾向跡レてみる与〈める：）

以との移動距離Ii；あるがは雌維によヲてきがかはレ江いであらラか、

感 iま少まで、峰雄走戸緒にして原扱ヲて！：tこか｝｝盛よれ－も；吟味してみる噴

要がめタを手ぐめる...-1ト擦説個体命中e峰雄の害仏明らかな心的ず三‘！？主耳元ザ

出して， Ja鶴橋の移動：距離むも載してみると集't1表戸通吋たら丸二he'
材 k:;cl+cb, Cc のぶつω 池共，移動峰雄は峰雄！~.t-? •(J坑フ‘ちが、
ひ.lま広いと認めることがで3ゐ岨

令孟て‘わベ‘＇"C-Jt.ニfzlriこよクて，ゎ北われはヒメアメシポ客相体の池内の争舟

艇態、は集中約であったと共に，B ヒメア〆i-;tf台身も相！嘗な時間の爵，認と札ぞれ

の存在場併附進め扶いを聞く特4二2来以内の場併） r二止j;.らうとする良位性

を持つ乞ゐゐ二と定権力、めゐ二ヒがでご？に前I二のベ‘t~叫池内1二義く滞：j£す

I) 二の図l:t2米軍4立て：－~し℃ゐるが，心フヒ草地むi、3どとれl主主守宅了ゐら多か。令t

来＆軍ぬとすゐ移動の埋諦イ轟を安.－~·tと乞比較レ乞みるヒ 1町長の通I)1:t江るく括説

的！ま脱会運動m理論佐．数字はすべてうの．

一一移露1距離球JJo～f l 1～z iε～3'j 3～4J4-～ s1~戸w 品 rbんワ｜マ～8

i…州3a作3)1斜 ι釘t1.1ほ￥）J9伊0)

cc池－ i鈍（1r.1~）J2.~（.ぷ叩f9（ぽ.o)!.1s<12.'1-), Iヂ（1017~i又〈久oI oほs1Io a.8J 

心の表乞足ると f米以内，及ぴ・i～Z米の範国の級動か：機会彊動の理論櫨乞.Itお
か l二雄九えそれ以上の展事実佐の移動は，｝.＇..ii己、理論樋l三進L、がまたはそれy，（でじ手書ち

てゐゐ．即ち．ヒメアメンボム定位範留はやはリ足率経度の範囲内で~る~ヒがおiる，
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号事11表峰雄による移動WE離の比較

CG<十Cb(11ゐ） Cc （＇今~）

寸0ー 合 寸。ー , -1;' 

Jn m 。～2 lJ..S- S3 グヂ 63 

。~~手、 グ3 6.S- ・g9 タ0

。～ 6 91 82 100 タゴー

。～g タ」「 88 !OO タ~

ダヂ /00. /00 

。～12 /00 100 一 一
‘O～lij.. /Op 160 

。一！6 100 !00 

0~18 /()0 ./00 一
。～スi 100 100 一

る ，｛~貢向ヒい寸のも，委すゐにこの

ような定イ主If生めあら！まれであっと

にちv'-'v'rr-いのである，

二乙でわれわれ1主主柱性ヒ隼西

形成ヒの関俸にづいて少レ考へて

みよう．今のぺγニ定柱位i主， 4芭4ネー

の令布ft:式種、めや利に拘はらず言電‘

められるものであった．こsの乙ヒ

t±，定~i:.・性とい，t、性質がp本来ヒ

メアメン本に臭lまつにものであるこ

ヒを示レてはゐるが，禁団の形鳳

ヒ川、 ζ 左に射してpJt佐 it生Iがイ可モJ魚関イ季、て、あるといふ二とにはならない”

なるほど， Cb地や Cc~也のよう lニ．密集群 lま一部会に禁中してゐ ii.がらp油会
林としてもやはI｝一つの達手乏した集団と認、められる断ても，イ国,pド！まをの童続

した集団の岳部の地域乞短詩閣でl付 1j用ぜず；一部かだけは止まる傾向

があヮ fニ．しかレそめよう江集団と l＇~、のも，突はその｝部少デクに長〈滞荘

する個体が多〈存在するととl二よクて.IまじめU乍州げら料たむのといへる

の℃める。集団の犬1 さ I：；：フいで見ても，さき l二 H~也ぞ訳、められた集団ヵヘ、
少なくともはじめのヒトは2氷約一直膏j内l二／；j、δまゐ荘度のむのて、あり，後に

江クて入口がすヲと道えf二時て、δへ i 集団の大 ~.:'IIまニフ以ょが融会した

もの乞I輩いて犬イキニの定度のもゐが多かクたとい品、こどは，定位の能回が’2

水以内のものが・多いといA、乙とに由来したもので・は広いてあらラか．もしさう

とすれば〉われわれはここにヒメアメシ点、の基本的禁固として直径2末以内

の1J、集団を考へることが、で3るでゐらう この基本集団のやl二品、いてはみヒYァ、

メンボはその占める地域の全部を芯動を聞として利用レ，且づその地域のo/に

えぐく止まらラとする Cあら九 H池の数個の担体て認められf二部合的小1表団
内への定住の停1Jl止，二の基本集団の実在を示すもので’Ii1.正Tいておらうが ζ の
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よ予ぷ基本幕閣の号外泊Eヰィi，性に基ーブ4とはUひ広カミ‘らに主出来上づた基

本集部にあ1、て l人定住’陸もその集固め］ーの属性ζ見イ故してもよ脇、であらえ

・人口が培如才札は基本集団ri:数多〈出来，B毒接するもめは融ふb七ぇ隼由が・。

都成とれるで、あふえ H地 iらあ、いてはすで比二め・例を認める乙とがでさたがよ

Cb~t. や Cc~告の会4患にひゐがる互主義を集団ζUλ、のも：叢初はこぬよタにして’
℃、主たものぐは広t、ぐあらラーか．しかもニd)よ安広大集団み中にあ、レても欄々

めヒメアメジポ、の動~Ii，最初の基本多属地域をえ体に広い〈キヲてゐる所iこ．

4事団地域の一部会ゐみの利用ヒ川、ζえが起タてき〈みると考へられるのぜあ

ムーのようだ集団とえ4主性ヒ今期4患に？ ＼，~て民動物.7),f董1士会の本質乞llJI ら
かにするよ店、':7~－~-c: 丸持求実1二研究すペ3『前裳ぬあゐ問題切らよとがる
の？でめる

戸館 ナミ．アメ．ンボの定住性
4・..

事

ナミアメンポにもヒメアメシポと向／...＂ ；＇意味の定 1主性が認めら料るかどうか

iま，ま f：.＇＇はっきリとはしくゐ本 t、LLかし多少li.1）ともこの頗向はやはり認める

よとができるようである‘たとへ）；（3月下拘l二Ca沈に入＇：？ t:: l-頭骨:rミヲメ＞it'
. It., 4月.11明まで続Itて乙の詑にr・I）宣言古．レてゐたし， 4月713日1::Ca.+C.b地
に現は約二 11掃の中 6S毒えでは 15日にも・同じ‘池内で見る ζ とがで..1 r.:=1: . 

但レ二れらはi頑k除いて翌白にはすべて姿を消ーしてし手ったのでめる．この

ように小池で、の潜在日教が曾｝ふ二短かかヒいふふと t久前にものベ‘に遁仇二れ

らの 3也がナミアメシifぐの渇動差問ヒレえは殺す~·、る主ら私があフたためであ七

えしかレはじめの苧唱の Ca池の1Si員の島各i主港も場佑ζそ仏法会本セ枝っ

てゐたけれどむ体立する時Ii曾Jヒイ本えまクた向じ場前に帰タてゐたのであって，

やは ！） 主4主性乞持ワ〈ゐる誌を置きねぜるもめが、白フfこ：）

i）二hらのナミアメシ小・I::I丸ナペ〈場試乞つけ七あ、いた．

~） オ小ミズスマv にもまた定，j主牲が認めらかる. Ca池で標識をつけたi頭i式。婿采斗
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VJII. ヒメアメンボ集圏呉のえ巷
·~ 

手ムはさ主に，擦裁イ固体力r4月中旬！二い7ニク乞＇ I芝、l二はじ、めから棲みつ

いてみる池から多＜*' ~－ J~f した乙と全のベ＼二れが二の時期にあ、ける底度の

上昇に基ブ、くものでめらうと推定し〈あ、いた白今和はふ才色が、間差v.て、f乱、かど

旬、乞少レ吟味してみたい．先－f・総相4半数消長と．標識個体全4恥乃3討長め

関係から見て行く二とにする。

1.総個体数消長ヒ標識イ間体数；市長との関係

け？色のものを！今主， d、池全体のヒメアメシボ総個件数と，同じ〈小池会砕

を通じ乏官々観察された様裁個体訟と乞井l二示すと第i9図の通 ＇）と紅る。

即ち，4月よ句にlま， i幸裁個体数！ま標識の回以綾＇） .k第に減少はしてゐるけ

れども，乏の滅少幸 1j:豆クて 1）、.：＜ l 、。と二るが4 月 tl• 百生すδ、てからは様誠個体

力減少！主力、fi-I）急lニ広ク〈ぬるのでゐる。 -1.liし二の消長曲線は， t也の上に居る掴

体数1二よづ℃晶かれたもので、みるから，ある日の観察の障害眼1こA、作ffかワ7ニ個体

の中 l二lま，紫えした岳のもあらうし，ま1ニ全ff.151）の池ヘ移動レたものもめらうポ

之の他にも．その池の岸辺によフてー体止してみたため見逃した畑’i本む合立札

$.-4月15白力、ら24日まで同じ・池に滞J王し．しがいホむB宇｜志いつも大体閉じ場所

に帰クてゐf二。また H池では St.12で‘標識会っけに5頭のt:f.1 ~貢は4 月！？白か

ら24日まて：%）じ場所lニ定位レ，援；リの4頭もず表のような滞在紙管－~ぷ Lた，

転校号 No.2 No.3 トlo.4 No.5 

4 n 11日 st.12 S士.12 st.12 st.12 

4. 12 st.12 st. 12 st.12 st.12 

4. 13 st. 12 st..12 S主．ワ ？ 

4. 15 S主.12 st.12 ・.st.12 st.'-/-

4. 1ら st.グ Ist.7 st.12 st.12 

イ旦しこの4頭は， 24 日にはもはや4可世•irt二も安全見出レ手手伝かてフたの
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てみるく石古云ふとをζ こi二Jヂ&1有りレ乞あ、力、ねIft;. 0-Ii.い。 4月Jニ匂の謀議J伺

件：の滅州、従j自体遣にか滅少とほぼ平行レsまた託イ固A宅数のよ弄め際に iま探鉱

イ固体数も熱唱令Ti.り乞むよ昇レてゐるふとは，二のよラtr.活動休止のイ国枠が！ゐに

ために、ちカぐか江いので、ある均前の等少回全見てもこの諸手期に実態r:$＇月朱してレ主

ジたといλイ自体か非常に少な台、少たことがミづかるで、あらえ

と二るで4月1（） 日以後｜士芯クd票者説個体救折急fこ減少レてゐるーは．よれ左少

し訣がも甘え、つ〈ゐゐ．二の急救，少が草1エる活動i休止1こ基ヂくもので江レ Lヒ｝ま，捧

？図 l二示レたii.υ長理事の消失教もニの時期には非常に・頴著せあるミk方、ιむか
られるし，第一手の時期l二減少した姻材、教Ii再議一度も4fJょ句のように回程

レてゐft.いりでめゐゅ紙、個体教の念は停19図の£ラに ζの》寺期：ニえ増加レ

てゐるのであクて，♀れから見ても樗識掴休め急消失が豪L象イ~A守広どめ影響Iこ

よるLのでない二とは明らかである p レかも前1::..i'.it；べ！こii.・りその原因科書命

一定言えによる字期出現伺枠め早期死紙論やみるがは早期出堤．個体のat~混
・r：.針する拡抗性の弱さなどによるものでf；.いζ どは， 3FJの標語k個枠t4・B

9, 10 Stち標識姻体（ょのや1こl主一部牢期からの出見個体が合ま札てゐゐ

であらうが〉も，どもに4月1σ臼〉対象ー政レて急激iニ消去レ手ゐる佑からも知

射しる訣であフて，こよではやは 1)4月10目以後『敏伺体の火消朱が起I),

有との一部とし℃採哉4固体もまた急消失レたもめ℃みるヒ解釈レ広ければγぷらな

いぐJ1;iらう．レかむ終伺.tj三め方はこ九苧呈減少レてゐ広ν断から見オ'ii,ま〉この消

朱ヒ前殺し’〈多数の新出足個体力ごみつにこーとを示すむのと，恵、lまれゐ犯のぐあタ～

て，持寄ζの時期 l二Id: 二れらのヒメアメシボ集団で、lま，頻繁1;f.集団員のえ替が

あクにと推察とれるの亡みる．

2.消－失個体数及び新出イ自体数の計算
fl, 

令のベ fこよりま集団震のえ替が，実際はと、、の程度1泊まれたカ吃糾う

と君、去に魚標識の個体も令めt;,i高失個体数ゃ新出個体数乞磁め江けれl主

ならf!J.,、“ヒふろか三の調査で、は毎日況はれてえる，個体の全部Tこl土到品印、し
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をづけるこどがぐ、竺なかタたから，消史！ ~T出め実’裁は轟ぐ、に i土学｝り，手、ねJ-~。

しかしさき止のベ、たように標説個枠の消えが， v 般相イ本の消失I二梓ふ結果℃

あるとする弘両者の梢失 i土 ll:γ同じ‘割合、て、~t は札にと考へてよい司、ら，前者

乞基！こして消失数やま什出数乞計算するニとは本可能で、lま広い.J2. 4.；毎日池に，高島 J
づてゐる格試個体教が加盟必~1：：＜らベて ＆＞ま 1） 少がすゲゐとこのよう ti. 比

制による計算モ：1J;.誤差が多えな i；すぎ‘て役己主たない乙とになゐが、この調

をの湯与に！i,d月末から4月末ま文、の閣を通じ〈日々3也に系・クてゐた梯

裁個林教l士約国4半数字2～！391二針レてヲ～93であって，多《の日〈‘！土t事

裁4固体教が総個体数の半数近く又lまモ寸t以よ乞占めてゐfこから，ミのよラな

筒草江比棋j計算で‘も先づ、大した間違1-tはr；：＿からラと考へらオもるのである．

,. この計算は次の遭いこ~f-;1·fこ。令ある日第1回め観察をレス1JのE第江田
五の観察制テクたとレ℃

第r＠の都イ国体数E ， N工．

第五回の終イ冒応数乞 ち / N耳

第工回の日の戎・存標語抵4田林教さ れ工

第豆田の日の減J存繕議冶A本教を nlf 

薬王回よ 1）手耳目までの間 1 ：：. ~t臼えした総相株主 D 

J存工回より事江田までの閣lニ消失した標識イ自体数乞 d 

第王回より第E臼までの聞lニ新らじく出現レfこ個持教を 4 

とすれば

D==o* N工

A = Nu-'-C N:i;-n) 

こ・わニうの式 iとよクて滅失数薪出数l主計算でさゐことに広る．

とニるで，ニこに｝寸前みてあ、力、持 IJ:＇江らない竺と iま娯存謀議個数ヒレに

ものの内容であづにこれは阜にある時！二観察ミオ17ニ標識植林裁ではな《て，

之内耳与にをおらの池えは池の附近で生存レ℃ゐるこどが確実制面.1*軟でめる．

即ち，むほぐすふと莞られてきたあるー植林が，あゐ沼地の中I二見え江ξなクてみたとし℃
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や ， 紛 れlιわ 4；再α、ここだ見出さか時らは：こか以前四時存持説摺体の＋｝ニ

ト糾ぞれてを宅級！~vの仕方向丸山点院予ω号bi:ffクM 乞回目あ

る，消失個体といねも同様にめる日全最後とじて再び‘£れらr池でl説明

Ii ＜！よづ fゴ団体主吃め目的消去、個々木とした，二のようにf実際に~i»a之丹羽！こ

見出された個4木散を国ひずに，令dうペたよう年才講生用かIょ理也lま， It,象様

4牛久どの蓮ひ！こぶクて活動個体数l二多寡生生ずるニとめ脅響ε除えためで吟

っく，たとひ恵与のために標識傭件、のー部 l二一時的活動林止をITv~ゐのか・ぐぞ
てむ，二九を滅失梱体とすゐのは不争理Tごから℃める.q定ヲ℃あるa1 ：：. ~·>1回特色

教や標識個件数が流少レてゐた与レてもy消失標識イ面持がだlf札lえをめ減

少iト詩的治動林立と見倣レて，会消失個体故は 0~~へる二むこしたこ．

の場合，吃h翌日総担体数4こ増加があづにとすればp前笥め許制島体数乞之の

まま Niヒレ℃計算寸ると活動再碍一個体と新出個－＃・・とを淀向する二と＇ Iずめ官、

ら，その日め新出樹林教の詐算 f二 l式首ぐ切の総掴必着~i: Nrとレて狩τにもい裁

目前よリ51続いて消失標識樹林仰心、場合にIi,-t.fi＂初日め綻凋持数中の最

大統組本数全 N工ヒすることにどづ丸、薪制面体教を計算する♀と』与したので・

あゐ。

ミめようにレて小3卓会都のヒメアメシボに針して算出かた毎日ρ新由紘反ぴ

消史教を4首会ヂク会計レて図示すると書記20留め通J＇）どなづた。五も4月16

Eから24号までは観察v占たけモゐゐためザ止むなくモの聞の新忠，？再来数乞2

4トレtこアイZれぞれ！？～ 208. 21～24 li1の ~4B~トi二b可こ ；$ ~ニとにした，

手26国生flゐヒ，新出数jま 3 月下旬から4月主旬にかけてほ割合J~少 fHf It 
ザ

れど、七， 4月9Bから 12¥3.の聞に若レレ極えが海民生れ以綾l二1ま幾ナ表も＼乞

瓦ぜ-t:I土ゐるがp それでむまf丸、ftリめ訟を持続して4月来まで’及が， g局l二

入ってから漸4全~.:g足！糾もなくなクてゐる。 － 75消失事kの志わ丈体斗L lこ追

い妖態てはあるがi極えの時期が火しみ、＜ it ・c斗舟1313.へ Jら包の聞にU:.. ？亡

乞 1), s月｝二λつu 、ら〆むI!I三消火乞；是け℃ゐ弘前Jごめベヒ4月1'0目以後

の隼団賓の頻智江交替は会乙の函におい℃.Rf!うかに者：とれてみゐのてあるがi
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1$ 17 21 ~よ 2タ．
AprN 

小波紋．設の新出消長紘

$ 7 
－同（）；'j<_,. 

この交番・2>.頻繁きが〉主さに推定しFこ底度内高;jJ.二本J営に影響主れてみゐも

向かどうかは，はすだ、けてi主主 1：.：縄支はぐきない．もちろん与の時期永島反

の高い時期にすウ乞占切る二とは鼠輩ひ広いが金ぬJE）主め~と態といぶのは池
によクくちが8畿であるから，ーてげ－？.の池の輸出，：高失教をあ 1んこれ凶

れ-t.＇＂＇？の蜂期の定患とを比書記しえれナオ t.Jどをの関緑、が明暗にぎれたとはレヘ

ないからである．荷主二て‘北には『ヲダ：？の地sにづいての新弘吉得失遺t｛と調ベ‘て

品Lよえ
J ， 

3~ 各池の新丸消失数
省ト小池め薪出，消火教の計算も，さきにのべ‘fニの主同じ・方法℃・4すヘぽよい

なであク〈，二の才法l与のて4回乞車イ孟ヒする，新出，F開先数乞計算レ，乙

れみj>T＇－才来営リの水画面積に夢まする， i箇株数lシ燥算レ〈図示した結身長ti第
2・t図の遁 i）と広ヮた．この場合人妻教によらずI：；.車必水晶面積営I）の数l二な

を lまルたのIi，ちがふた丸きさの池定相互！と比露えするよi主役矛tj吋ごゐ #I;>9，忌た

窓皮との関4号、を見るよにむd曇ti＇づたからでもあゐ．、 f,fIま小池の中l二ti.
司融 合
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棒読五個体が、あまり少 ／.［. す~－－ -c. 計算結果が粗殺にす古るι、之れがあるむのむ

ゐヲ tこの、で，.~れら乞除 12.J; Cc. Cb. C.a., Bci, Ba.. Aa，の六？の地1.::・1ナの

結果乞国有三するよLKにじた。

この六づの、比の新出，合同失杖俸を見るとp えデ売とj乞が、S也によクてこかえりち

がク℃ゐるのにi主意，＇f!:ひかオじるの‘である。£む Bd池ti.‘けIi垂直のも〆νト昼、

1さかニまれ，ヒメアメン;fぐの白由江交替lこIi甚f冴R舎の妻、ぃ.fl崇ィtti其〈てゐる

から，乙Jt1;;'1[ I主特別と見くよいが，局、I｝め五クで、七了乙れを大号lするヒCc¥

C6,Aa （~4月 13 f[J以後む新出掴件数の多い型と， Ba, Ca のよ与；~吃払が少
い蜜Uこみ悦二とか冶M ，しかも前者め型の．池叱底度内消長による付員で‘

1土産E 聖·t:•if-_i., t，ニ池であ 1） ，税者の ~（／； ~制第工型の法て
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所長i二よジく分1ナf二主lま，集団員のえ替琳懲め相革主む同時に示 Lてゐるミヒ

にti:るのである．ところで、ニムに興味があるのは p第耳裂の池／;t，棲息程度の点、

で1ま41110目前後i、も大しえ著しいよ尋lま品し〈机いの 1二九主らず〈事10

図入新町間体設の点、で、lま君主工型の池と町じ‘よみfζえ増加針。てゐる二k

あヲて，ニ生Ht明ら力、｜こヒメア〆Y上lニと φて佐和状態に泣い池でも新らし i・
4国枠例長入を妨ける毛の七、Jまなしにと乞示してゐゐ，ーのよとは，3さに番イ国体

{/) ~池内ヘ足はといふ点からも推定したのでみクfこが〉今二こ！こUいてよれ乞桔

写、めゐミとが·－（：、主た訳であゐφ 飽和成替に追い地でもアメンボ刈！差入金~Iずff,.

いといふ二と Jj..いふ、ま℃もなミァぷン;tぐが高程度の池でも入るのに鴎錯レない
り

とり、ことで、あるが〉そめ結呆は二れを高主ノ支の池）j:人口直撃tJ'E:示して，之のー部
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み、n~外へ r,i;:. Y,J'°・出ごたければなら広4広るでみララ。乏しセニtt"t.'"4月toB以後の集

団員交番生頻繁lこしたえ皐なJ堅固でみbラk考へるふとがーで3る．

こめ己とをもう少し明らかにするにめに，新出，消夫教と擢.＠J程度の相互銅掠を｝

？の図にみらl土レてJlよ九第22閉がに札てあクて，この国iまAa.:Ea, Ca.. Ch, 
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Jonge_vi・1ケ）の産主ι二五民主ヴ℃起ゐ合費支死もしい主老会こよる溺f；／）の？坊の

消夫が〉上記の婿夫教の中lこ多〈加！える可能牲があり，川、もιft＇ら1戸·~＜ ~Iヰ失 lま

f急電、密度やお出1m神話、の多少と以畠接何th.関格色なく『行It.札るま定で＇ih.るからゑ

還期の責耕企匹余外する乙とむよってぺめ務響ぬ混λを防ぐ世婁が・ゐクたムでムゐ．

J色も4耳24回以前て丸ニの．ょう Iぶ溺死や白書求死による消失が忽かク t~ヒ（れ、へは

いti'°:.:; :fi If t罪法i－：：.少J段、シt：：.でdゅうとt、ふのは， Ea池の消失祇沈からも推察され

るの、でみる（供2議鰍〉‘二の地域々のベた通ツ垂直のむyト盛 I九、.：.f.:k.,

Uアメンボの脱出がかなり困難ぐゐヲfニ関係よ，この3也の消失4題特数I二よ令て

ある稔皮まで・殺死個体数の猷況を察知できる等でみムとιゐ℃？事12表！こ

喝、．． 第f2豪 邸池山標識イ圏恥、首夫社長況・ ザム清失標劇画体

一一 一
観察月白 斜個体数

3.車28冒ん 3.耳31邑 '6.～12 

4, j .,.... 4. 4 9～lο 
4. 5～4. s 10～什
4.. 9～4.12 , 1～12 

生 13～4.tら 13～J 6-

4.1ケん 4~：~r
4 .• .21～4. 

13～ 1'7 

4.25～，4-,28 IC～iワ

4.2-P～5. 2 i.o・ 

5,7～S.11 
t 0 """" 0 

」『E』ー一一ーーーー－－

一

マ4 何闘機

ιベ：12

守～ to

9 
8°·~ to 
g・ 

8 

8 

6～E 

5～0 

消失マーク$件数

移転蛸史

~ 。 i’ 

。 。
。 、。
。 。
。 2 。
。 5 

の-it，綾4二事ク〈も4也

め池で見出佐江主主る

たものの違反li.. 4月2~

旬以後iこ多＜.， .fこれ＞－X

前にlま3月永4月初

に少数認、められるが‘

けぐみる。しかもよ与の

初期t:jジいては，地0

池 fニ安擦移転以ゐ

る摘株もあることで

あゐーからv消財団体の

1）アメシポn＇定義すゐと，政i主体乞まやf二イ手？カが広〈なリ.4本φ下重lI志水1：：；捧する

にいたる．従クて／みのす函：t~｝ιlこ濡止しポ！と体の表曲は水に金子く綾？商法られ，体
－~· は水中lニ浸して溺死し屍l羊水底！こ横はゐ（~＿構；ー192 （）~郡ち晶橋氏は，乙の死

｝ま溺見て－~ヲて白熱f~ <:It 1H、とのベ〈ゐるー

手・高橋i－.アメンポL頗ぬ説事（ー第二採）．昆虫世界a事之S巻.'?...: 12貢‘’えle・1 t>；年‘
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tP ；乙 l玄化のオミ銅査の池！こ移クたもの力f合まオL てゐる可能 t肢もあ ~） I 結局 4

月 248 以前の実 ~f;与のき若死教は非常 lこ少なかクたこヒとJ産定さ北ゐの¢ある，

もちみん乙の池の材料l立教わ少いことぞhhから，こLグ〉結来乞すぐ地のf也すベ、

て1二そのままJデレ手広 If：る訳にも行か1互いが，とにかくF舌動最盛期のよ買の消長

jま．艶タ乙よりも移転によるむのがずヮヒ多方、？ 1二でゐらうとは哲、像で‘主ゐでみ

勺フ．

要する lこヒメアメン，t~·が、ある池に侵入するよ易会P もしもその地の梧怠底度が

銃1二高〈広クてをね11・，侵入に持ってイ也へ移縛する佃枠をまじ〉これによク℃

岩度の乎街猟偉力ご維持と作るふとに江る．又もレ乏の池の棲1息底度勢吋民けれ

ば，侵入にイ向、移転個体はあま I｝現」はれないカ斗之の反面，次々主投入し℃4る

個体か事まるこ，－（： I二よクて次第！こ恋度が高ま I人モ件lこフれて消失伺体も増加

するようになク‘乙，最後l二平4軒咲能、にまで速すると認められるのぐあるか担

しこれは全個体放の裳i丞期！こ入る以読め機構でめクて，泉丞期iニ入 h.l玄、~

ぶとにまゐ消夫イ団体がL恵度や針らレい投入伺持拡と！ま朗イゑなく犬いに増加

するよニとであらう。

4.鴻失個体の行方. . 

主主にのベf二通t），ヒメアメンボ・恋度が平衡U手クてゐる時期，あるひは

たれ以前の時期 l二！久紫死個体教が、ti11トに少J正し、心のトす~1. l;f，それぞ犯の池

から消失レた多数の個体Ii－体何処へ行。 fニのてιらう町二の点I：；：つレての

ぎムの青新は甚 fど不充持凡であるが〉小池同土の j聞では安時i， 二 J； ~f·主主の移動が
誌めら才ιてゐゐ所から判断す札i民ミれらの時期の消失イ圏／持えの大喜fiトiJ:.A也の
諾池iニ移転 Lたlニぢが、か lf.いよ考へられゐのであゐ。とιゐで移軒先の池が同じ

ようにt喜志度の祇替、にめるものと示るとF 再び二乙から新らレり也《移転する相

神が現lまれ広ければ広らない二乞にほるから，二めようにi島恋皮の池が泣くに

f工らんで気づか存在レてゐると，これらは互に作用レふって，・1固体のλれ；，＼1) 

乞益々頻繁rニレて行くみりと．考へられる。小池会去1ての場ふあるひ lまCc,Cb, 
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Aa池なヒぐ， 4~ 月下旬に広クてむ江 iまかなり多数のおr出イ届A..f.nど見与れ

てゐるのは，与いクたf也力、ら池への相互移転の結来でゐらうと忠、！志札ゐ．

弓こしてもしもこの附i色f::.1~＇.記農の池があれ Ii＇＇， 二のような移転の相主成進

の結果ヒレて，二の池 1：：掛する殖民も乏症に狩iまれ，密度lま急激に増えす

るに苔がかないのてあクて，.«，~こ第E型の池 i二万ν て 4月中匂密度が急よ

昇レてゐゐ白Ll丸冬眠Jよリ覚めたイ固体の増加ヒヒもに，二の移転の相互促進

む大いにお響してゐるむのと見られゐのである．

5集圏資支払二関係する池の諸要因

私は今まにヒメアメンボム池から池への移払が、どのよう江坂態に£、い

三特iこ盛 l 二~tはれるかを調べ‘吃の結来池の中の棲息．港皮と新らしい投入
者の数の多少とが；乙の移転の盛哀iこ封して重要な周縁乞持クて5ゐゐこと

乞大休明らかにするこeとが、でさf！.とζゐでよの移縛， Sうるかは集団員え替

lこ針レて問得レてみる要因は家レ℃ニのニつfゴIJ'Ciめらうれもヲと矛lt二，己

のニフと同様の本貨的尉イ糸乞持クてゐゐむのがありはレ広いであらうれねれ

われは ~J,i宮、己の点、について吟味レ乞み広ければ、広ら江いであらう『

今季℃Jてさfご併ヵ、ら考へるとッ池の駄目E，そのノ蓄さや内部の棲息場併とレ

てのま者イ向キjま，乙の交替に針レて魚関崎といへない己とはB月一らかでめ／；） 4 ヒメア

メシポ／:J先ヲ冴島υ祈へ集ま I),f長官、混／支り曽太3 ばてえ替乞 ：€占j担トヮ，

の素因企フ〈フてゐる。しかレー才ヵ，.. ~考べち＇ t: .如何に好通広場所て、あって
白 、／

七その附近のヒメアメンオ二活動数がリ、広ければ感色感度l土増大しないで、あら

うし，従ヲてまたえ替も頻繁t二iま耗ら江いであらヲ．逆にみま付子i車とlま思jま件、

存い場所でも γ 絶叫が庁の恋皮の版態受ロ符lニよクて IJ，ニこもあ1密度 1ニなる

可能性があ ＇），交替心また頻繁にな I｝~与ると忠 lまれゐのである。乙のような胡

イ号、］止，すでに4月10日頃以前万葉団員交替歌倦k以後<7)t;／.犬管、との比較でむ．

示さ北てゐるレ．ま 7ニ活動後期の第江型の池ヒ第E裂のd也の携息底庄の比較

からでも推定する乙とがでさゐ.1足クて池の倣皆、刀ご:ii団員交替に朗イゑしてみ
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通1んやはり4月l0日以後でゐゐから，このや豆轟による築現撹乱ぬ，主メ

アメ ν;f：；移転に及ぼす彰警もレぐlま二れが移転の樵縁と7工ゐ可能2性i主者然考へら

tiてもよいのぐみる．

ヒ乙らでζ のような可能性 1まえ令 l二認劫られr；..がらも，事ミ擦のヒメアメシポ集

団員交替は前ずレもナミア）（.yボ‘の出現，乞世要ヒし江い二とが・実4刊で示δれてゐ

ゐ.jことへ 1;1;・・:4a地の場合がそれて‘めって，ニの3也には一度もナミアメ Y；｝：が・況

は札Iぶかクために4匂らず·~ 4月ICi 'El以後の集団員交替はやはi)！頼若1:..iflまれて

ぶるのてある 9 1,.てみると，ナミアメンポ出虎Iま之れによ之くヒメ集団高の拶転佐

促進する効果！志保リ I＂：挙1（てみゐヒし乞h与メえ替にとクて欠くことのでさ広

いものではなし本貨的！三重要なむのぐみるとむl，・.べないのでめる.;Iミも，ナミ

が現！まれると，ヒメの利用可能水面を狭くし.-1.足写て』つめ池のやのピメ政審

可能教を成少3 ぜるヒいふ、可能，性）;tJG·~鵠められんであらラ. H~色t~どぞ＇.4

~ 12d9'8頃ー度激増したヒメの植林教が~. 1681こなづ〈かなI）急l三位蕗しf止

いA、ニヒは，恐ら〈之の煩のナミのえ蛍和による都響め結豪ヒ見ていいのではわ、

かと忠、lまれゐ．しかしをれにしむもーナミ出現の， kメ夫替に封する影響l点やはりヒ

メ隼団埠怠4程度E通υ、ての間接的のものであるとl、1本ぷければ広ら私い．

以上のように，ヒメアメシiポ集記費支替に重要芯周縁げ寺ヲヒ ，＇＆tまねる地の振

態，温度やナミアメシポ出現等I~：ぷい〈吟味レ t－：. 結呆は，イ苛オtむ支替にかなリの
彩響乞及）＇；＇、レぜゐゐ乞い点、点 j玄関i室ひないと思は札るが，その都響は太体1：：あ、い

てLメアメンポ集団の棲息岩／支を通必‘〈イ動〈前の間接的弗響であクTニ合従って

とメアメシ~集団員交替と Lゆニヲ l孟．事国自らがこれら厚手響を受 IT 広がら，、持i宮、岩
産の平衝4呆持のにめ 1：：.行ふ，自律的な機構ぐあみとい点、二とが亡、企弘之レて二 一

れはまfニ釘然l二百Iiる生特集団の持ク，集団ヒしての件特な一機能で、はIζいか

主こ忠、！まかるのである。
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区 ． 結 び、

ヒヌアメシボの樺息島度と移動との関孫乞中叫とレ1こ私の観察調査結果の記

.iili.1主以上で、終る．レかし私！ま最後にこの観察の跡を今ー度筒軍lこたど》てみて，

R主こ方、ら注意、され七よい問題をい《ク付与ひょ）］＇・てみたいと忠かので合ムそ外

らl志みるかはアメンホ：弘世界にあ、lずる持株現象でゐるとあ倣さ北るカもしれない。

レかレぞの特然性といλ、のも実i;J..特定乃動物に封する一般牲の具紘釣なめら

は托ゼあゐヒ考へる江らiにわ丸われはそじ礼らの問題の中から，動物集団の構

造機能の内容の｝端乞注ぐ‘ U出レ，－~敏生態学の立場から二科在意・味ダlf評4震
す,zニヒむ，あながち行主還さ‘とはいへ広いでゐらラヒ忠ふ、のぞある． . 

先ヴ、史物私会！こお~ljゐ地位泊、ドヘ ）t＇，ヒメアメンポ1ま肉令者1玉、けから靖広と
れる水面開位榎各社会。一貫ぜあった。ニのた会内にがいてヒメアメンポはナ

ミアメンボ‘の生活主閉めぷ部に自らの生活安閑乞むち白らの集団を形増えするミ

とにまヴて逆にナミアメシホ冶桔抗し，ニれと地域Jを少ち舎か。たとか乏の禁団

の中！さは．時とレて僅かの G三以s’ sp.材ホミズ‘スマシが混フてゐたにレて

も，之の字国l本大体にあ‘いて純粋な一種のみの紅会i真白であると見イ故レてよい

ものでみクた．そしてまたこの故にごそ，ヒメアメy;j-;：‘集団1a-ナミアメシボゐ投入

』こ針して，多少広りとゐ抵抗'/J＇（！持ち4争たのであらう．己批ら水I語生活者相互聞

の地地開様、から伊レ拡めて私は一般向位被告~j士会内にあ、いても，少丘 4 とも

之の中のめる替にはアメンポ類の聞に見ら料るよラ江重複的棲み命、lナ現象が行

はれてゐゐのぞは！~いかと推定したのでめヲ f:. ~ レかレそのF嘗吾め状定 lま．一般
，比助手土会の社会構造的研究が今少レよく-ft.Iまれるようになゐ孟で待たねば.1！.ら

ないであらう

~ とニるで、ヒメアメンポ集団カ〈〉ニのよう江純粋一性乞比較的よく得クてゐたU‘

必ニとは，野外集団の集団としての特教をとらべるよからし、ク℃裁に好番手令ヒ

いA、ベ、きでめク7こ。手仙一九ヅ・いくクかのij'~ ＼、池乞寧棋とん幻z..z、北のt妻
息、握度の消長ε比較すゐd 二乞 lニよ～づて，棒怠場前・0祭神の相峯1二感ずる集団寄る
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滅状態の湘蓬芝兎ょうヒレ f!• . tt!＿，乞iN1ニすゐιと1：：－よq て察団形成！ま－・，毎相互

棺主的に符！立札るものと考～られたからである をの比較の持家，Zムl主主也乞草

地とす与桂怠程度消長広三ヲのちがクた型左見出す ι とが、ぜ~fこ..－！~島支型と
ゆいふ、べ台第工型住，主主和裂とιぃヰベき第五世ヒ，生レ叶持iぬ島忠度時期モ

イ寺フ第耳裂とが乙れ℃める9 号ヒレでζオ乙らぬ型！の相：差と i昔、のlま，車に棲，色、場I

所のイ崎4宇lこよ三七一義的iこ最初から定め ＇？it-てゐるもので、は江〈て，むレろ也接d

する禁固ー’掴主め関イ号、を通じて，事国棲息態度の相互枠凋の結果とレてもなら2

払たものでゐるど考へる ιとがでt:tこ，ニのニとは｝般の動物握度調曇tこ為、い

て毛J，軍lこー地点の温度消長がlt'e高との地成全体の消長乞村表させる乙ヒが甚

だ吃時て、めるよaと金示すものといべるので＇i>クた長1::It'.:礼ら車産の相主影響

のJえが範囲，動物が之のやて切手目針的の最適場鈎を霊がーヲの地域の抗、が、リ

と足出すニとがいかに必要である訟を，ヲミすもので‘めらう。このI也超えに針して科

l本「志度広域..J~いよ、毛掃を典へたが，こぬよう広走、味の絶滅 Iま，人が授ま
よ任意、にふち 4写る地或ぞ 1孟なくて，動物の虚頬.l~ より，生活様王誌や華子，性的w符

によリ，また土地P>#k.況の{lo特によクて，齢、、から翼ヲーてゐる地主札叉：－あるι思は

札ゐ， 4とれば今まで異イ本的＇ t＇ま娼んど F主；章、まれす＇jニ来kゐる ft和ピ．心，白紙t:..

あ、Itゐ動物の生活の理解のためには柴視で主ない草松虫色減aの－.？乞ιレてみ

るものではないかと忠、！ますLるのである〆

主司こ，払がとJ 1：：：晃出レf乙棲。包、岩庄の三ヮの型のや1二iま，癌度外取扱."t-¥I~ 為、い
て，噛ず凶同じ基準叫求められたM と1まいへT互い切手れれてみる.tf:色

の型に勤する第z型かを丸て‘ゐクて，絶叫型はとFニか〈池全体がヒメアメシ

ポめ生活き問乞江レ℃ゐる小池から得らね｝こものでわる々に針レ，第Z型J;l::I;.. 

メアメyボヨド止活堂閣を含む附の犬3也から得られたもの℃・あっfこ。 Elfotll二従

へ l.i＇~J.j 前者の程度は最高窓度 CHタカest cJ.f!i:nS1・ty）左手べ、るのに費レ，殺者の

J) ELto11., C. Tef6おiycvnon? woodcuds (Fo_rq;,ica仰向 L.）ぱ

丹cketHill. J. Anim; Eヒof.Vol. 1. pp. 6ターグム fダ32. （ご欠責来へ続＜.）
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鬼庭は絞3斉寝度Cfc,吋iO抑止 Cle々 S.ity ）め守に ）＜...~.；＇.，，.di;代あづら両か主主E

y支を見るためv.>s事－4.立地域：ぬと IJ・'lrがはじ、め1i＇＜らちが・づてゐたのでめゐ．日み

もるど猛毒の中1二 1;t. 更 I＂！.最高麗度念呈する場跡事、合ま ~：1.. 亡みる箸て：、あ少し迂d
t乙ーを東I）出し ",l'..l:-1;;較．して；：.~，比較は身~~ゑ乞荷 U 示 b満足に狩Y.f専るもゐとい

ポるかもしオ訂正い＠実際にむい℃も，私Iま告書工型の片F也~内容 l三忠‘い叱「長
高恵庭Jを手す奇~－~釣少.Jmを事と尾忠す手とがで~t.乙， F 乏して＆れら小集団ぬ棒
怠選度消長t土lま.,J、虫色？）.場会与向ν型の相重生晃ゐ乙どが？できたので4あゐ．乙め

‘ l•lやふの f房？とも
山本将の牲質ゆるよ，； 'l¥-c;·ゐると君、i土 h~..勧告…漏琵伐ニ場
令．前者は白歯1正究員を許す水面！二よヲて逢絡さ北，後者は陸地によヤて相互

I二初 tJ般されてはゐるけれども，集団略点ιにと？てはそ似立本管釣tt.ちがひと

は広ら浮かづfニ·~池の主的、同士1ます度小池間企ヒ同じ、ように相互に』1.i独主
九しかも会めが成維持lこは相互の窟度か鴎像レ令ク乞ゐたのである．このこe

とはまた集聞の地域的拡がI）を決定するものは何tJ、と l寸、点iこも白ヅから

織れた問題ヒfぶクて〈るn 小池の場合lま外的保持ー特1二池の形秋，九主さ

が内部集団の犬3さ形態乞決定しfニかのようにも）磨見えゐ．し"JJ、レ大地の

部会的集団の形成状態カ1らみれは：禁EHの拡が、ザ£決定するものは，外的、

保持よリもむレる－集団白身で海る，勿輪場鋭的権A..tめ相針的J震雄が〉与乙

iニ有毒特定隼ふ主せるため由一？の契機とな7てゐるといJ、めは閣蓬1J¥"I.五いに

しても，一集団が来体2氷3竺空？の直栓を以て形滅されゐとい点、のl本じしらヒメ

アメンポ．色身め働3ぐあると見倣さ作る，人口が増えれば、集部はそれ以上拡が

リをぽす＋＼11に肉拝め埠皇、密度を増えさ‘仁緯恵庭‘産が一定の眼底l主主夫江

花 1i·~ 過剰人目の1f.1f ロ・上レて ｝}'jの場前t二新らしい集函が形威される~であム

。戸fon.,C, t'h.e 氏。i。反Yザ A11ilfla..is. Lel'Zd:Pi'L ノタ33.p.s-1-S2. 

£/toゲIこよれは： 1葎動助の癌度をいJ、場合よ， －）也i~.イネ乞車イ立ζすみ渥度
ii最イ武見E度（lowestdensiかえぞみI），美擦の棒息、場戸fヤ1二あ‘Itゐ塩程1主義是清

4 海／主，兎にとめ申で拝lこ動！｛b;刀ご底集レてゐゐ渇兵kの癌度が最高定度である



たよ持ものてあ引ニ）一集団iま島搾的、む白J与のえさ呉ι事）主仁をは：定説、
；地域よとをF’良定ずるィ動き·~·~寺ふてみたのである
一＼これらは.ijて浩一0-J毒会？で、も向j長k<liがてはまみ己主
A池内向れ也；の幻J:R身b’J、二個以》独占純一初点：時ーさlit＇対
J：.·ゐ；&c/i~＂~ じかは田長；ーいCp也では少で芯｛＇＇＇巳七一乏の義主方向じ rt之個以’上今集
団手形；成Jさ：：件℃Lょkl筈である千二J＠~弘之安1撃た

f有する二と：ムー九iι丸山正i;f~：めゐ主1~五iJ用空間不審止用字国fィιゼあり’J消
全体を単・1託、lミヒ右fζιl士、老為宣告度ほ経婿忠；J曳説、らシ最高麗友次：の移行亡がる.；；.. 

唱 % 、 辺 、

ムィ三じ皇続：じとゐゐc~＋t~；吃℃lま仁氏告戸約じら告t＃~·it)l月主婦、＊＃tfii~.場面三み梶山
トi弘京紋℃‘ヒリ才虫干てさ？ニぷふふ也氏尚三i~；約三~~－右おお埠切る（；•. 
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むレろを
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的はるさ＇l）＇レ1みたが）般1千lま結局相封豹均関連で、￥＇ih：ーとい；κt~＇ I均等
：を以て集団とするといクぞニ前ゼ，毛粍l玄享なるλF私的の匡分：'S＇.~づ；.:E··動物
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活車位と Lての集団七意味する ιとlてはならばいであらえむしろ形態的には

球閉してみくもp その内部の4団体同三とか特殊の関係ぐ結Ii'＇オt，＂モオ乙らの関係を

通ぴて機能的lニ集団的統とを4長持レてゐる場合にl土，われわれなぞの一団乞

集団とレて認めて老右差支へないと 1宮、はれる。ふのようr；：..集団l本凶ずしも胡乳

類の群 （Horde.）や，ロ前乳頬，鳥類の家族集団，蟻ゃ婿広ピの付謂店主会性

昆虫必家族集団 If..ヒ、の場合のようにp 指固な集団ば理的目紐帯1二よづて結j玄、れ

てはゐ 1;..~－ ·l. ＇℃、ゐらうーレ，また吃 d色yゴ、 lす明 E帝広集団三a葬抵乞もクてこゐないて、hらラ
し刀、レ之札7ζ，.

のよi三形ク‘、〈らオbる種五土．合の基4丈t毒造ヒレて，まfニイ濁4本の生3呑乞1営もLヒの基

本的；誌会軍イ主」壬レ℃J黄く誌めら札るの℃、l主足し、カ、と巻へ.，，s,札るのでめる：〉

‘ .. 
•" 23て，私l立長猿にヒメアメシポで見られた集町の棲，g、底度持持又lま限定の挽

J普lこ少いてp筒軍に上りまとめてのベゐ与とにしよう．ヒメ，アメヤボl二定，i主’佐カどゐ

る二ヒからも知らす乙るように，それ之、北の築田lま， ιi7;1ニ加はクjニ集団黄色で

きるど‘け長ベぞの呼＂ I二保有レよ予とする働主力〈、める。じかむ．集団白寿i主畠律的

l二自らの大さ主生限定レ，之の拡大じよク〈集団長増加I~ よる増加~度乞緩和
レようとはし江いので、ゐる。 4こニでもレ仏一集団に次々と新古しい加入者がみら

iはれた江ら lだ之のままで‘lま集団の棲息恵庭lま隈l)ft.~ 増大レ ＿-c..1fかチヒするでめ
ら九レウ、レ実感にあていては．第亙型のY首長期え態からあ予れるよラに，？地内の集

団’の棋を－－~度がある程度まで達すれ j民自律的に窓度増加1が亭止レ，モ三 l乙...：.. . ' 

緩め藍度の乎縮献態ヵ明ら！まれて主七ゐゐ；乙こでわ．れれれl二！土，隼団のむヲ

Gの一機能p台搾的fε盛度限定が内都的lこど、のよう広機橋を〉与え七狩lまれ之ゐ

i）， 集団告林め成立は，凶ず‘レ也イ同イホイト布φ疎開的であるか集結的であるかによら江，

いことは，すでに今岳民 ~7939 ）てこよづて誕べ‘升tてゐるe しかレミの争画恥の湯島二li~

寒国〈球開集団，集結多国乞会めて） lま種社会ヒ同義で必 I｝•］重社会乞構成す材技．
重..＼h.としては，まだ‘取1）よけられるlこはいたらfζかうた

＊今西錦司．動物の品会.6るさク募2巻タ3-:-l!ti賓.JfGf1ロ15"年．
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るかが‘問題乞fよるのでゐゐe ミぞい三針する私の調査結東で、は，少王手くどむ

越冬組体制いふ以前！こがL、ては，制Lゼれのをかれ自失するヒメア

川 地l人脱出切らく地へ侵入する値織かれ場吋も

多数どμ こM 婦られιた・レ川ζの滅失した個体ヒいJ、の時＜rt

格の波べ毒喪主し 7ミものであらう叫主史す忍己ヒがぜきた.＇ -'lとし-t:.二れらtJ＇、ら，

齢械の平衡維持11;.i.!: vて集部賢の支配よ火行叫るよ！：....すκぽ

単度；がヨ手謹庁；抗態1ニ重レた3也で司lま’おられ、侵人者がどれほど多数現体托七

も，二れf:;_If半ヲ乏他的池へ》t.~化移転レモしまふものがやは ！） j多数民は

おれるためJこ，－f：也の幕間短Jl.1ま一定の催にイ手たれ，乙二lニif街説話f.が提出

オるやめと認められだのであるaいひいるならば挽怠港凌，九増大｝士業品

演今移動乞A足が九一番Fのも♂め移動 I~よづて定度の乎衡が濡r二九ゐ足
、b城、ニと本ム尤も越ね担体表退期l二人ク吃からは少υ保持がちがフ ＇-t:.(:!.

〈，ニめ場舎l:Z1ま移動の地，え色者駄の増加による湿度~~もえいに考慮、
一 ~ti!; iすればκ ら.~いのは Eづ、迄も f手い。

さて，動物色一主主婦持の下で3曽遁させる持，事度ρ増大と共に2をの増

加挙は次第t二低ヤぃ選定lニ窓患はある催で以℃平衡扶音響J二重L，それ以上

にはむf持活えないとドふことら礎令蝿 CpE,ーさ三必~）－1& コク又ストJ
毛ドヰ（ Tr;bol匂此）ゐるrAはザウt)ムシ（；色盟企g.~：ill革〉えの池の動

物を材料ヒ守る多くのλ の室内安易舎で夜められぞゐゐグ£む手織社長態での

J..) Pe.a.r.f，凡 2/ie::1-rowth. ザ poput~tion.-:::. Qµart，尺~v. Biol‘νゐ／.2~ 
pp.S-32、.S-¥8,Jタ2ケ守

Cfi2'.ptnaム ＇R. ん~ T/ie fuant;tcd,ve, analysis of f!rtviren.tnenial 

-fac (ors. Fcolojy. V(Jf ..号ρp・lil-122＂.月:zi.
Ga.use . $. F；勤ε.filru1lJ巴fort:x々 tence. l)a.ltimore. 1タ8.¢.

其佐．
ゆ ．． ． 
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密度l士” 1¥t"ずしむ最初からすぐ、に認とれ以」ニ増えも減りむレ 1まい安定密度〈

、Steadyde々 Sit)')I ニ TJ.. つ乏し手点、のではなくて．むしろ動~~h 手重要習によ

マては，平j者欣官、にみ、いて慈度は増加と減少、左堤則的にくり返しながら， ;k

第に安定自E友にi在ブ、いて行くといれ前謂滅素振動 （dαmpedOSCJ・l/Citt"oρ
状態の存在を主張する人々もあるfレかレ何れにせよ動物の感度比一定保持ノ

のも1マで l土，~·荷叙教的p 嵐葬式iの宅営企ロ主するのて広く；一定の s~形曲線（
1-ojistic curve.）をえがいて増加レよ最後にある王子街吠態が現出すると

いふ点では9何托の実験もlまIf＂－政じてみゐのでめる．をして私の野外での

観察結果も， f二ヒ T.J.室内実，験の場合の子3患の増加l二針レて，払の場会i事他の

場所からの新イ圏外の加入 lヰクて~.Jtが・増加するといよ、点のちがかはある

けれども 4 とにか4Jちる紙態の環境の 1てずは＇ .注度の培加 l士白津的 I二信11~1革

ぜられ。遂には平衛倣態 Iニ凌すゐミこい .~， fol「ぐは v致レ〈ゐると L、か乙どが
て：~る．ヒ己ろ℃・卑度の五手術維持の機構1二．づいてはと、長てあらうか．室内
実験！本乙れに射し℃も多〈の十祈乞試みてみゐ.；密度措カロ乞抑制じ平衡縦

態、乞もたらすl車J事的圧厚田は〆あるひlま高垣度i二釘ける生濫カの4底下であ

j) 1:刻、it:' . . . . 晦

むt;da,S. Stud／，εS on. 念式p色：rt"mr<nta.I pDpu/tA. tion of th色 A乞ul<i

Bean Weevil,. Ca.L/a§,.ekrufh＿~ c,hinensisくLλ.I.The e世e~t

。t戸pu/C!-tio_n.:tiε尺sit1on p101e九yfQpu/ations .. Nem，、Coll.Ajr.‘ 

l<yoto. ・L叩.Univ.除、将.I料 I.pp.ト3D.

むt;da.S. St(.Jd/es on. eメperime凡~tcd population of thεAz1,d<i 

B.f!an Wee vi(,・ Cailas£byuchυ'f. c:_hine冶sisfL.): V. Trend叶

popu/cdion densityぱ士院一句uj//briumf:x:JSiむn./v/em. i(:of/: A7r・

/(yむ， fo 工mp._.U.n.iv~ No. S/ . .!'l斗！＇. pト2守－31-.一

角田綾部．事轟η発生3島義乞え配する婁国ヒレての堤富島怠反，敢竜君主巷．喜多． 
10巻；昭和1b年. fOマo-10~1"頁．
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仏あるか11qfJ将イヒ辛め滅必、てあ Jんあゐかは幼虫記七辛のよ営丈其池色令を‘

あ！） , jJこはニれらが共lユ働いた結果であム！） そしd更にζ札らを引ミ起す

雲因とし乞！九個体の鷹巣頻度の増九i三よゐ機械的もしくは生理的U理的

〆悪影響や，少量の食物に針する競手ゃ，共巧食ひや．動助白J奇の出す有害幼貨¢
’ 

蓄積一埼主境のイ結イキク’！ナ（cο d々i

摘さ札〈ゐゐ仇2）乙れらlまもちみん 4間々 3ヲ実．験動物濯半の慈度増かv抑申1Jの

j）片側r/.R.The勾んe1Zぽ ザ de心 Jウザ populati’onuprm ej:J prod-uc-
拘 flmf!I2..se必金也生＠？E_S，包よExp.ZD。／.， ＼ゐん伺pp.S-7乙料／タ32.

川：々so九c.p_にontro／，向ffactりrsin 12..足並p)Jj_年pbpu/a_flon:trowtk. 
Quart. Rev.あol.,Vol. 12, pp. 3'件 3.5えJ幻欠 ャ『

Ma.cfa,?an, D.S. & E. l>u仇 The邸内η＇menお1atia/ys々 Of均 7rew品
ザ仰 insectpopulcd:/on. Proc. Roy. Sac. Edinb., Va/ . .f,), pp. 126－！~久 ／9s/,.
Vt／弘ふSt凶危s0.11政pef/;nen.talpopulation cずtheAzul<r bean 

1時~vii, cαl!osobrucftus chin~nsi手 （L, ). tII. The effect of populatiorz 
densiウuponthe mort.αlit；・es，，ザdゲjerentsta:.JeS of勾ecycle. 
Hem. Co//. Air. l<yoto Imp. Uni＇玖 No.￥久2ff. 2 ／－＇／.乙／タ併／．

Fore/, .J. Reseaγch. orz' popuia t/on .S ザ ~/Tl五銭f.!d三位空間d fな
ムeaη・nffon eco/o~たαI t.々e.ory:A summary. J. Anim. EcoλVol，る，
pp.I『 IJ./:.Iタ3ゲ；
Gaus~ ， G. 'F. The stra~gle for existence. Ba/timote、斤34.

具他手参県

2! Holdαway.,,F'.・G. An exper/ir1ental studyザ thef「ow抗 6fpopu・ 

／αfわnsザ thej／，似 rbeetle 笠盆必与！！！.，包!lf!l..担翠 Duv~ん αs a.fjedec! 
byqimosρ·fz~ric Moisture. ~col. Mon_o7穴．陥／．之Jpp, 261-.3D"i人

、足ul<,T~E.:1-p~r!mental ~tud/es on insect popu/Q.f/onS. Amer. Nat. 
ν。I.クI.Pf. 21・・ ~3.
Utid，α1S.$fwd1: 
weevil. ·Ca／／，οsobr“chu~ 。与irzensよ玄（L.〕． w. A斤αlysisο正deβS江＇ty 

ejjεct W1’t々 respect・to 1e:cuβdi昔〆 αnd.feri川F’tyφjeiJ s. Neill. 
Coll. A~r: l<yoto Imp. Uniν.Nο. SI. Pf>・ム26.l'l'l-1. vrr. Analysis of 

the-c/e!lsity ejfec.t が thepreimα~i1Zal st~je. r,ムi弘 No.$3.pp. 
／タ中3人lC/L/.2. ‘ 
イ！lee，似 C.Attitlla／α'f?Tejαt[orzS. Cがcci.~o. ／合人 手恭原．
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滋，場言説的するものでめるι共 I！：白若手、 l二ゐ、！？る為初頭度 1：.艶レても．ああ落差

及志℃・｝ま之れらの婁留の4動き.~訳、めるミピドぐ主るぞあらたしかレヂムl士二 ζ
iε室内実験の場合ヒ色素、にお、ける場4トヒ町閣の，普通に考＿，.，，.られる詣紙一複雑

性と川、は以外の，争：~ク重要江婚件的粗逢1こ註急を持ふたいのでみるe ぞ
弘法瓶撃にv、同然！二お向動勧め包古性！：：i.崎、主宰七表現できるぞおら札

今まて符jまれ〈きた捧息史患に関する室内の動物実，験j~－－ ~閉め大さ占む
産度との関係魯4本を目的止する場会；ほ勿命令作乙k，すベ：くの場令にお、い〈動

物鮮を校t、空間内にとち．、ニめ£狩q てきたの℃‘ゐった 6 之粍は温度や濃友手会

拾の重やその枯＆様件乞一文に権争よ1三世委：戸、からであっi:i.1ぎか1）ぞ拡4，動

物の脱出によゐ主畿の混乱老訪ぐよからいうても止む乞梓民、祖量七あうた．

むかレをの結著しその中で生活する動物が，あるびiま令物の最たえ乞惑はあるびー

はま闘の荻村 l二第2誌を覚えf.!..:b.レ〈札彼等はりたすら初中c耐是忍iま♂ね

ばならすう之はそ札かー耐え梶られi.t:.L時ミ港、になっ宝三時財産等に l土え金払て

及~·する以外トニlま ~jifカぐ非主れながフたみでゐる. ~佳クて長’験室内の判骨抜
磐φ尽主l丸是卵教の沈少や不安婿卵 y以曽和主ニl川、ょう1五か〈らかの例によ・

る場告%を除いて，認んど‘すベ‘て生まれゐものの教と北ぬもめ内通えといかニ？の

j聞の説的・釣令？＇.1¥-0上己主？手ゐるのでゐゐ． ・' 

ヒ二ゐぐ魯総 i二Sれする動物¢＞湯令はどうぐめらう．か＼色訴℃、tま械等1ま一銭

『三校ぃ動£のと札ない主閣の中！こhこち・戸められてはみ江い．？ニヒひか1!.•tの，例

外～めるにし℃も紘等はいは訟本普釣I~Ji也ぐめ 1／管室L:'foft代港を撃すG

ヒhができるのすゐムむ争巧ん白紙しにあ、L、 1こも，動助 Iま除毒事~単純や山＊ゃ
平持といふ一定，））棒阜、場前lニ結び：。レて乙をご『人’そこから弛へ段私ないのiま．

宇実であるの Lかし生れ l主税等か：晃えない援にとすニぬられぺゐゐといよ‘£

1）アゲ会サ！ウムシ＇t'Jf!tJ虫の場会ぬ．ように，一度もぐ・りζんた：－殻粒内だけで’成長する

もの広ピlま， cの例外にλ~z.るべ3 でみらえしかしアゲキ -tf:'.\7 ふシで争点主l抑
制移動ヒ射伽可能てある．
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lけまJ むじみ法等が吃・二愛好んで’ほんてみゐ！？｝＇ぐあ 1）.やじfJ ：／！主宰／が吃ム℃

グ）＇!l $告に快通之乞央へは〉砲の地域め好’L、t告訴fT!:>i(めて能1fi＇出すムともて

δゐ必ぐみる，こ北ら寄検事のある宕iま殺苧惑ケらレい地域℃、の仔i藍jエ棒息

場所会発見レ毛ζ で新生活土曜；立することか、℃さる：とあらうゐ品ゐるのは

湾険4二史詳し，野長花の語、重t工謹~するζとであら九毒すれられはふわよる
な事実若江事1Jを大発生の後め集団一移動の場~~どに見るムヒガ.：：でさ久勺乙ヒぴー
ぞれ惚ピ頻着でな〈てむ目立たなti会散は普通の場令lこもいくらでも行時

托℃ゐるであらえ新らしえ輸入主札たり侵入したりし た動特が人為的媒Jト
Eヒ経存くても次第1；：.・が布能面会枕lずるのはペめ｝づめま喜左と更iる己とがで三

一るで・みらう．

動 物l乙乙のよう広移動能れ〈あ－t J.·. 川、七白然lこ石川〈は必要 t：.／，~じ‘てそ
の官坊を主義揮ぐ主ゐ猷態、におかれてみるとい点、ことr:t•色然ポ悲での動物客
商の悲ヤ鮮維持在家験室の喝舎と白同異b f二機構℃営まれる可能

娃乞示千ものであるe来じゼヒぷYメ，シボの場会ti，＃斤らレい集団藁d幼ロλ と

田集団爵の一部の移動とが；集団鹿j量の平衡維持に重婁な投射望演じてゐ

ゐゐ乞が明らかとなヮι。これは白魚における動物乞持法τi'rtる行動の色由

牲の答現マあ仇4是づ・乙孟fこ野外集団一般の持ぅ持母めーヴのゐらjま九であ

ゐヒ見るど＆がでさる全 .iti:.iムの観； は.j、ミぃ基本集団もしくは集団群生車位

をして，ふれらの同保定見℃.35.-t~AJめであっ t;. .地成を非常lむ者：と判長移

動争巌というに前ぐ，多え jえをの地威内山トゴti.動主i二還元ぎれ．地成金枠

を革法ヒ芝る肇鴎の癌度以，やはリ生まねるものと死ぬもの尋問の教的蘭保

の上は主とレて点12.することにu.るかむιれない．向、し地感乞寝えとすtぽ

1J [Ito九，亡しAn；，尻 alEco.lojy a汽d Evo/id/on. L今•tza'o.a. l'?.:3D. 

Chapman, R.. N. fnsect popu/at/on prob！色fllS/n ・.問led/onfo inS1モct

oufbγeak、Ecol.Ma代Ojγ.Vof.'Y~ pp .. zら1-!2ら9・、

. )I j対多業ニ＼動物史態学，挙法議定を生物学、活和らヰ． 等者手県．
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と会 f二 i九七乃：， ~J-!li＜ 二／;t 〆Ii手〆い（（！） 巽 iJ.、，ン f二 3るわ？を多く合仁ニと！ ：~. lS-！んそのやなぞ〉

長持！止，全体力、主とまフ 7二マワ ,Jj色4主的集団乞／ぶすとし、店、より l主，if,之包場所

力不通手芝やその他の関，！ff、 i こ ，f半ふ p 相亘朗 4阜の荘度のイ~ぃ多くかj,_t也品集団

の主主なる毛色和i二＇t;;;;，%冬ι£、それがあるであらう。すえ五 j土ちイf心意、iこびん tγ噌fニ地

j；長内 （.＇

と！止 ） ≫1己英の動物生？舌刀、らi韮紘しfニ才法で、あ 1）.ぞオtを〉、Aてlよ動Aかジ〉具体的

笠3舎を:f.'£解することは困難であら九 yももわれわれは 1トコレ車位集団以上のも

っと大さい草位p たとへば志度土色威を車位とする集団乞見出し得みであらう”

之レてニの集団 It：続日コ広いイ王：章、的な動物群でわゐヒはいへ広いニとはお論

〈、ある tr:.・, しかレこめ場合、でも v こ才Lら草田が件。〉世界力、ら全対、隔絶されて

みゐのぐない以上 j士集団外「のイ団体の移動l土え，余可能であゐ。人口増加の

渇合l'i. 集団白身 ！ 't内告~））基本集団の婚加によづてで己る限 I) ；，乏れら乞包容

しふう kするであらうやレかし乏れかめる限度に近くばれ 1t:・，各イ国1i4又毎にあ・

ゐび ii丈量的 1二集団タトへの移動力〈有 lまれゐぐあらヲことは，~~グJ ＊.移動
M互い毛む考へられゐのであゐ。

以上，私 l玄白米め動場：l集団の'.!if.！霊平緯fの問題）人主E会主の場合と巽っ

て，集団員の移動をす寺l乙重要視し江け札i;J:'＇理解〈吉広いであらうといふニ t

乞のパた命 ニれらは常識的 l二も判断ごれる前ではあるけれども y 安際！こ苛ノ

外 iニJ丸、〈乙作を詳細l二月対反クた研究ヒ L寸、の lま大書生の場舎のよう芯持

殊fζ ｝JI）~ 除いて，持んピ見I営らないf見紛えであゐ。従クく吃こにはまだ多 d、の

実証されるべ、き問題が；告、まれてゐるれ移動の壷接動機ヒなる｛！＿，のも文書生の

時の集団移動のような，多4トに集団叫理的問題が令まれてゐる場会仁五みの耳元

i) ;J:民つにような掛棒の拡散現象 （Di廿υsion)1）的ff.移動とは明ず．しむ南ーに

lま古車？じLフれない力、もしれff.いe また実験的に移動向建を思4及フ7ニ移1J！：：して3主‘

おれV/cho/::;cコ託、 ｝／ .. ］.‘Thともな／a.1tCヒ ofαr7imo.lpopu/a.f/on::. J. flぇ；f!l・

Ecol. Vo!. 2, pp. 13え－1ヲ雪、． iヲ3き， p.13'?
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白｝ゴ直するゾοtit~ 1.)の壮苧てほ，殺裳（忌j!YJi£_q!lfy包引の品産度の鴻昔I人

力、らy折らし場前九ヲノ移動率は，低記皮の場所からの移動皐にくらべ〈よ 1）.~た

j' ~·乙とか示されて乞 tんヒメアメンぷめ場企と同様のー撞の集団圧、）J (f子e..:iS-

ure.ザ populo.tion. 2！又は Pres、sureof numbers3）） ヵど移動制定選さ

ぜること乞物語クてゐるが〉これと反封Iこ姻4lf-c:）拡散l孟；棲息定~）支のえiJ 、と Ii，教

関イ子、l二.fflまれゐとのべ℃ゐる者もJlらむるのであるρ 行れ村j乞はιれらの開イ奈

を史に多くの種類の動物集団について2会べ、広ければf［..らだいてあらラレ，更iニ

ー謹の動物についても禁国軍泣の加杯亡、イ団体の移動版態、が‘と‘のように蓬λ、

かといふ問題，之M也多〈の問題をと解か広けれ1;t::'ffら花いで、あらラ．し。、レ

イ可れ！こ-ttよ，白王手：集団の反立総j寺にヒクてイ国体の移動が極めて重要広間糸

をもってゐゐ乙と1二、、lナ｜ま雄吉で‘きると考へるのであ＇°＇~

私｜ま最縫に移動の問題ヒ関勝して，実験室集団ヒ白然集団の相蓬l乙クい亡少

しヲ Ii足しを行ワて広、さたい。 δさに私1まある環境にあ、いて定度の平符妖態が．

現出すゐといふ点でr±，野外のヒメアメシポ集団は実験室集団と一致するιと

をのべ‘fニJ レかしそと札lま平席倣態の現出と L、品、点にづい〈ぐあヲて，平衡村長

態をのものの内容ヵ、ら云つにものでは江かった．実験室集団の場ふiま，平衡成

態の点・立が生れるものと死ぬもめ.7}釣会ひl二主ってゐる限 ＇I，ぞ才i.1t.：，と札以

上的措オロ i主死乞もたらす針のぎリ主＇＇1）－杯の量生和点とも見，j抜すことが、で、さ

る＠しかレ野外集団のヰl.,J晴批態は之れ程初i皇した依態とはレヘないので中

る。集団員 iま恐らく死の危険がぜゑるす‘ヤヒ以前1：：.，生活の不快乞｛感じ、て集団

力、ら脱出移動乞試みるぐあらラ縫っと野外集団の 4反容方の飽和点ヒいδ、の

も，実験室集団の佐和点にくら、ベてこ，・よ 1)1~ t、鹿度の，より多く動物のU 理

1) Voute, A. D. P.evolok.in7spァobfemetzI{ Emijratieν'afl ea.landra 
FL沼銘 l.ん／αturk..Tljdsckr. Ned. -Ind.η pp.210-213. 

ほし，このA土宇！こラいては，品l付弁会事l二よづ℃知づfニt;;'tすで，身、若！こまだ接する機会
を得ないのぐ，詳細にクい〈は不明である．

2) Flton, C. The eco/ojyザ 亡 功；mals.London. 1タ33.p.ク2.

3) N/c.ho/Son，λ.I.前揚， p.13タ．
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的批態 l二文面乞きれた，飽和点であ必どJ号へられる 9 し乙みれi久野斗集団｝主， Tこ

とか窓度の手私伏態I二i立くたヲ叉も組枠の状容力余方の珪度1：..広いて，英昼食室生

自の場ふぷ ＇） －－.~雪融通岐に富んぐゐるであらうし，また実験室集団め人口主営幹r::

針レて互主命的であゐ諸遥要因も，野外、集団ぐはそオレ超甚κιL、彩響Jむを持7ゴ手l、
かもし主レ1互いのであとJ‘

‘これらの点l九集団研究が車i二之の棲息癌度内観点、ピtt力、らいワて丸東

験室内 1:::..;h'ttゐヒ同様野外i二万い乞も将来盛l二行J止すLゐ世要のあるニとを

示レゼゐゐd むレみ野外集国民軍に実験室集団からの類推からでは捕捉し

援をい諸君重の特性乞もクてゐる。はじ、め』ごのベた集団の白らえささや叱法1，密

度玄限定する白律性ぷ二れと瞬イ主レf二集団員移動め朗建，多えの阜商同士の

閣の機能的地域的の栢互明掠己れらのものは自主主にあ、jナふ集団を忍柑掻く

ま寓ベ、ること 1ニよクてのみ， lまじ、めて明らかにする乙とが、ぐさゐやみと考へられる

のでゐムぞれは白耗i二わ、ける保持の稜栓p世主し味、点、からだけて引之江〈．むレ

み吃れ以上 l二，色点〈こ司ヒ動助の台前》佳， Jちゐ 1,A）ま主持的行動がありめままに発

揮三札てゐる舞台と見ゐふとがで主るからでめる a

X，桑約

1.京犬:It夏物園内の沈の7｝く品生活者宗土託金！ま，肉食者が）すからなる同位議

会品会を形成してみる，ニがにの中，相互に生活棋を暑にすゐ語類〈オホミピ

スマシとア〆 Yポ頻〉は混在する fl~：－ 生詰鮮の比較的似たアメンボ頻用士及

－－［；＇＼＇ イトアメンボ‘の，闘では，沈注部から池山、安~ヘ向マて，イ iヴメンポ→t::'メ

アメン；t＇：→ナミアメンポ→オ； t、アメンボゐ）I爵〈：．向l心内約引く面め棲み会lj

が有iまれてゐる．ニれIJ:,f永の式会ごと行動ーカの大小 1三在する地域令害1］ごみる

が・， iiとれはまた草なる地球．余割てiまf以，大動物め地点内 l三1）、動物m地域が

包容されなが、らj しかも t~ tま互に相持抗する所の，いはl玄室；複合台棒みふ！？と

もいふべさ関舟ぺ、あつに ニの主うよE地説明イ訟は，草に水面’主活者社会にと

どまらす：一般向位複令社会乞づくる智jこも手た見出されゐでゐらうと推主
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よされ九、

2.よ記鍛造の昆玄殺の中， d寺iこと，xγメンボ、の呑め活動E寺》二名、ける也毎

溶ノ主を，いくづかの 1l、池にヲいて識べ‘に結果，怠度消長には，相互l二墨江ゐ三

つめ置があるふとか‘瓦出主オLた~ ·ir 、参事工型え ,f~恵ノ支型！〉．第E 型〈音色和型 i

，夜ゲ幕直型ぐ特殊型〕 cある、 4二めうぢ第正型 Iiヒメアメ y;Jずにとって好温存

環境婦件をもっ地にあら l幻 L，活動期のはじめから蕗度が高くなり平衡航酵

を維主宰する lこ封じ，第車霊ll士ヒメアメシ，京に k二づて：比較於4-1-通で、1エぃ地にゐ

らi志抗，長初l土持んどイ孟みヲくむのは存ね、ク 1この l二拘 lまらず；渇動の最盛

4月に江つ亡急！ニ品鹿度と f~ ク fこぜニれ J草花の仔渇地域 1〆飽和子氏態であゐ

ために－~tr主札に過剰人口tうため .T> 新らしい垣氏亡、あjふと認めるこふとカJでさ

f九手工型は池か犬主〈，内部lこ運々の翼江ワ fこ場付的帰，件乞むち，且フ中

央部tニヒメヤメンオ；＼二ヒクてのゴ吋1J存｝堂開（ナミアメシ;fての利用主筋〕を戎、レ

てゐJ'；）也にあら！まれたもので、あ 1），そのt凌！土ト前ニ者か、、「最高恋／主i乞ふす

のに針し「経f奇窓度J とし〈考へらぺ去もめぐみつに。

これら密J支型の相率0持L 第五，第耳笠！の相輩）か存在する ζヒからに－ -;t 

めyt$）＿若度消長曲線｝ま必す・しもをの猛威ρ活動数（まf二1i1圏イキ数）の消長

乞之のまま示すものぐほ瓦七むレ引主怠場前のイ前牛と，進4まの$~の池＇.1) ( Itp 

ちみるーJt範商ク；p卓也浪内ゐ〉換を、見f;~V>犬小との，相＆関棒、の結果とレ℃づ

〈ら札ゐむのーであると考へられた峰

3.ょ吉己力関係は修工型の犬池の内部の諸部合の%反主上ヒ乾すゐ二とによ

？丈一著明らかとなクfこ匂す広lまちぶれらの諸蔀令l;i:，水面によクく亙 i二重絡

してゐゐのに，均はらず；広lまーのヅヴグ〉小池と同じよラな底度消長型の相蓬

を示レたa をオιぞれの部少集団 l士．大体遺栓 2瓜乞再~1 とする誌が l｝引手ち，

人ロ．々、，‘4

ヤてこ元E度が‘一j主の隠夜i二i主.：.jぷ4もば，，迫章1］人p のi土l:Tロとし‘ζd全〉兵号：Qt.！のt巷？') 

：＝‘主咋らしい集白志‘耳乙乃弘コオtゐa
乙れらは場事長4自体内動さからも知るこLとが

て・~ f:ζ河すt;.Iまちこれら集団iま桐よしニ間味レ会ひ広がら栂主J二独主し，a
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フ台律的｝二台らの紘がI｝と密度乞Jiil＇；ミ：すι括主能乞毛Jづむtいん乙ヒがで与に

4. J索寄託掴A本の動主 lニよフ℃確かめ梓7ニ析でl士，大池み部ナ集団.,1、池集

団双方を遁（；＇て， 4ヒ弘之、れの集団?JI土4との集田内〈ぁゐひは一定場所）に長く

止まらうとする傾向乞見ることかできた。集団力、ふi也草間への移動Ii，一方に

あ、1tゐ生活力〈、好通ご全欠くよ？に江ヲfことめの止む全特L互い移動ヒ考へられた n

すことへ隣接教集団が融合しー集団の形態乞とクてゐる，場企でもタその内部の樹

林の動さは，火砕2m以内の龍固にめる場合が多い乙とがゆ機会余布あ、よひ1教 会

運動の場令の狸鈴岨ヒの比較によ？て示乏札fニ。 ζのj宣言合イ直lま，乙の冒釣のた

めl二新らレくつくられた碓辛計算の式によって算出されたもので、みる e

ふのよフな史イ主1［まか克られゐニとは，こ札ら集団が車以ι1高然的f正運動の集

者による群隼でl土fよ〈， δ2° Iニのベブニ独立’住ヒ白津，世乞訂正へた紘一持てみ

ゐことの一品乞示すもの Cある。大池の部ふ集団 l主，ふみよう広範えF イ本の最小

車、位〈基本喜e回）とみ！;f.ごれゐ。之レてムれら：Fくの基本集団によクて地域隼

団h＇＂－：＞＜ られ．之し’乙地主払集団ヵマ集まクて戻に連社会カ句くりιるものと15.へ

らオtるe

5.集団の鬼度がある限度 t：：.遣す九ii・・，自縛的に増加を停止レ平府批態が、

現出すゐの Ii，いかなる内部教樟によるものであるか乞知るため i二標識個体の

yig失戒況力、ら，集団全体の消失鉱及ぴ、新出教の計算Uすった。ぞの結来j玄高

忠彦九にむけゐ集団賓の夫社とい点、現象fJ＇見出三九fニ。すぶ lまち之オ乞ぞ礼の集司

lt ffe介ヤレく侵入すふ！~｛$ 砕を拒ま fぶい lす礼どむ，もレ勧支が高くなればJ 投入 1二

,j半ク亡集団外へ出ゐイ固砕力どあらはれ， J主産｜止一足｜二侍持－~れる。品？らレいイ受

入者の数力ど多～旦；づ史忘度力〈高Iナナι1ま詰 J,1t.こlナj雲司均らL

ニとがf「、主 htこa

6. これらの野外集団とp 今まで多くの人々によク℃研究さjじたあの動物

の実験室隼団ヒ乞比較すと時p集団が自緒的 l二自らの定度乞制限し平m~犬

態がめらはれゐといふ点でlまヌ又才同じぐあふが，裳員会主；泉田今平；常労大警が，

生れるもムと死ぬものどのぎたの釣岳、ひといぷ、極限的な'1！.長定めよに立つ℃ゐゐ
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め l二t詳しら野外集団でl丈動物自身の比較此1白由は移動が平衡歌まちの維

持 に 丈；：： tt. 校事1j を滞じ‘てゐるU，法、相蓬刀~－~ι；さオLる。このことは，野外集団

の！若度の飽和点、そのものも，実昼食室集団に〈らイてよりイ尽く，多かlこいはほ動

物の叫理的社長管、ヒむいひ存られる七の1：：：支配とれる a飽和点、てあ IJ;.）ミゐかi二

融遁佐に富んだ高さ乏持づ畠包和点であらう二とを推定ぜしめ石千Jのであるφ

句、、

？与、
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l第 ニ部

ζ 分布の集キと定位の吟永（第一蔀クム付）

第一部T二名、い〈払Ji戸ヲの池内Cのとメアメシiポのふ布が集中的でみるかど

うかz本よ弘、、)I色舟での軍動力C機会的で江〈ー定場休：1二止まらうとする傾向があ

るかどうかを，新らしくタくやt；；.す布間隔頻度席率の式

p E. 伐~－a)
= p-2.. J…～…由一二…一－…一…・・’←一…““・ ぐi・1)_

ゅよづ三J求めた機会舟布の理論櫨との比較によ：；て人確却、めま奇どLた。 Jをの結

果宥弾み；tがすべ、℃の日l亡3すいて，理事告雄主 I｝も短いふ布鶴崎教が茅＜， ~r－各会事

lま集中的であ久 J方移動距離のすl人それよリ史7ニ鬼互い古川が多ちてJ主~4i_1肱
を訴してゐることが克也とれに，しかι、与が与短いふ布鶴矯め頻度Jめ平均

Aitr:＇，理制直よ川犬きい．あるかい初頻患が理事長雄よりもねい日が多

かマfこといヲ fニ舟［~＇. そのちがひか・呆レり高ff-釣なちがひでは島かっ f守、ど
ラかみ吟味がfよ！？托出、Pをの結論は必ず；レもi正しいとはいへない。乙②よう

/J..且令弓主ηt孟め1二世今』：＞

4ト，第』都第 Iワ，ぽ函 t二矛もしにようえ会布潤！議の頻度内平均催＇.~A；£りに e
之粍ぞれの臼の援をそのま主表訴するじ第13長めようはIよる＆ ＼ 

二心、の表によれば，C久＋Cb地て＇ Q __:_ 2 lflJ7）会布簡隔の頻度均三機，会かあ
t . 

CrCW?do-m, dlstri"bW.Jion）の理論峰れ七九、外エ留教（E数｝Jt.悲観察

回数9回中g院でめる；

！金三’効帝時輔の頻度iま理論越よリも弘、ヒJとも止にザ少t主ν己とも恥るえ乎

一均よ.，，多い見事の母官会ヨ舎はs:oo/o).Jを婦魚榎設とすかま：

民主‘いて

Fe= k~ l/<n,p-) 
n1 =Z (N－是十J)

3々 £出」2fe

N事 0 4再 8. P=Z~ て会
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〉ふ＝ 0. 0 .:,-, /1, = L/. l乙＝＝／β
- -I ~ .L:, 骨t

lこ応、げるんJJ直を.F：二分、布表 lこよクくぷめると F=3,6久、総ク〈九＝ t/-以

上になる確辛はo.of以下ぐみ令。すfふはちょ%以下の怠験辛乞以"C, ~ト

布間隔 o～2mの頻度ば，機会み布の殉度よ 1）も点主い日が多いと認めるミと
、 ＼‘

がでさる． ；司様lこみ布胡円高み頻度 Iり値が．持動））頻度の値ぶ l)I J 、 ~t;、つにの）ま

'9田中9田℃ある刀、らfもちろんニれも有，章、ぐある．すなはち 0～2rtzのみ布間隔

の頻度！ま，機会ふ布の理論イ直より大さL、日 i土多かクfこが．移動の頻度よリ lid、さ

い日が多しそのちがひは偶然とは~「ら札ぷいと結論する二とが、て、主る。起

ゐ回数がず乙れより少ない場ふ，たとへ li"9 回ヰコグ回七、めれ l±~，弓6(O.o~ ） 干
2.8.j, F'o=2.3s ・C，有意でtd.くなる.1§.レ追＝i及 び 五＝ Oの場会jま，

丈 IJ、問ィ．手乞i並l二すれば・有意、ζ江る．

心のようにレ℃治会定した結果！ま， o～2,2～引間痛では， Cα＋Ch.Cc. 

池共！ニ分布間隔頻度如、埋輪個よりえ3いB炉、多＜＇ bJJZ以ょの間両の場企iま

その逆でめゐ．移動頻度は両地とも， 2m以下の場ふか冒多く， 6m以上（Ca.+

Ch~ぜ）点ぴ之/7l, 以上（ C乙池）ぐ‘はその逆ヒ ！.f_ ク〈ゐゐ。すなはち分婦のj舎や
・1生， ｝｝.＿v.:' 

会的に立クてゐるのは，前包の犬オ人工的lこ5靖を Cb地よ I}S.at也lこラフした

ために，dト布の集中がめ支られたためと考へら料ゐ。したがっ℃二札を除lすIi",

J援会；f＇－布と J差jま益々有意に江ゐ。

〆’、

j_） 乙の才法よりも之れぞれの日の理論簡晴数ヒ実？Nij岡両教の差の宥志泣を検定

する方がよリ直建的ぐはJうる7:1'°，後のth：た法をこの破辛式4こ適用する場与の方法

にl土，ま f：；＂檀々の問題が戎、主主てみゐので〉椅を改めてのべ、ゐ二とにレ，ょミで1.t

－忠商虫れないてb＇＜。
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2~ 令本の集~が持会~l暴対〈好適棲怠場前）に封する
ものか，または社会性i二ふるもめかの問返

ヒメ7メ〉ボ‘のー池内でのか布lま，i争中的Ji.｝；，号ふヵど多いとい.3、乙とは，・1 n －（：~ 

の司令味 I~よクて明らかに江ク fニ．しかレ畢に令布が集中しJてみるといふfゴけで
は，をの隼キが持定の好車場許庁i二針すゐものでみるかLift;るひjま場所lε蘭イま

の f孟い厳正）~jf~成してゐらものであゐ均三まピ明らかにされミゐ ii~～しかも
乙与問題iま動物め』集会現象を県成品、場ふの，最七重要f手問鍾のークである‘

ニの点はニ項会布
・之〉

A.  • N ! ,, N-le. ..... re 
ドゐtた）＝，くNー先J.!le! 吉 γ ............………”~－－－c ＇・........ l2;!} 

個咽”ーー司喝・M・・・・・4、

幻自然界l二あ、いてIi，もちろん全然、場所1；.閉掠し加、群芯どといふゐのは存在しないであ

らラが：しお、し場前のとり7き喧ロj可lこよ dア℃1土

.-2;/tるJここi七IJAとのよう！i.，いIt./ti/面体間ρ引が科会性jが；場所的保件ぬ直接的’

彩響Lこくらぺ之，より火さ4表面にJちらはね℃ゐる群をさして，場街l二関持、レ1$..い語学と

f いったのCあゐ．存II私は二のよう江集会Aえをrlも（むAt）と時v特定場併に針する集

1 令A氷点r事由」とぷミ挙喧二‘めら lまし亡両者の区f1lをフ Itる二とにした l~ と考へる，担

－ 
Lこの区新jはもちろん絶封約芯もので・iま江〈，何れの委意がよリ太さく表面にで〈ゐる

‘ ι かによクて量制とれるにす~‘瓦い。

め長追で1ま梅棒~（個体閣のネ土会的干渉，生物科学夢j港第1 号， 1949年.19』30貢〉も
’世，，.司、

この式を南ひ，オタマ必ヤクシの掴体の-l与を．機会合~ゐ理論値からのずれl二よって志すニ
とl二よりγ社会牲の長現を行l扮とする実験念試みた晶癌1山 内li＇；ニの j岳会仏特定の実

験匿参1]1二多〈のイ団体力f集志ったのでf五いかどうかの吟味が必委ぐあるがンモオもそ・札の実験

渥責＇］ t也生物苧的に等4ぬれてゐゐといλ、予備英験があるから，己二でlト克ヲ笈丸、ないで

みらう．ーのような集ふ体はよ詑力%前1；：.周縁ゅ江い岩手Jをなすわけである。これらと瓦

．針1：：.，犠会的なゐ布及ぴ運動の理論値lこ各政～し t:.1f!fヒじて I~，営ロ旬、ら牽くはなれて食物

採章活動Uお、クロヤマアI｝戦意義の場合があゐ.C'1て壷動性め大~1i動物の底度調査に

ー 針する桓法の通風.~r. 生態学研克．等ヮ~.事2号．耳召和 lb年 63～ワヨ買）. /J..11 8'6買

月却喜主拳鼎．
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やPoisS.:;,1z,l柿

吋・・・ck.;=e-hl m長 ... (2・2)
Aι 

江ピの公式全イ史って株会、少布も頻度乞算出レて比較するよ岳会でも同じ、である．

ヒ〆アメνボの場企ーは， F 殺視察ゃ震動色体が機会的で江く，一定地域lニ止ま

ろうとする傾向お多いといふ、己とからも， 1ト布の集中tiJ号併と結び、づいてゐゐ

ふ乞が察知されたがJ，次のオ法 iこよ札 li.~－唇BBらかにこ科乞会折する己とがで

怠る，与Ca.+Cb~也乞図よて・等間漏 1: l 0に麗却り．それシ英三、"ti-の匡舎i内正鬼られ

たヒメアメ Yボ数（図の記録4ニよる）宏教へゐと次の表の通I）になった（第23

回参照）．
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問 f0 ,. 

J 23' 1 （豆、 i

j~ I引
れ I~ t 
40 I ~I 

dグj

.・1) 

× 

。

Cb 

：長4 
Cα 

f一一一一一人一一一一ー「
－ーーー一一一一一ーー一←ー一ー－

II IU 

第

IX Y/11 

3 

ワ

3 
Q 

ワ

ワ

5

3

VII 

3

4

1

4

1

 

f
t
司

3
・1
吋

5

V 、VI

。

IV 

。
0

1

0

 

。
。
。

。
。

。
。Illー－＋－3f 

¥V一一 l
之

6 
2 

2 

0

2

 

。
。

0

8

9

6

6

 

0 

2 

s 
τ7 

6 

2

6

6

 

0 

3 

。3 

'8 

8 

10 

2 

ぽ

5

9

－

2. 

ゆ

5

〆。
o
f
F
D

2 

、0

4 

2 

。
2 

ヨ
2

マ
5

! I 

12 

i6 

1 ） 見向lま鼻の方角℃は It.. く池 t：.量すする高度であら iました s 。晴、の場会1立地の長主~Iニ活

ひ X から I＇（／） 方向への風℃あ I),61主治の長i:lz.1：：：封レて直角の才向に吹く風，で‘ゐ

る。記号lま託象学での・I貫行に縫っ1こ．

与なよ才色fよけの育料から判針すれば〉この桂皮（ゲ～8m./sec .＞~ 1'）の乱℃iまJ

ι池のアメシ水める＼車位置を特に左店するほど‘の事警は認めらねな人ζの点lま樺

助麗内の4也の池にヲいての記録ぞお同じであった.＇偉 L見定Jま正確な測定によるもめではむ．
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今第14表の之れど、tとの数字を下めよう 1正文字であ、主かへる乞

Bv l t 2一一－ J一一ひ j昔計 構平均
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ヱ，z一一－ x・I・－・ y，・沙

縦計

Sav＝＝会会ぐ工i.j－£）之土仙3

= li さはi.-x:r~叫3
同 九

一 b 戸（ヱパ）－＂~ 313 •. 3 

ゐxvニ会会均一疋f勾＋げ

＝らv-SB-Sv=4-見グ

、‘v

x x・1縦平均

SB 

Sv 

ι

勤

動

広

L
変

全

日

分散材庁ゑ）乞ク〈ると，

匿劃変動

誤差変動

不信今散 J寸塁手国 変動 自由度 令、散比

B 1s-2.3 デー／ 19.04-

マ J/3.3 10-! ..34. 81 31./-.Ftl /6.~グぐo.ol
BXヲ 斗守＇$＂.7 2メタ 6-8グ

言＋ タ61・3 ! 9'0ー／

ヒし T三日βの，余最比 l-=;= j宍0ヂI6.8グ＝2.fl.Jに針レてノZ,=&'./7,z＝グZ

時め戸（0,01）のイ直！ま・＜2‘クグ，同採l二？の少散比広＝ 3¢.81ゾ6.~グネぷ0グに

63要参照．心者山元三郎．少法定ffiJ の極め}jと支雪合計壷の立て~.
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卦レて nlニータs 122＝ク之とレ 1二時の子「（o.oI）のイ直1まく2.67で．目による個

体数の差異ヒともに，産量Jr二よる個体教の差異も，有；君、1！く準乞 o.oIとしくも広

! －＇－＂＇、 i) 
iま明らかに有志ヒ認、めり作るのす1岳l三iヒメア〆シオ；、のふ布が集中釣であヲ

たとい点、ことはク車なゐ偶然や少ゐゐひj立場所1ニ問，待、レなし、才、目亙J幸近のため

とい品、より 1ぐjむレみ特定の場前〈の隼中が太さく4動レためであゐとえる

こ：t::が、で、さゐのである。

3~ 交尾i二よるふ布の集キ1－：フいての司令味
上告己 2°＂の結論 lえ1必ずしも場所lζ同権しf正い鮮の存在k全然吾定し℃ゐ

る誌でl士f玉い．少なくとも，ヒメアメシポゐ池上でえよ乏レてゐる己とl丈ニイ周’

!)JC も二ニでは，視察白が署i令i二接立与レてゐゐ 1乙め、定位性の蕗響が濯えあらはオ~.

之れそ札の日のが布が，互1こ:5trz℃、7正いために， Lのような有意J也が強えさ定、められ

た仁めではない力、といよ、疑がある，二れを防ぐにめにp 日の間隔乞大主くとり．

相フプく 2回の観察の聞に同一 E益事t）内ぐの同一イ白砂の減留乞7まくレ℃治定乞

試みても，結果i土Itif'同様であフ fニ。たとへは·~ II I'_ 3 I • IV -I O, lν－lbの3

留については，位向の舟留は少数あったが同）匡劃内でめ長留は少はくとしー

標戴個体でほ O ℃J?h~ 今ζめか散ふ析柔乞づくゐヒ

~四 変 動 包也産 不備奇散 4ト散比 Cベ

B 84.2 2 Jグ.10 ヂ.33 くo‘O.:)
v 13'?. 0 '1 ／三'14 .j. '11 くo.oI 

B"X,Y グ／.I 18 3.'1.S-

」一生ーしそ色豊一」』

すなはち，易手定量豊lj1ニ針する隼中が、やはリ顕著 1 ：：.~£めら札る．

之）場併に関係したい群であれJi",4.J ｛；も鮮がで、きても，乞の湯船主日によフて

一文し I~ ＼， 、主又であ』i，従フ℃有この変動 lt 斗こむ主誤差変動のt1二令まれ弘しかも

これらの生動！こえらべιj号対の相蓬 l乙よる変動の才力ぜよ I）犬さな比重乞占めて

みる二ヒ力三よめ今村iこよ~， ＇（.示されてゐるのぐある。

来 3月 31Bi二位置を記録δれた Cci. 十 Cb池の IS~員〈，字表権議掴＃数｜まO 〕のせコ

のψ，4月'/O臼の観察E寺に同池に見出.：！ ~uニもの（生成、り総、数℃、はない〉！日頭．

レガ、レ3月31日ム場ふと向ーの匡聾］内 1ニ瓦出3れたものは0でゐゐ。また4月1D

臼l二見られた標識イ百体2b（総数42〕中， 4月16日iこも同池で見られたもの

It同じく 5頭であるが〔4月lb日の Ca十Cb.池終教l土39入乙れまた4月1OBのー

場企と向~1亘毒i内ぐ見出されたもの lま 0 である，レfこがづて， ζの 3四の観察
1ニあ、いく！土，各小屋劃の回毎のイ国体数iま，相互 j・ニ3古んど枯卓ぐあると認めて

差支へたいであらう，
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A本！二ょん設も前章Ii若手の存在を示して二みるま定てあるが，しかし石とれ以上l三均

所l二よゐ集団カピ説若てゐるとい」、だ‘けである。か I｝に’矢ょたのが方の集中

j性が、場付l二関婦のない群の蒋紅戸、I}Iニ基いて起されたとじTこならば〉どれ

どけの鮮専念考へ＿U－ 仰はU－ら江いかについては~ ~￥ふ布（ConGJl.ious -

d/st r/bu tioa) 1 ＞，乃ー？のあら l本レ方として，最近 Cole(Iタヂ6/'・5こよクて

提唱されたよ』乞汗］ひることがぞきる。

今いえフ幻、の群からf仏尋集国から N佃の誌料乞と L），そ乙;k.A三札のさ£料の

キアlこ合まれる岩手数の平均（一試粋営i}）を次のようにあらはす。

み1.1ニ葦独イ薗イ本教の平均

lfl2=2個体の群連止の平均

JTlョ＝ニ 3 II .・;, 

ln.x.ニエ個体の群款の乎均

mJーラヂサ，＋lfl2+ lfl3 ＋十ん 臼

(1旦し 171= n1+ IZ2+ n3十－－－司十ノZ‘え

九，々 ムーー，nx1J;: 1, 2,---. x個体からなる点在、Z半数〉 、

今 n1,!Z.2, ll 3 ，一一， hがを ~-zAth独立 1::. Po/ssotz付女してゐゐヒすれlぐ
イ固体数 0のま式料数 No .＝；よNe-!fl'"………・…・…ー一一”ー (3・2)

J) ♀. Po/ya （イ刀12de fl：々・st.He々ri九inc父r三I.11グー162,Iタ31)jこよって名ッ吋

られ，よNeymαrzCA加．所1cdん.Stat.to, 3.5'-S-冗／タ3タ）やG.Beαj；〔Ecoloyy21; 

4.bo-i./.74, Iタ4-o）によって也tJh学！こ適用ぜられた舟itf.生態学首台l二l土f試紳助主中，ヵー乃

至多数個体の生dbJの存友が；初試料中への地の，個イネの出現碓王手j二弟響乞及lます場合の

寸市lこ3が 巧eカ言葉を用時二とができる（Co/i,1946,t,表面./J:IJ訳語Ii惇揺余布と称、

訪れあるが〉むしろ詳余布とロヂぶ方が内容的！二.~＇~わしいので綾活乞用ひる乙とにした。

2.) Co佐， Lo.・／v/1.ntCリ／タヂム At’hecry Joγα/70.l1z/1-z.1 cinto.1-,"ous!y 

disfribllted popu/cdions. Eco/o~y, Vol. 2ク， Noぷ.pp.8.2.トシ仏
、

3〕最者i：.いへは〉池内のヒメアメシぶ今布j二針レ戸I±~ どのよるぷ九 j々e;々今本主＿i
いての按足乞誌みるのは通営cは広い｜す札どζも，ふの場会1.t一定崖劃止の出

認権辛P＝会ぐ創〉で、比義的小さいN ，近似61.JI~ Po;S$D々の式を通用ーじて

も，大しーたま晃りはないと忠、ばれる e
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N1 ＝• ηZrNo ・・・・・・…申・・............u ......一…－一一 (3・3)

一主

N宣＝ N。〔岐阜キ号トー…一………（3・的

一一／38－一
個体数 iの試料数

’a 

…，  
Aη，＝→子 切．．．－．．．．．．．－山．．山．．．．．．．“－．．山“．．山刷．．．．…．．．．…．．．一…..(3 
、 ，Y(> - I 

／地 Tfl.2
タ一一一一一....:L ．．．．．．．…………，. ...…一一一一一••••••u …...・M・－……・ （3・ 6)

f弘之
・・ 3 

-／ ＼ ／ 呈 . m, .~ 
lll.g = 地-m, m:J － 了 …・ …… ・2 ・…・・・・ー・－…・ (3・η

2 ，， 

従フて

存l主まf二

カZ= Ill,+ 2i!l.2 +31/la十一・十‘Xlll:x.…－－….：..・…・…一－ (3・3') 

σ2 === m,+ L/-m2十9lli.3十一ー十エらFιー・....・.....: .....・………・・山（ふり

こ.1'{らの式から，Z拝めふ析が‘可能ぐある．

e ，今~＋ Cb 池乞等産自手責 lこ次図の様 1こ 29等必九それぞ犯の匡華l に見出主

x x.1 

ト・・・．，
．．
 

VII( VII 
1--f=＋＇；山-tL+++-Jf l ! : 

I II fll IV V 

第

VI 

3 図

れた個／点数頻度乞来にすると‘第 ·1~表の通りになった a この系のイ直から （3・q
(・3・2）及び＂（3・＇£！）点 .njこょっ〈汐Z1.及 '(J."-/'17.z.のイ直乞計算 LN(=2'1）を来

じ、て，草准：個体数忍び、2イ田林群教（交尾数）~算出すると第 1 6表の通りぐ、

ある．とニゐが実際に己の池で〉二れら長定率持に丸亀レてみた数！止，第 l~表
最1支の欄に挙1ナ、＇t：こ通りで，交尾J教の計算，；直と実現tjイ直の差lま，＆－Atf.として縄

窓辺 1ま考へら礼江L、程丈さい．すな J;t，ぢ交尾のための集会とい点、がけでは，

ニの池の集中州体制する乙とがでさない ζとを示レてゐるのであるのも

2 

（小S).（ふりえによって算出するニヒもで3るわけで、みるお℃二の才が義差が大主〈

16-る．元む（3・1),(3・2),(3-8）~による湯るでも．相官の誤差がZ予想されるが，

これにークいての吟味！ま Coleもまr：.・・.狩クてはゐないa

.t.) 
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議！
111 ~I/ IV w IV 

31 乏一る 1ま
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ワ
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10 。。。。0 

10以上 。。。’－ 0 .. 0 

第 1 6 表

観 漕手会怖としての針草値
寄月与、

軍属 ~~敏
a fn1 個体紘 m-2 f動｝

ー

lil-31 o.22s 6 . .S「 O.Iデ8 S.8' 2 

IV-I -'-0.，む主i -1.S- o.l/..22 12.2 ・O 

2 0.'796 2-1.! -0./3ダ ーヰ.1 。 rヲ

6 0 . .3之ヰ タ..t./- o.oタグ 2.fj' I 
／ 

f? 0.086 .z. s- 0.28$ 6'.3 
。 之

ro 0.006 0.2 I 2以上

l I o.グ1/-'T 21.8 0.-3/.S- 9.え 。
12 -0.1/-3タ、－12.8 ／~09タ .3/.9 I 

！ら 0.3(/'f ;/.6 0：＇／.ク3 /3.グ 。

IV 

10 

’‘ 14 1 () 

5 14 

2 。
3 。
4 ヨ
む 。
。。
。。。
。。。

ー.o.

IV 

12 

15 
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3 。。
。
2 。

。

IV 

16 

12 

b 

;;> ・－

3 
2. 。
。
。。。，
ベコ

。，3 4’’ 

． 

葬 l ワ表

川－3/ rv ..,_. t6 

オて。 さミ 群 ポ’ 実 群

布命tシ， ‘ ~1·1 令
フv’ 

淵 4ト
4おント・

’ 4童 布 イ査 布

tS:6 〆タ /lえO マ.s 12 t又．白

9‘，T ゴ同 ヂ.3 五0.1 6 ヰ.8

.:J.() ¥ 3Jj 6.8 .f" 6.6 

4スグ I んタ 11-.6 6 .t:.6 

ちら九二め場令．親義え毛抜沖’l二主主，＼ら札尽くても，支えするrこめに持返し

てゐる1固体刀存在も一議、は考へられるかf，モれだ‘lナて、！まか布の集中lま持定め

場針には限らないわけ亡、あっ℃，ささiニふ析した特定め場附への集中乞説明で

、主
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さない弓と止恰・l土l)rt,;］び℃、わる．と二んで‘興味みるよヒ l本， Co／己の式によって

計算レfニIll,，／万2 乞用ひて No，八11,Nz 一ーを算忠レてみると，第lワ表j~ ：： 伊！
不レたように甚t~‘よく実浸i),1直 1 二，＠，－..f丈すゐーじたがフて p争布場戸庁に闘する PJ,ト味な

っ；－いさなりこのおだけで群のか祈乞俗、と， fことひ特定の場所に針する集

中てあづくも，まるで若手会.;Ip℃めるかのよるな印象が興へらitることにな l入二

の丸のグZ1,l1Z2ーーー年ど乞用ひゐ与とにより，誤まづた結命！こ旨j草する可能性

があるニヒに注意しなければ、！＋.らない。両者は手先計集団ヒし℃もA艮本的T正相章

乞持づて，ゐるのである。しかも両者が←克問ーの会布様与えであるかのように瓦

へるのj止，車』こ同一昼劃にクい℃一回の観察あるひは抹集l二よクて，今布形式

乞見出さラとする場舎にあ、ニる誤 lj である。 Cοle の考察 i土二の点 lこっ~）て志

Tど尤4トヒ iまいへたいのである。

4~1ト布間隔頻度確率の式ヒ之の通用ゅーか8～勾貰〉

銑に第一部l二あ‘い〈むのべ、たように，ふ布が集中的力み匙的かをい品、ために

は，之の基準左も忽るべき4集会分布の理論イ直が興へられ1r.ければ・ならないλの理

論樋iト般に，前記の通1）ニ項か布の碓辛，又1ま九；・sson分布の権奪の形で興へ

られてゐゐ。白熱二J五、Itる生物個体め令布乞調べ、る場合，もしも之bA三布が換会

的存ら it~·. Poisson，か布の兵力f適用主れる場与が多いであらう。

どころpて‘二れらの才法で｜土，就にのべ‘たよ？に，十布空間乞いくフかの亘書＇ I

lこ与！ナp それぞれの匿暑いの出現個数の頻度によって，ふ布乞示すといふ手、

暑向上に-P-ってみるために．屋劃のふlナ才＇.{b符 iニよクて，同一ふ布でむちがク

7ニ令布版態としてあら li2れる場与が止ずムた主ヘ 1;t＇.，亘書tiの回が組！？れ

i抗いくつかの小集団があってもこれ乞検出する乙とがで~ l.r.. L1砧またi並に白

j） 事，1ワ表I二l丈 3月31日及び、4月1ら日の1.トピ1tをイタ］；子、したけれど，地の日について

ゐ結果は IfJJ＂同採でみる．支持 i佐が九isson字布’t一致Lてみr；.いの1::1:勿論である

かけれ集団付と寸ぶふとにする即ぢ集中 村議持布，みつま 1)0ii

からい内成癖集i霊園．
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定細かくすれば，え集団l主知仇さ払，集団とし℃の特徴；乞示す二とが可き芯いゆ

かリ I＇；.生れ珪誌でで I正くても，麗劃のとり方受o;j可i二よヲてi主ず、るふ散め相違

を．ピラ尿:t及川、にづい〈，かれ面倒広問題があ、こる（ち／iSS.Iタ4-t) ~） 

すべてこれらの難点、の生ず冶原因 lま，二札ら藍劃法がよ之tt..z.ピルめ匿劃主主

に初り離レy 赦立なむのヒじて原扱ふからであゐ。あるひl丈人エ釣rr.初 I)l土江

3れた重量ljI二よづて統計萱ι求めようとする統計法之のものの欠陥ζもいへ

るでめらう

第｝部の中ぐ南がたふ布闇商頻度確率の王亡く 8~ 再｝
p ~ a.（公a> lドスょの難点、伐札

ゐために考へ出主れfこむのであワに．レカ、も，もともと霊劃法l二品、ける麗毒！

之のものむ， dト布する点相主の間隔乞示すーっの反主手設であヲたはずであ

ゐから，己の周喝法の方が，4ト布めあらは I.；才ヒしては， E劃法よリもむレる

本筋ヒもいλ、ベ3であらう．

レヵ、レ第ー蔀にあ、いて示レたよま巴の式lま，ただ線ふの上での掛布の揚る

『こ直前される式であって」般の乎曲上のか布の場るにはまだ直接にl主連

用ぐさ江かった。高ここで一般に用以るためには，一定面積．中の，任意の2点が、

ある距舵以内！二める確率乞；~めるニとがμ要で~ヮた。 4との・確牟lま友のよ

うにじて求めるニとが‘で、与に。

／α＼ /l'°¥_ α三芸，！／之として左の正方形の4フゼイ圭意の 1

主主jj 制吋橋工品二兎いる確牟 l土1II 

宜 工 宜

l~L－瓦 l IIf ~： 
＼＼』九一 .f~’ 

〔J!-2a.//1:
同！.：＇＜.紅意、の柁，の L点Bが工内のAょリ・a以

内の距離に見出されJ忠雄率九l土

足＝今季~写

f'5 Bliss, C. 主•7 statistical problems ill est泊 0-t，；吟 ／＞opu/at,・on：ず－

Of Japan.esをと Ee色.tielarvc-1,e. Jour. tc。n.E凡！lom.34 （；め空えZT.1941. 
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U 今 V

J’－ －~毛、
・-t弘之←

’事 l

Jヲー

_(L－－＿~－~－＇ o.ヌQ ＼戸手：：.t... c・廿司

t＇止

同議 lニAが耳にある E与の碓李l止 ＇－／－ a( 1-:<a J/--t: BがE的IのAよI）（.，！.）ンL

内め距離 I二見出される，確牟 l主

九＝拘（？？）

4且し

2/ct 1~4-X ＋ παゲ之
,,f2 

S=f~dx＝か1応2+-fSin-1 

こ%を計算すれt;J;''

九＝－｝； 4-a3(.1－~a)(ll- 号〕

同様1二Aヵど1J[Iニ見出主孔る，確率 i止 1./-a~lt て B がE内のA よりα以内の距離 I~

晃出き料る確率 Ii

，坦レ

ト手会（11月刊十11~Ssd叫

心＝子（会π－cos1：をーCo$－／妥）＋エg

民 十？｛聖子三＼c_os－：妥）+ r__sヤ（co~~·’妥）｝
ゐ＝πα2+a{ :x ~in (cos-' -f-) + f!Sin (cos-'-*)} 

-a勺os~＇会 ＋ cos－＇妥）

2) 

1）まLてSetエは半円の中l亡が方図AよリBまで移動した

持.~ド内面積中正才栃内に或る部分の平均値． I~宜
2) -1Pi1不~axo(r 11，忠商A内の｝点付，uど し 字

経（），の円をえが〈耳守＿. . .  i己才併によヲて長刀ら犯に告J?il-の面
- • t'Q t'CI. 

靖の平均4直．否O~苦心似d~i土，同じ＜ B 1f:J d)一点、

左中Uとする半娃αめ閉が， iE方形によづて切ら~t）ら告p;i'>

の面積の平均値．与の計尊4二営つ〈は梶谷敬語2まリ有

益江主示唆が、縛へら fレ7九二こに同君 l二針レ℃事4謝意、

を議する‘

立 工

B 

A 



--fl./.＿＝.：ー

・ニれを計算すれ tel:.' ／アぜ

ゐ＝多弘一怒川2

従ヲ℃正才形内の任意の一点BがA也の一点Aよリ d 以内のE巨齢にある．． 
碍奪Fi止－

P＝ 疋＋F~＋ f;,;＝＝ 会（Tr1~fa.1+-}a2) --・・- ....... (4-・J) 

～ （イ旦し；；芸4)

心の式lこよク-c;t<.めた4直と此章えする乙とによづて，われわれは正方形内の

点のゐ布，ある (Aはその運動が機会的ぶあるかど去かを知る乙ヒがで喜ゐ亡

めらラ．

l たとへi求、魚JiLのi轄の雨滴のf喜ヤ｝ま， ,J、面積をとづてみ払lま iまぼ‘機会的
喝容

で、あらみとは常識的にも考ぺらねる前ぐある. 19A9年ワ月 29B'I-~時30:
か糠雨の際lニ ~.Sox 4-6cmの板に紙乞iまi）約E秒間雨滴乞紙面に悲下主

せに綾直ちに裏がへい室内に重んで，局滴の主主下，え！こ印金づけ，伊senず
の面積を屋初づ℃， tトの雨滴跡の間隔金調べ、〈みfこア今の場会_j：：：：.ぇ5で

あるから

D - (O.S) ¥ 2. 8 . ! I Pa.s一夜王子i7C(2s)-3xo.S-:x2s-+2x (o,sf J =O.oor2L/-

第 1 す表

み布問帽 確傘（P) 予制問桶教｜ ~沼•J 間輔紘

0 .......... O.$c111 0. o o I 2 . .i/- 6タ..s 守 1

o.,s ..－、－ I. 0 0.0036.之 2oa.タ 」2Dグ

o.o tl/.72 グタ＇／－.?i' ’72 .s-. 
0.98 t令之 」t.5"之II.&" よ」「五己fグ

1.00 000 」「6:'2 80. 0 」t62~0 

1) 測定の再容は叫すレも個々の点の間隔乞｝々3蛤lらなくても，モオL之、れの点からα

7ぶゐ距離をコンバスでとりながら，その中｝こ入る点の個数乞勘定レ，こAもらを加

へて行けばよい。ニの博幹一度円の中山二した点は，それ以綾の勘定の擦は除いて

行けばよいから，かうして測定：ィ直乞出すの｜主それほど1面倒て・はない。



二－／J/.lj_」ー

尺o~ 勺， ｛； 01./-S-6

従クて 凡0-o.:: = 0.00ぷ86-0.001之L/-=0.00J62

以下同様にレて Pr.o:;;-2.c,o，ら00以上乞求め終~JN定数S-6之 80 1二乗じ・て子~1J度

数：乞計算レ，実~R1J度数りは主した持呆t.t ＇上表のように ~'lJ.:執二．よ〈｝致してゐる
ぷ lま試み iニ上託桂乞（ぇ25Cn~／の 事 19表

小屋劃 lこ今It，雨滴跡がo.1_, 2ーュ

ヒ見出されたそ花々と北の亘書，，教を

表示すると第 ＿19表のようにf正クた

ミの分布lま機会的てあれば、Fるお仰

のみ布をするはずでゐるから

権 内
個数

。
1・

2 

3以上

予測1支敬 事E測~数
CF) Cf) 

172.ケ fιタ

l'/-S.1 Iii-(? 

21.3 .：；足。

（とE"X
戸

0.0(! 

o.。e
o.oゲ

O.o 1l 

恥＞＝Ne均三子 向）
針 件。。 車

0.2タ＝x・

4且レ、 F:c-k) ＝’予制度数
D.P.=2, o.念く以＜o.9

N＝ 桓数＝ヂ00

、 Jn--__j_也ー・336 - ,.. !?I.I. 一一一一…N － ヂ00 十 V σ〒

五＝権内雨浦故

とレて予測度数F（遥）を算出レて，よま己の実濯1J度教と比較した結果ψ χ2の

似のイ直 o.°go～ o~ タ0 （白由度＝2）で有意だる差j土認められfよい．すねまち，ど

ちらのj／；，：きによ・ク℃も，この前滴断、め令本lま機会的ぐみると＼..＞.3、ニとが、で主る

なlま握力ピ正才形て江く矩形の場ふl土間隔法 lニよる混阜の式l土次の通り

ヒriる

P=-z吾川，.12一村山十が｝：ζ ；；：向〉
( '11!.レ.J..,,.12 l土モ ttJE;‘れのi互の長さ， f，三三 ~f2きさ守r主

葬 2 0 幸三
この瓦を用び， Ca.，地の賓料の

今J布簡呼高
IV ----:- l 2 

ーまj)Iこついて計算すると，右表め
実効l数予~i11J教

。一。＇sb]. ／グ 3.0 

ように，やはり集中，性乞示して 向。 ？斗三1.0以上 6 6 S'o 
ゐるa 二の3也でiま隔にかたま

個体数 t 、1if J之4・



-Jl/-.~－－－ 

ク fニ’l、隼毘がめてコたため，－ o.S/Ti 以ポ0 問問者数がン争i~·j 数よ ！） t多くなク

℃ゐゐのである．広lまそれら予測数，実滑i数の差の有意、！佳の検定lニづいて

I；（.稿を改めて別にのべるらとにする。

s~ 新也数＇ i均失款の計算イ直の吟味〈第一部 9煩〉
第一喜iてでは集団員のえA~~え況をかるために比例計算によって，集団内め

新出数.~首失数乞計算したが，これら比例計算によゐ新出. ~向史教の算出
の障害の誤差i丸標識梱砕の絶針教が小主ければ，j、さいが！？，またえーさく広

る．殺って、前記の各地毎の新出，消史教の計算」直lま．橡裁伺体教が比較的

少J手いため，どの程度に信用してよいヵ、が問題と江るぞみらう

今、ある時ゐる池の標識個体数乞汎，之の次の観察時まぐlこ消失レt－：.標

消失数｜言十 、裁個4械金d，はじめのn私無標識イ跡教

をC，その次まで1ニ消失レfニ無標識個件数

を工とし．左の四分表乞つくれ／:t',

χ2= { Un-d）χ』 dぐc-x)YT
T, Ta. T11tヨユ

尤も今の場舎は各組め度教が比較動小3いため， Yr;tesの補正りロヘ zて

χ竺＝ ｛（勿－d）エ一d(c-x.）土妄VT山．．．．．．…．．．山同．”．．．． 
T, 'Iミ刀官7主

とし，1）有志水準~··＝o.o I J::レf二時の .:x.2のイ直6.6L/.（白由度＝1）乞泊。て

f (l77-d )X-d(cーエ〉土芸｝2T ~ 
Ti T2. Tin’Tc -- 三三 6.64－……...・M ・...................…（5.・3)

ヒ置け lにこの本等式定解いて得られるエの4直め~囲外に消史評、標識イ国
体教が存在する権宰 Ji,Iま1;fo.of以下である”すなIiち／色防長章宏 fo/oとし

に持の消失無擦試4自体数の棄却限界がこのヱのA直l二よフて近似的に示δ

れる（増山え三郎，少数イ到の纏め才ど一実験計蓋バ立ζ才， J脅すf坂 2＇？買， 131

頁参照、）。従って，ある自の金子？再来個体教の棄却限界は，

高J手数

Tl/I 

ェ・1Tc 

d 177.-d ’ i惇書員

無樟戴 C－‘χ 

ーノ
プ
1
4z

 

rr
・、

T ヲミT, ま十

-

1）括弧のピト’の符号lまχ2のイ直角、：・，j、さ〈なるように定める，
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下 F長＝d＋ニζJ，よ限＝d+:t.2

（／温レ；エムニC2はそれぞれエ

の4直の下限及び上隈ヒすゐ〕

ヒ江りまたその吹の観察時の

§j制面材占主を必止とすれば，新出

教の棄却限界lま

下限＝刀.rr-{ nz+C.，..が＋ん〕｝

よ限＝勺一｛糾c-(d＋エ，）］
ヒ江る，英帝の消失及εび新虫数

はこ北宇上下両限の聞にあゐヒ，

2今も成下の危時金牟を以てし、ふこ 蝉
kニカ〈できる。

以上の才法によフて，各地に で寸

ヲいてのそれぞれの百の新出数， N

3月夫教の棄卸限界乞求め， 4B

毎l二会計レ，水面面積で劇クて首長

定度lこ換算して表示すゐと葬

21表め通I)I二1わ？こ：〉

第21表をもとにし，底度，新

出教の弓これぞれの植l二針する梢

夫教の平均値乞永め，相関表を

づくゐと葬 22：義の通I）ヒIi-ゐ．

1) Bc1.池 f三、ITiま段、 のようにA年

4キ乞巽 1こして乞 1),Ji也の地ヒ同

じように鼠J及品、わけに行かない

ので，こ入こぐ J;j:}首くこミこにし7ニ。
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’
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ぶ

レ

の

ぷ

す

手

数

も

え主2 2 手；

が．品、 ζ とむどで3る

なほこれら事－却限界l±危険

率 1~もヒして求めたもので‘ゐ

るから，今し危険辛全ょうもとすれ l点土Jアド両眼の閣の幅iまもクと£く江九

4 詑の4者向はもクと明暗ヒなるであらう；

ぷ

(i ）＞複令同J立社舎

者ミー告官第2章で問。T二同イ立援会社会といふ言葉は，ふ画錦司氏己主物の

世界？ゐ～ 140賓〉｝こ従ったもの＜＇ hゐが同氏｜立最近ょの言葉を「援ふ両

イ封土会二Jl二E丈めた（争画，生物社会の扮壇， JIB手口 24年， 118'真〉．重夜し

だ同位批会ヒいえ、内容からいへ iま／同氏の訂正i車リ後者。コ方がよ I}l童営ど念

へられるので〉本·~で私の用ひ fニ同位綾，各社会も，複令同イ立点土会l二訂正する．
同氏 1主更 lニネ昆ふ同イ立毛土各州統合を整理し，類、象的広大~ 1.f..キ：、ヤツフ。のみる，

社会pFこどへ J(j;'.'ll南乳類点土会ヒ昆虫類社会のちが．かは寧1同階級のちがひで

はな九両者l式会見本：異なる生活形持会にJ慢するものであI｝，しだがづて同｝の

忍ふ向結社会を構成レ広いものとし，史 lニ進んで、社会水準広ゐ拐l~きまで
導入すゐ乙と i二よヲ〈，前の着客（生物の世界）で比較的F莫ポふと耳元扱IJ.:.ti. 

l） ・、

てみた緩令l司位社会’の内容を日月曜i二する乙ヒ k共に，理論の著レい発展ヒ

林系の整備と乞試みた．形式北会学的傾向の懇ぃ今西氏のイネ系i二lま，なl主

検討t；コ余地が多いとはい～現在の生物注雌γ学t二J弘、いて・はやはリ最も独創

その池

1.／＂この点！主宰一部第 2章C‘慨に－1§＇摘レYニ＠

宮司。～2.D 2.0～LJ..o 

。ー， ／， CJ ・0.16,...... O.Ltも 一
!.O～之.o 0.2ff ＂＂.＂＇ λt2 .o.ぎ0ケ叫／.ι。

／ 

之.o～3,0 o.sグー 1~30 0,9.5~ 1.君。

30以よ 0.78～ 1.tS" λ20~3.20 
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・ 6ち .~J すぐれた一つの Aネ永でめゐといは｛； it ;iL f.'J:' f.iらない J

（之｝受－夜的まきA1トlj）二順位め乙，同必＿f，土舎

ポムのJ名フ‘！？た重視的建北分iナ（第一部第之章参照） t二追い内容乞もフもの

として，今i!J1氏l土順位のあゐ同位社会ヒいよ、吉幸乞新らレく用ひた（今孔生物

社会の輪理.13 1異人同氏によれば；草木社会の差問土の剖においては，G温

最境℃1まモオLゼ件の定着の確執こ従ヲて優占の )lj夏4立がたまる．立地蒜件が1曹、 F

イじすれば〉月が材がみらiまれ"C.1並I二件での少数者ぐもイれ檀ヒ 7品、かくて

壊境保持の相蓬1二従クて，じえクかの巽は？によ壷占謹による棲み会lすが見ら

れる，よれら1±lt－料土令1メ｝頃j立のめる向tt.,i土台の程会よりたる二ヒ乞あらは

すむの〈了あり，同様tJ:i!夏会j骨量！ま，木本社会l二釘い℃も認めら礼ゐといふので

める．レかレナメンボ社会の場合には.~也の縁辺部にあ‘ltゐナミアメンボ、

教の多少は.］，との場所のヒメア河シポ数め多f、に胡禄レ，両者！土更に」乞凡E主主き

！こJ存:t£.するイ也の3也での人口髭度 l二葱響ミれると考へら．れるから，こ礼らの

イ憂占の順位l主固定的ti「；セ着の権準J fi::以てして Iil.里解するよとがでさな

いでい更1:.4唱えの場会i土，逆に考へ叫 ん ・ 環 境 保 恥 桜 占

順位が要点されゐことになゐ l十札ピむ，アメンポ此令ではかリ l二問u環境権

イキ念もフ場併でゐって｛；，進捗の定度版害、が異1;.;I& Iま；優占t?>111買イ立もまたち

がフてくる場会も止す冶であらう。ニポ与 1ま、母母重複釣棲みかけの重捜部ふ

iま，ふ西氏の考へる緩合構造のよラ広子め環境保件てで優有を史めら払た涯

の車／崎重 ff..リ会ひといづたものぐはなく，どれら粗互の密度開徐b通じ‘て

の集団庄、}Jによリ，擾占）lj費位もまた去、，fじする重複でめるニとを示すものヒい

ふ二とが‘ぐJきよろ植，ibJと動物のちがかや辰扱ふ地滅。ぅ大.＿： 2' I：：，よゐちtf、ぴ

はあるとしても，重稜必ずしも持費立のみ乞本すものでは広仁封立 1必ずレ

も明暗軍舵If_接みがけとレてのみみら｜まれゐものでないことは．光会主主意

レてよい乙ヒヒ忠はれる今面氏の l順位ある同地社会の場会lま「もちろん

波らが同位壮会ヒレ〈存在する以上p モ乙 iニii広んらがめ形に£、い〈，封

立といふことも令まオl－：（＿ い 1~ IT札 iどな元広いJ L生物北会の論理 135頁）



一叫＜？－

と 1立ベー江がら「レ方、.（...•一一 J とレ℃以下之の針立はそとれ以上内容釣に単リ

上If‘ら礼る二ヒなしをのまま見4舎－（.i,?れてレまヲ司こゐるのは遺『魅でめる，

府故なら！ど「岡地説会主レ可こ存在する以よl土．針立ヒいデ二とも会まれてじ、

f玉Itれli＂ならな l':-Jといふよりは．むレみ生れら抗議が「指針立し相補うJlf-.:. 
場にある二とがえか誌められたねiまこそ今函氏も乙丸を同4立社会とし司こ尿

サ及フfニ乞いA、のが実増与の 1111紛で、J?－？たはず：ぐみるから，もしもそーのれ相浦

的立場を 、生刻、し－ζ考へJ1,I汽Jll員必める同イ材土会的現

象も実lま今画氏の説明よりも二むしみ重複的棲み令It的内容のものとしてJ.f'.

解コれるのではf正いかとも思はれるから・Cみる．
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